




[image: ]













[image: ]












序章　囚われた一輪の薔薇

第一章	運命の人

第二章　本性は悪魔

第三章　背徳のセックス

第四章　甘い余韻

第五章　かりそめの婚約者

第六章　甘い温もり

第七章　裏切り

終章　とけた謎、そして二人の門出









序章　囚われた一輪の薔薇








　未来がどうなるかなんて、誰にも分からない。

　昨日まで何不自由なく生活していたのに、会社を経営している兄の投資取引の失敗により、一夜にして一文無しになった。

　一文無しどころか、多額の負債を抱え込み、結局、兄の会社はある男に買収されてしまった。

　なのにこうして今、自分が座っているのは、よくテレビで外国のＶＩＰが国の国旗をひらめかせながら乗っている、黒光りのする高級車の革張りのシートだ。

　昨日までとは違う自分の境遇に、不安を感じるなという方がおかしいだろう。

　和わ花か菜なは、落ち着かない気持ちを紛らわせようと、ほんの少し窓を開けて風を受けながら、外の流れてゆく景色に目をやった。

　車はどんどん都心から離れベイブリッジを通り過ぎていく。

　ほどなく、緑の多い街並みが広がってきた。小高くなった丘に向かって車が坂を上っていくと、目の前のフロントガラスの向こうには、大正時代のモダンな面影を残す洋館が現れた。

　息を呑むほどの広い敷地には、まるで左右に翼を広げたような横に長い三階建てのお屋敷が見える。まわりはこんもりと生い茂った木々に囲まれていた。

　──とうとう、来てしまった。

　蔦つた模様のレリーフが刻まれた美しい門は、来る人を歓迎しているようでいて、侵入者を阻んでいるようにも見えた。

　意外にも、中世の城を思わせるような佇まいは見た目だけなのか、門はセンサー式の施錠になっていた。車が近づくと自動で左右に開かれ、和花菜を乗せた最新の高級車がするりと敷地内に滑り込む。　

　車の後ろの方では、猫さえも紛れ込めないような素早さで、すぐに門がぴたりと閉じた。

　──いよいよ、私はここで……。

　和花菜は、そこはかとない不安を感じ、ごくりとつばを飲み込んだ。隣で革張りのシートに、ゆったりとその身を預けている男性をことさらに意識する。

　シルクの織り込まれた上品な光沢が浮かぶスーツを身に着け、長い脚を組んでいる。血管の浮き出た男らしい腕にはシルバーの高級腕時計が、音もなくなめらかに秒針を滑らせていた。

　彼はタブレット端末で、仕事の資料らしきデータを確認している。移動時間をも惜しむほどの、多忙なビジネスマンだということが窺える。

　──夕べの彼とは全く違う。

　和花菜はその横顔に吸い寄せられるように視線を上げた。　

　わずかに首を傾げたときに、艶やかなダークブロンドの髪が整った鼻梁に降りかかる。すると大きな手が少し乱れた髪をさらりと払いのけた。

　しなやかに動く長い指を見て、和花菜の心の奥がきゅんと疼く。

　その指が、昨夜、自分の肌に触れ、熱を灯し、甘く淫らに揺れ動いたのだ。

『とろとろだ。ココは僕を欲しがって、こんなに濡れて膨れているよ？』

　鼓膜を揺さぶる声や、そのほかの色んな音が蘇ってきて、思わず耳を塞ぎたくなる。

　自分のものとは思えない切なげな声、だんだんと部屋に満ちていく水音。

　男らしい指が、自分の身体を淫らに塗り替えていく。

　その感覚までもが蘇り、秘めやかな芯がじくんと疼いて昨夜の名残を伝えてくる。

　甘く疼くのは躰だけじゃない。

　ずっとずっとひそかに抱えていた恋心。

　それゆえに、いとも簡単に快楽の淵に堕とされてしまった。

　節くれだった指が、躊躇なく和花菜の花びらをなぞり上げ、割り開き、みずみずしい若芽を探り当てるとその形を確かめるように蠢いた。

　指先でなぞられただけで電流が体中を駆け巡り、和花菜の思考はあっけなく昇華する。

　くちゅくちゅと弄ばれ、生まれて初めての快楽を送り込まれれば、あられもない声が淫らに漏れ出していく。

　こんな声、聞かせたくない。それよりも自分が聞きたくはない。

　──なのに。

　和花菜はシートに座りながら、なんとか冷静さを保とうと、深く息を吸い込んだ。

　それでも、昨夜のことを思い出しただけで、冷えた身体に熱い血が巡り始める。

　愛だの恋だのとは違う。昨夜は、ただ彼の欲望の捌け口になっただけ。

　それでも身体に気だるく残る甘くて淫らな感覚を押しやることができない。

　──お願い。私の心の中を読まれていませんように。

　心の中で祈るように呟いた。忘れたいのに、忘れられない甘い記憶。




　つい数時間前まで、和花菜は生まれたままの姿で、彼の熱い昂ぶりを受け入れていた。　

　初めて男を受け入れた蜜口は、いまだにその余韻を残している。彼はとっくに抜け出たというのに、まるでその存在を自分の中にくっきりと刻印されてしまったようだ。

　和花菜は、自分の中にその面影を強く残した張本人、すぐ隣で余裕たっぷりに悠然と座っている男を嫌というほど意識していた。

　彼の太くて逞しい雄が、ねっとりと和花菜の花びらを捲り上げていく感覚が生々しい。太い塊が焦らすように何度も秘裂に沿って前後する。腰をゆっくりと動かし、口元に薄い笑みを浮かべながら、わざと自分の昂ぶりを分からせるように和花菜の花びらの中で自身を扱き上げていく。

　その質量を受け止めきれずに、喉だけではなく、淫らになった襞がひくひくと戦慄わななく。

　昨夜の痴態を思い出しただけで、和花菜の身体は、熱が灯って膨れ上がった。

『──このまま、ナマで挿いれるよ。なんの隔たりもない、僕を感じてごらん』

　じっとりと湿り気を帯びたような低く掠れた声。生のまま繋がり合う男の悦びを期待するように緩く引き上がる口元。

　彼のその表情は、和花菜が拒めないことを確かに愉しんでいた。

　完全に勃ち上がり、その先端で昂ぶりを増したくびれが、くぷ、と淫らな音を立てて無垢な隘路に沈み込んでいく。心とはかけ離れ、とろとろに甘やかされた身体は痛みをさほど伴うこともなく彼の陰茎を受け入れていた。

『可愛い、僕の和花菜──』

　初めて繋がった瞬と間きに囁かれたのは、本心ではなく慰めの言葉だったのかもしれない。ずぶずぶと深く沈み込んだ肉杭が、和花菜のナカでありえないほど、さらに硬く反り返る。

　彼の淫らな存も在のが生々しく蘇り、和花菜は動揺を隠せずに身じろぎをした。

　尻を掴まれ、後ろから奥深くまで突き上げられれば、そのたびにありえないほどの快楽が脳芯まで届けられる。

　甘苦しい責めに、許してほしいと思っても無駄だった。逃れようとするたび、逞しい楔が和花菜のナカで膨らみ、食い止めた。

　蜜襞を抉るように執拗に、何度も何度も擦こすり上げてくる。

　絡みついてくる未知の快楽をどう受け止めればいいのか分からない。

　和花菜は、身体も心も完全にコントロールを失っていた。

『……いい子だ、そろそろ終わらせてやろう』

　欲望を押し殺したような、ひどく艶めいた声が耳朶に吹きかかる。

　その直後、びくびくと脈打つ肉棒が爆ぜ、生で注ぎ入れることになんの躊躇もなく、和花菜の中で熱い精を解き放った。

　昼い間まの彼とは全く違う。

　吐精を迎えるときの劣情に駆られたような腰の動き、滴る汗、絡みつくような吐息が耳元に生々しく蘇り、和花菜の心臓がどきどきと高鳴る。

　不本意にも、足の間から甘えて強請るように、蜜がとろりと溢れ出してしまいそうになり、和花菜は太腿をぎゅっと硬く引き締めた。

　──身体を許したからと言って、心までも許してはいけない。

　私は、金で買われたのだから。

　気づけば、彼はいつの間にかタブレットをしまっていた。濃いざらめ色の瞳が、すべてを見透かすようにじっとこちらを見つめている。

　ああ、彼の瞳はなんて美しいのだろう。

　でも、その心は邪悪な悪魔だ。

　和花菜が負けじと見つめ返すと、その瞳が面白そうに揺らめいた。まるで自分の考えなど、お見通しだとでもいうかのように。

　和花菜はそんな小さな駆け引きに飲み込まれないように、窓の外に目をやった。

　車が洋館の玄関前にある車寄せに到着すると、使用人たちがずらりと立ち並んで出迎えている。

「若様、お帰りなさいませ」

　レオンが先に車を降りて使用人に頷き、車を回り込んで和花菜の方のドアを開けた。

　口元にほのかな笑みを浮かべ、まるで忠誠を誓う騎士のようにその手を差し出した。

「さぁ、お姫様。着いたよ」

　その声は、甘く優しげだ。だけど騙されてはいけない。

　彼は、何も知らない仔ウサギを甘い言葉で誘い込む、腹黒いオオカミと同じなのだから。







第一章	運命の人








　香こう月づきグループのお嬢様として育った香こう月づき和わ花か菜なは、フラワーデザイナーになる夢に向かって、丸の内の商業ビルの一角にある花屋で働いていた。

　通かよっていた女子大卒業と同時に、在学中に婚約していた黒くろ崎さき一かず臣おみと結婚する予定だったのを延期してもらったのだ。もちろん、自分の我儘だと分かっている。それでも、ただ兄に言われるがままに結婚するのには抵抗があった。

　それに婚約者といっても、兄が勝手に決めた相手だ。黒崎は兄の会社でその片腕として働いており、将来の副社長として望まれている人物だった。

　黒崎との婚約には、和花菜の意思はこれっぽっちもない。それに兄が和花菜を思いやってのことでもない。ただ、有能な部下と和花菜を結婚させて、一族に引き入れようと勝手に目論んでいるだけだ。

　和花菜の方も、黒崎自身になんの不満もない。それどころか、世間一般的に見れば背も高くすらりとしており、モテるタイプで、有名大卒のエリートだ。

　黒崎との結婚は誰もが羨む結婚のはず。

　でも和花菜は、このまま好きでもない人と流されるように結婚するのには抵抗があった。

　それに、大好きなお花に囲まれた仕事もしたい。

　なんといっても、夢だった花に携わる仕事に就き、自立して生活してみたかった。

『なんの取り柄もないお前が一人で生活していけるわけがないだろう。結婚すれば、黒崎に養ってもらいながら、気楽に過ごせるのに何が不満なんだ？』

　自活したいと言ったときの兄の言葉が蘇る。

　きっと黒崎さんのことを好きだったのなら、それで幸せだったのかもしれない。

　でも違う。彼ではない、まだ顔も名も知らぬ誰か。

　特別な運命の人が、どこか別にいるような気がしてならなかった。

　もちろん、兄にはそんなことを言ったわけではない。言えば笑われるに決まっている。　

　母が生きていたら、この気持ちを分かってくれただろうか……。

　でもそれは叶わぬことだ。母はもういないのだから。




　和花菜の母親は、小学生の頃に自分と幼い弟を残して病気で他界した。高校生になると、父親も不慮の事故で亡くなり、残された和花菜たちは、香月グループの会長である祖父に引き取られて育った。

　女子高からエスカレーター式の女子大に入学して、将来の夢を思い描き始めたとき、祖父の会社を引き継いだ兄から、黒崎との婚約を一方的に言い渡されたのだった。

　近い将来、彼と結婚しないといけないのかと思うと気が重い。それでも、いまだに断るに足る理由も見つからないままずるずると結婚を引き延ばしている。

「和花菜ちゃ～ん、花だしをお願い！」

「は、はーい！」

　──いけない、今は仕事中だ。

　店長に言われて、和花菜は急いで花だし用のグローブを嵌めた。

　届いたばかりの花の入った箱を次々と開けていく。

　ああ、やっぱりこの瞬間が好きだなぁ。

　箱を開けた途端、弾けるようなみずみずしい花の香りが広がり、つい頬が緩む。

　花には、沈みそうになる気持ちに不思議と活力を与えてくれる力がある。　




　そもそもお嬢様として裕福な家で育った和花菜が、花屋で働きながらフラワーデザイナーになりたいと思ったきっかけは、小学生の頃にまで遡る。

　弟を生んで間もなく、母の病気が見つかり、鎌かま倉くらにある病院で療養をすることになったのだ。

　もちろん、和花菜や生まれたばかりの弟、そして兄も一緒に、都内から鎌倉に引っ越して、地元の学校に通っていた。

　父親は仕事があるため平日は東京で暮らしていたが、週末だけ鎌倉に帰ってくるという生活で、和花菜たちは、ほぼ、お手伝いさんたちに育てられたようなものだ。

　それでも少しでも母親と一緒にいたくて、学校が終わるとランドセルを背負ったまま、すぐに母のいる病院に向かうのが和花菜の日課になっていた。

　白いベッドに横たわって微睡まどろんでいた母は、病室に飛び込んできた娘を見ると、すぐにその表情に優しさと愛情が溢れ出す。そしていつもお花の話をしてくれた。

「和花菜ちゃん、お花にはね、秘められた力があるのよ」

「ひめられた力？」

「あのね、秘密の力なの。例えば、お花の色は弱っている人を元気づけてくれる。お花の優しい香りは、落ち込んだ人を温かい気持ちにしてくれる。その華やかな姿は、みんなの目を楽しませてくれるでしょう？」

「うん。じゃあ、ママもお花があれば、元気になる？　早くおうちに帰ってきてくれる？パパも赤ちゃんも……、お兄ちゃんも待ってるよ」

「……ええ、そうね。和花菜はお姉ちゃんだから……、ママがいない間、弟の巧たくみくんをお願いね。ママの代わりに可愛がってあげてね」

「うん、和花菜、たっくんをちゃんとお世話してあげる！　それに毎日お花を摘んでくるから、ママも早く元気になって帰ってきてね」

　和花菜は、いてもたってもいられなくなり、ぱっと扉を開けて駆け出した。

　早くきれいなお花をいっぱいママに摘んであげよう。ママがすぐに元気になるように。

　なのにどんなに探し回ってもお花が見つからない。

　人の家のお庭のお花は摘んじゃだめって言われていた。きれいなお花がないと、ママが元気になれない。

　ママが死んじゃう……。ママが……。

　パニックになった和花菜は、しゃがみ込んで泣き始めた。

（──きみ、どうしたの？　なんで泣いてるの？）

　ランドセル越しに、ふいに男の子に声をかけられた。泣きはらした目をごしごしと擦って見上げると、そこには優しい笑顔があった気がする。でも、ぼんやりとしていて、その子の顔がよく思い出せない。

「あのね、お花を探しているの。ママが元気になるように、お花をあげたいから。でもお花が見つからないの……」

　和花菜がまた泣きじゃくり始めると、その声の主が、和花菜の小さな手をぎゅっと握って、ぐいぐいと引っぱっていった。

（花ならうちにいっぱいあるよ。おいで）

　連れて行かれたのは、うっそうと茂った森の中に、隠されたように建つ大きなお屋敷だった。

　屋敷の裏手には手入れの行き届いた庭園があり、そこには、色鮮やかなたくさんの薔ば薇らが咲いていた。

「うわぁ、お花がいっぱい……！」

　和花菜は思わずその美しさに見惚れて歓声を上げた。

（この花を君にあげる。きみのお母さんに持っていくといいよ……）

　そう言われて、一輪の薔薇を差し出された気がしたが、記憶が曖昧だ。

　あの優しい声の主は、誰だったのか……。




　チクリ。

「──っ、いたっ！」

　仕入れたばかりの新鮮な薔薇のトゲが指に刺さり、はっとして我に返る。

　漂う薔薇の香りに触発されたのか、母との宝物のような記憶の断片が蘇ってきた。大好きだった母親を亡くしたショックのせいで、当時のことは曖昧で、よく覚えていないのだ。

「あら、和花菜ちゃん、大丈夫？　入荷したての薔薇はトゲばかりだから気を付けて」

「はいっ、すみません……」

　──ぼうっと考え事をしていてはいけない。今はお仕事に集中しなきゃ。

　和花菜は、数少ない母との思い出を笑顔で追いやり、仕事モードに切り替える。

「あの、こっちのイブピはミニブーケにしますか？」

「そうね、マトリやピーを散らして店頭用にいくつかミニブーケを作ってくれる？」

「はいっ」

　和花菜は張り切って返事をした。フローリストとして花屋で働き始めて、もうすぐ一年になる。

　イ・ブ・ピ・アッチェというのは、花びらの多い華やかな薔薇、マ・ト・リ・カリアというのは、白いマーガレットに似た小花で、ピ・ー・というのは、スイートピーのことだ。働き始めたばかりの頃は、イブピとかマトリ、ピーと言われてもなんの花か分からずにまごついていたが、今では花の名前もその略称もほとんど覚えることができた。

　花屋の仕事は見た目ほど華やかではなく、重労働も多い。それに、契約社員の身では、お給料は平均よりもちょっと少ないかもしれない。都内で一人で生活をするのには節約を強いられるが、それでも和花菜は家を出て、念願の一人暮らしを始められ、花に囲まれた仕事ができて満足していた。

　それに、小さい頃から習っていた華道の知識も役に立っていた。

　ただ、兄だけは和花菜が働いていることに、いまだに腹を立てている。香月グループの娘が花屋で働くなど外聞が悪いと猛反発されたが、引退した祖父の力を借りて、期限付きで兄を承諾させたのだ。

　そして同じ母を持つ弟が、医学部進学を目指して全寮制の高校に進学したのをきっかけに、家を出て一人暮らしを開始した。

　だからと言って、私生活が色づいたわけでもなく、恋人と呼べるような男性との出会いなどは皆無だ。それでも和花菜は、毎日のこの仕事が楽しかった。

　でも、それもあと少し。

　兄との約束の期限は、一年間。あと一か月でその期限となる。

　もうすぐ、和花菜は黒崎と結婚するために、実家に帰らなければならないのだ。

　店長には、家の事情のため、雇用期限が一年間ということで採用してもらっていた。それでも、好きな仕事を辞めると思うと、気分が塞ぎ込みがちになる。

　そんな和花菜が、このところ毎日、楽しみにしていることがあった。

　──もうそろそろだ。

　急いで仕入れた薔薇のトゲ抜き処理を終えると、フラワースタンドの水を入れ替えるために店頭に出た。朝早いこの時間帯は、まだ商業施設もオープン前で、出勤時間にはだいぶ余裕があり、ビルに入ってくる人もまばらだ。

　するとエントランスが開き、爽やかな朝の空気が吹き込んできた。

　──来た。あの人だ。

　その気配に、心がぱぁっと広がったように気分がときめく。

　和花菜は花かごを整理しながら、いつものようにエントランスに目をやった。

　決まってこの時間に通りかかる外国人の男性。

　上質なスリーピースのスーツに、均整の取れた逞しい身体を包んでいる。今日のスーツはライトグレーだ。

　髪の色は、ダークブロンド、というのだろうか、光の加減で輝きが変わり、まるで砂金を集めたように艶めいている。スーツはぴったりと身体に合うように寸分の狂いもなく仕立てられているのに、緩やかなクセのある髪が、歩くたびに無造作に揺れているところが密かなお気に入りだ。　

　ひときわ背が高く、颯爽と歩く優美な姿は、遠くからでも目を引いた。上品なのにどこか謎めいた魅力に溢れている。

　どことなくエキゾチックな顔立ちなのは、東洋系の血が混じっているからだろうか。

　和花菜は、ここ数週間、毎朝決まって同じ時間帯に通りかかるその見目麗しい男性に心を奪われていた。

　彼はどうやら多忙なビジネスマンらしく、同行している秘書らしき日本人の男性と、いつも英語で会話しながら歩いている。

　──何のお仕事をしているのかな。

　気になって仕方がない。

　このビルには、外資系の企業が多く入居している。そのため、このエントランスでは外国人がよく行き交うが、それでも彼のように、あたりの空気も変えるほど目を引く外国人は稀だった。

　彼の姿を目にするだけで、吸い込まれてしまいそうなほど、その魅力に惹きつけられる。まるで一輪のゴージャスな薔薇。

　――店長ごめんなさい。私に三分間時間を下さい。

　彼が通りかかるときだけは、こっそり仕事をしている風を装い、内心、心を躍らせながら見惚れてしまうのだ。

　ヒトメボレ、なのだろうか。

　──ううん、彼が雑誌から抜け出たモデルのように素敵だからよ。ただ憧れの気持ちを抱いているだけ。

「あ──、和花菜ちゃん。またあの人のことを見てる」

　店長がくすくすと笑っている。どうやら和花菜がこっそり盗み見していることが、とうにばれてしまっていたようだ。

「あ、すみません。気が付きました？」

「和花菜ちゃん、分かりやすいし。あの人ね、ここのビルの三十三階に入っている世界的な投資ファンドのＣＥＯなんですって。最近東京にも進出してきたらしいの。経済誌にも載ってたのよ。英国人で日本人の血も流れているそうよ。それに、まだ独身ですって！　抱かれたい最上の男って感じよね～」

　抱かれたい男、と言われて途端に顔が赤くなる。

「そ、そんなんじゃありません」

　すぐに否定はしたものの、なぜか彼を性的な対象として意識してしまい、そんな自分をいやらしく感じてしまう。

　そもそも、手の届かない人だ。

「店長の情報網って、すごいですね」

「そう？　だって店の営業に繫がるかもしれないじゃない？　このビルの店長会議でも話題になったし」

　さすがは店長だ。ただ仕事の合間に、ぼうっと遠くから眺めてときめいているだけの和花菜とは違う。

　──抱かれたい最上の男、か……。

　店長の言葉を脳内再生する。

　そんな気持ちで、見ていたわけじゃない。

　ただ、彼の纏まとっている上質な空気が、凛とした一輪の薔薇のように美しかったから。

　昔、どこかで見たような……。

「あ、あの、お花、並べますね」

　和花菜は、にやにやと笑う店長の目から逃れるように、開店準備に取り掛かった。お店の前に、ブーケの入ったスタンドを並べ始める。背中には、まだエントランスに漂う彼の気配をありありと感じた。

　このまま無視して仕事を続けるのよ。

　そんな気持ちを、自分の恋心が凌駕する。一日のうちで、彼の姿を見られるのは、この時を逃せばもうないのだ。

　和花菜は、その姿が見えなくなる前に、もう一度、せめて一目でも目に焼き付けておきたくて、エレベーターホールの方を振り向いた。

　──偶然と偶然は、必然を呼び起こす。

　何かの空気を感じ取ったのか、彼もふと和花菜の方を見た。

　……とくん。

　心臓がこの時を待っていたかのように、打ち震えた。

　二人の視線が、たぐり寄せあうように重なり、絡みつく。

　彼が一瞬、瞳を大きく見開いて驚いたような顔を向けた。

　──ま、まずい。不審者だと思われた？

　和花菜は、慌ててぱっと顔を逸らした。

　心臓が、どくどくと高鳴り始める。

　見つめていたことに気づかれてしまったかしら。変な女だと思われたかもしれない。

　すると、店長が急いで近づいてきた。

「ちょっとちょっと、和花菜ちゃん、一大事！　例のＣＥＯがこっちに来る！　やった！お近づきになれるかも」

　和花菜はパニックに陥った。

　どうしよう？　なんであの人がこっちに来るの？

「て、店長、今日は私がレジ開けますね！」

　いつもなら、レジを開けるのは店長だ。なのに、和花菜は接客を店長に任せ、慌てて店の中に入る。まるで自分の恋心から逃れるように。

「い、いらっしゃいませ」

　店先で、店長のいつになく上ずった声がした。

「Mornin'モーニン」

　彼は入り口にいた店長にさらりと声をかけ、和花菜のいるカウンターの近くまでやってきた。もしかしたら、毎朝見つめている和花菜にクレームを言いに来たのだろうか。

　神様、すみません。盗み見していた私を許してください──。

　和花菜は、オオカミに立ち向かう子羊のように、彼の方に向き直った。

　すると思ったより、すぐ目の前に彼の姿があった。

　その存在感は、遠目で見るときとは、全く比べ物にならない。

　いつも嗅いでいる花の香りとは違う。どこか動物的なコロンの香り。

　よりいっそう、その男らしい魅力に圧倒される。

　百六十センチの和花菜が見上げるほど背が高い。スーツの上からでも鍛えているとわかるほど、逞しい体つき。かといって不必要な筋肉はついておらず、引き締まった腰から伸びるすらりとした脚は、ほどよい筋肉で盛り上がっている。

　グレーの仕立てのよさそうなスーツに、薄紫色のワイシャツと同系色の濃い色のネクタイの組み合わせがセンスの良さを感じさせた。

　遠くからでは分からなかったが、長い睫毛に縁どられた瞳は、ざらめのような艶やかな濃い金色。唇は思いのほか肉感的だ。

　――どうしよう、引き込まれそう……。

　彼の纏う艶めいた空気に圧倒されそうになり、ぎこちなく微笑む。

「い、いらっしゃいませ。なにか、お探しですか……、っ、あ──」

　彼の手がすぅっと伸びてきて、和花菜の頬に添えられた。その手がゆっくりと動き、ほんの少し上を向かせる。

　突然のことになす術もなく、されるがままに彼を見上げた。ざらめのような瞳が、じっと食い入るように、まるで古い記憶を辿るような眼差しで見つめている。

「ワカナ──？」

「えっ？」

　突然、名前を言い当てられて驚く。

　それでも胸にネームプレートをしていたことに思い至った。

　このビルは外国人も多く、ネームプレートには、ローマ字でフルネームが記載されていた。

　どうしよう？　名前を覚えられた？

　助けを求めるように店長を見ると、『チャンスよ！』とでも言いたげに、キラキラと目を輝かせながら和花菜にウィンクする。

　いやいや、ウィンクされても困ります！　そもそも男性に免疫のない和花菜には、どうしていいか分からない。

「──信じられない。こんな近くにいたとは……。僕のこと、覚えている？」

　じっと見つめられ、和花菜はこの男性と以前どこかで会っただろうかと考えを巡らせた。兄の会社のパーティーでも、会ったことがあれば、こんなに目立つ魅力的な男ひ性とを忘れる筈などない。

「──あの、ごめんなさい。人違いではないでしょうか？　覚えがなくて……」

　そうは言ったものの、もちろん、和花菜は覚えている。ここ数週間、毎朝、胸をときめかせて見つめていたのだから。

　でも、そんなことはストーカーチックで、とても言えやしない。

　彼は和花菜の返答に眉をしかめた。瞳が、物問いたげに揺れる。

「ここで働いているの？」

「──？　はい、でもどうして……」

　すると二人の空気にぴりりとした何かが割り込んできた。

「レオン様、ニューヨークとのウェブ会議の時間が……」

　彼の秘書らしき男性が、ちらりと和花菜に目をやって、レオンと呼ばれた男性に声をかけた。　　

　レオン──。それが彼の名前？

　響きが素敵で、エグゼクティブな彼にぴったりの名前だ。

　レオンと呼ばれた男性は、諦めたように小さくため息をつくと、すぐそばにあった花かごから、レッド・ローズを一輪引き抜いた。

「これを、君に」

「えっ!?　あ、あの……！」

　にこりと微笑みながらさりげなく薔薇を差し出され、つい、受け取ってしまった。

　和花菜があっけに取られたまま彼を見つめていると、ふわりと空気が動き、頬に柔らかな感触が触れる。

「ひゃうっ！」

　え？　キスされたの？

　耳元で、甘さを含んだ吐息が、薔薇の香りとともに漂った。小さくまた会おう、という言葉をのせて、和花菜の鼓膜を震わせた。

　我に返った時には、もう和花菜の目の前にはいなかった。

　彼は店の入り口にいる店長と短く会話をし、スーツの内ポケットから長財布を取り出した。スマートな様子でお札を渡すと、秘書とともにエレベーターに乗り込んでいった。

「ちょっと、ちょっと～！　和花菜ちゃん、薔薇の花のプレゼントなんてすごい！　昔の知り合いだったの？」

　すぐに店長が興奮気味に飛びついてきた。

「い、いえ、たぶんあの人の勘違いです。それにこのお花、どうしましょう。私が代金を払いますから、そのお金はあの人にお返しを……」

「あら、そんなのだめよ。せっかくの好意なんだからもらっておきなさい。花屋で働く者、贈られたお花を返すべからず、よ。お釣りは私が後で、あの人の会社に届けに行くわ。これからご贔屓になるかもしれないから、ついでに営業してくるわね。でも、さすがは外国人、やることが映画のワンシーンみたいでサマになってるわね～」

　店長が薔薇に可愛いリボンをつけて、綺麗にラッピングしてくれた。

　考えてみたら、男の人に花を贈られたのは生まれて初めてだ。

　和花菜は自分に贈られた、たった一輪の薔薇に想いを馳せる。

　──花屋なら誰でも知っている。

　一輪の薔薇に込められた花言葉は、『運命の人』だ。




『──また会おう』

　本当にそう言ったの？　私にまた会いたいと思ってくれたのかしら？

　だとすれば、素直に嬉しい。

　別れ際に見せた彼の優しげな微笑みに、えも言われぬ甘い気持ちが生まれてくる。

　和花菜は薔薇をそっと鼻先に近づけて目を閉じた。

　たった一輪の薔薇。

　それでも、自分のためだけに捧げられた甘い香りに、胸までも甘くざわめいてくるのを抑えることができなかった。






第二章　本性は悪魔








　──また会おう。

　確かに、彼は淡い期待を抱かせて立ち去った。なのに、耳に残るその言葉は、とっくに風化しつつある。

　翌日からレオンという男性はこのビルに現れなくなった。

　実は、あの日。

　和花菜は、頂いたお花のお礼を言うために休憩時間を利用して、三十三階にある彼のオフィスに行ってみた。すると受付の女性に、ＣＥＯには約束がないと面会することはできないと言われ、がっくりと肩を落としたのだ。

　もちろん、ただお礼を言うために、多忙な彼の貴重な時間を無駄にしたくはない。

　その次の日の朝、和花菜は彼がエントランスに現れたら、一言、お礼を言おうと思ってどきどきしながら待っていた。

　なのに、あの日以来、彼は全く姿を現さない。まるで避けられているかのように感じてしまう。

「和花菜ちゃん、元気を出して。ほら、出張かもしれないし。きっとお仕事が忙しいのよ」

　店長はそう慰めてくれたが、いかんせん、和花菜には時間がなかった。

　この花屋で働くのもあと少し。もしかしたら、このまま彼に会うことは叶わないのかもしれない。

　たった一言でもいい、自分の口からお礼を伝えたかった。

　本当に避けられている、と思うほど自うぬ惚ぼれているわけではない。自分は彼にとって、意識されるような相手ではないのは分かっている。

　彼が和花菜に薔薇を贈ったのも、ただの気まぐれにすぎなかったのだろう。外国人は、老若男女問わず、気軽にお花をプレゼントするという。そのため、この花屋も外国人の客が圧倒的に多い。

　彼にとっては、和花菜のことも、その日に出会った単なるチャーミングな女性の一人で、もう彼の記憶には残っていないのかもしれない……。

　そう思うと、悲しくなる。

　ただ見つめているだけで幸せだったのに、会えないことで落ち込むのはおかしい。

　一度でも、浮き立った心はなんて厚かましいのだろう。

「はぁ、どうしたら会えるのかな……」

　独りごちた時、エプロンのポケットの中にあるスマホがぶるぶると振動した。画面を見ると、珍しく兄の一かず真まからメッセージが入っている。

　和花菜は画面に映し出された文字に眉をひそめた。

　〝大事な話がある。今日は早めに実家に帰ってくるように〟

　そのメッセージを見た途端、和花菜は、苦いものを呑み込んだような気分になった。

　──きっと黒崎さんとの結婚のことだ。兄と約束したリミットまであと一か月だもの。

　最近、この花屋にも有能なアルバイトの女の子が入ってきて、和花菜がいなくてもスムーズにお店は回るようになっている。それは安心できる反面、なんだか寂しい。

「あのね、和花菜ちゃん。もしお家のことが落ち着いたら、いつでも戻ってきてね」

　知らずにため息をついていた和花菜に店長が声をかけた。そう思ってくれたことが素直に嬉しい。

「はい、ありがとうございます。もし、落ち着いたらその時はお願いします」

　できれば、和花菜もこのまま花屋での仕事を続けたい。なにより、この仕事が唯一の彼レオンとの接点だ。このままここで働けるなら、いつか彼レオンとお話しできるきっかけが掴めるかもしれない。

　和花菜にとっては、これが初めての恋の芽生えといえるようなものだ。

　本物の恋になるまであともう少しの、ほのかな淡い気持ち。

　こんな不埒な想いから仕事を続けたいと思うなんて、我ながらおかしいと思う。

　たった一輪、花をもらっただけなのに。

　でも、それが栓を抜いたシャンパンのように、自分の気持ちを弾けさせたもの事実だ。

　和花菜はきゅっと目をつぶり、泡のように浮かんでくる気持ちを閉じ込めた。

　──夢を見てはいけない。私には義務があるのよ。

　香月グループの一員として、家のために結婚することは、仕方がないのかもしれない。

　兄の一真は、父母が亡くなった後、若いながらも祖父とともに会社を運営してきた。きっと和花菜には言えないような苦労もあったのだと思う。

　兄にだけ負担を押し付けて、自分は自由にしたいなんて我儘だ。自分に残された自由な時間はあとわずか。それでも、悔いのないようにこの仕事をしよう。

　和花菜は、分かりました、とスマホに打ち込んで、兄に短い返事メッセージを送った。




　ちょうど、その日は早番で、午後五時過ぎには品しな川がわにある実家に戻ることができた。兄の帰宅は夜遅いだろうと思っていたのに、インターホンを押すと、玄関に迎えに出たのは彼だった。

　靴を脱ぐ間もなく、あきらかに落ち着きのない様子で、ただいま、を言う暇もなく口を開いた。

「和花菜、ようやく来たか。これ以上遅くなるなら迎えをよこそうと思っていた」

「お兄様こそ、今日は早いのね。八や重えさんはどこ？」

　いつも一真は和花菜のことを出迎えたりしない。その代わりに真っ先にお手伝いの八重さんがエプロンで手を拭きながらにこやかに迎えに出てくるのだ。

（──まぁまぁ、お嬢様、お帰りなさい）

　小さい頃から和花菜たちの世話をしてくれていた八重さんがいるからこそ、実家に帰ってきたと実感する。なのに八重さんどころか、他の使用人の姿がどこにもなく、和花菜はなんとなく兄の態度に違和感を覚えた。

　首を傾げて妙な顔をしていたからだろうか。兄が言い訳をするように言う。

「今日は使用人には、休みをやっている。大事な商談があるからな」

「え？　商談？　商談ってなんの？」

　一真はそれには答えず、すぐに離れにある応接室についてくるよう促した。

　なんなの、もう。帰ってくるなり、商談なんて……。

　それに、なんだか兄の様子がおかしいような。

　言葉少なな態度に不信感が募るが、和花菜に対して言葉が少ないのはいつものことだ。そう思い直して、兄の後をついて行く。

　きっとお客様への挨拶と、お茶くみでもさせるつもりなのだろう。

　来客用の応接室は母屋の離れにある。

　和花菜が靴を履いたまま、渡り廊下を通って離れにある応接室に入る。一人の男が背を向けて立っていた。

　窓の外の日本庭園を眺めていたようだ。

　上品な光つ沢やのある濃紺のスーツ。背が高く、すらりとしている。髪の色は砂金のような金髪だ。立ち姿がゴージャスで、まるで凛とした一輪の薔薇のような気品がある。

　──まさか。

　心臓が、ばくりと跳ねた。と同時に、その男がゆっくりと振り向いた。

「やぁ、和花菜、また会えたね」

　男がにっこりと、どこか得体のしれない笑みを浮かべた。

　和花菜は、あまりのことに声を失った。

　ずっと会いたくて、でも会うことが叶わないと思っていた男ひ性と。

　──レオンがそこにいた。





＊……＊……＊






　

「なぜ、あなたが……？　お兄様、いったい……？」

　和花菜は驚きを隠せずに、ぱっと兄の方を振り返った。

　一真は和花菜には見向きもせず、今までに見たこともない緊張を漂わせた顔をして、上ずった声でレオンに向き直った。

「お約束のものを……お引渡しします」

「きゃっ……！」

　トンっ、と兄に背中を押されて、思わずよろけて絨毯に跪いた。

　すぐ目の前に、その男の磨き抜かれた革靴があった。

　レオンはすっと表情を冷たくして、氷のような視線を和花菜の兄に向けた。

「手荒なことはしないでいただきたい。彼女は私が買った大事な商品だ。傷をつければタダでは済まされない」

「──商品？　どういうこと？」

　和花菜は訳が分からずに、その男と兄を交互に見た。

　一真は屈辱的な表情を浮かべながら、和花菜から顔を逸らしている。

「香こう月づき和わ花か菜な──さん。どうやら、お兄さんからは何も知らされていないようだね。君は売られたんだよ。実の兄に」

「ウラレタ？」

　言われたことの意味が分からない。いったいこの人は、何を言っているの？

　レオンは片膝をついて和花菜の手を取った。

「僕は人に説明はしない主義だ。それほど親切ではないからね。それにこの落札条件には説明事項までは含まれていない。でも、まぁいいだろう。何も知らずに連れて行かれるのは、酷だからね」

　彼は和花菜の手を引くと、ふらつく足取りの和花菜をソファーに座らせ、その向かいに当然とばかりに腰を下ろした。

　──なぜ？　彼は兄と何か関係があるの？

「君は既に僕のものだから、和花菜、と呼ばせてもらうよ。さて、和花菜、『ダーク・ウェブ』というものを知っているかな？　ダーク・ネットとも言われている」

　和花菜はふるふると顔を振った。そんな言葉は聞いたことがない。なんだか怖い響きがある。

「ダーク・ウェブというのは、いわゆる闇サイトのことだが、一般のネットワークからではアクセスできない。ある特定の認証方法がないとアクセスできないんだ。そこではダーク・マーケットという裏取引が盛んに行われている。マフィアも含め、世界中の投資家やセレブでさえも、ダーク・マーケットを秘密裏に利用しているんだよ」

　和花菜の首筋に冷たいものがぞわりと流れた。

　──まさか、うそでしょう……？

　青ざめた顔で兄の方を振り向いた。

「なかなか、勘かんがいいね。君のお兄さんは、そのダーク・マーケットを使って、安易にも投資取引を行った。──結果、百億ドルもの負債を背負った。会社の資金を私的に流用して」

「ひゃ、百億ドル？　うそでしょう、お兄さま!?」

「──しようがなかった……、和花菜。会社の資金繰りが苦しくなって、そのために金が必要だった。ダーク・マーケットでもっと儲けられると思ったんだ。このままでは会社を手放しても足りない。だから和花菜、その負債を支払うために、お前を──」

　兄は力なく膝をついて、和花菜に土下座した。

「……私をどうしたの？」

　和花菜は唇を震わせた。

「……お前を百億ドルでダーク・マーケットのオークションに出品した」

「なんですって!?」

　そんなことあるはずがない。母親が違うとはいえ、実の兄が、妹をオークションに出品するなんて。

　これは何かの茶番だ。そう思うのに、唇も手足も血の色が失せて、指先が小刻みに震え始めた。

　兄と二人だけだったら、冗談かと笑い飛ばしていたところだ。

　だけど、ここには投資会社のＣＥＯであるレオンがいる。

「和花菜、君は運がいい。たまたまオークションを見て、落札したのが僕だったから。入札者が多くて値段がどんどん釣り上がったよ。中東の石油王が粘っていたからね。ヘンタイ趣味で有名な男だから、そいつに落札されなくてよかった」

　レオンを見ると、まるで希少な美術品を落札できたかのような、満足げな笑みを和花菜に向けている。高値がついたのを喜んでいるようにさえ感じる。　

「じょ、冗談でしょう……。そんなの違法だわ……。人身売買よ」

　レオンがうっすらと笑みを浮かべながら立ち上がった。

　テーブルを回り込み、まるで捕獲した獲物を不安がらせないようなゆっくりとした足取りで、和花菜の座っているソファーに近づいた。

　震える華奢な手を取り、そっと握りしめてから蠱惑的に微笑んだ。

「和花菜、もしも、ダーク・マーケットでの取引の負債を踏み倒したらどうなるか知っているかな？」

　彼は兄をちらりと横目で見た。途端に兄は、ぶるぶると震え出した。

「目には目を、歯には歯を。そういう世界なんだよ。迂闊に素人が手を出していい世界じゃない。それに、もしお兄さんが制裁を受ければ、次の跡継ぎである君の弟さんがその負債を背負うことになる。彼らは、どこまでも執拗に追いかける。蛇のように」

「なんで、弟がいることを知っているの？」

「もちろん、百億ドルで落札したからには、君のことは今日の下着の色まで分かるよ」

　声はからかいを含んでいるが、その目は笑っていない。まっすぐに和花菜を見つめている。

　冗談なんかじゃない。本気だ。

「君のお兄さんが負債を返せなかったら、悲惨なことになるだろうね。弟さんも」

「ひどいっ……」

「言っておくが、オークションで君を売りに出したのはお兄さんだよ。僕は売られていた商品を買っただけだ」

「──っ」

　──どう、したらいいの……？

　絶望と焦燥感が襲ってくる。

　でも、弟を兄の犠牲にするわけにはいかない。

　亡くなった母に、弟だけは和花菜が母代わりになって守ると約束したのだ。

「私を……どうするつもりなの？」　

「怖がらなくていい。悪いようにはしない。ただ……」

　レオンは、今にもここから逃げ出してしまいそうな和花菜の表情を見て瞳をくゆらせた。

「君を無理やり連れて行って、百億ドルもかけた商品に逃げられては困るからね。だから選ばせてあげよう。僕に買われるか、買われないか。このオークションの取引を成立させるのか否か、その選択を君にゆだねよう」

「で、でも、私にはお仕事があって……」

　するとレオンが初めて、くすっと声を立てて笑顔を零した。

「花屋の仕事だね。心配することはないよ、対処している。新しく有能なアルバイトが入っただろう？」

「まさか、あなたが？」

　レオンは緩やかに微笑んだ。

　タイミングよく経験のあるアルバイトが入ったのは、彼が手を回したの？　そこまで用意周到に計画されていたのだろうか。

　──どうしよう、買われるか、買われないかなんて選ぶことはできない。

　なんとか正当な言い訳を見繕わないと。　

「あ、あのっ、私には、婚約者がいて……」

　すると彼の目つきがふいに氷のように冷たくなった。

「──だから？」

　和花菜は、口ごもった。和花菜に婚約者がいようがいまいが、彼にとっては大したことではないのだ。それに何の関係もない黒崎さんを巻き込むことはできない。

「わ、和花菜、後生だ、頼む！　そうしないと俺は──」

「口を挟むな。僕は和花菜に聞いている」

　妹を人身御供のように差し出した兄の言葉を、レオンはぴしゃりとはねつけた。

「さぁ、和花菜。僕のものになって一緒に来る？　それとも僕が一人でここを立ち去るか」

　和花菜はレオンを見た。彼はまるでレストランでメニューを悩んでいる女性の返事を待つかのように、和花菜の返事を待っている。余裕の表情だ。

　その瞳は、あの時、薔薇をプレゼントしてくれた時と同じ優しげな瞳。

　もう一度、会いたいと思っていた。この淡い気持ちがなんなのか確かめたかった。なのに──。

　なんでこんなひどいことができるの？　

　彼をよく知っていたわけじゃない。勝手に自分が素敵な王子様だという幻想を作り上げていただけ。

　それでも裏切られた、そんな感情が湧き上がる。

「わ、わたしは……、い、行きませ……」

（──和花菜ちゃん。ママがいない間、弟の巧くんをお願いね……）

　胸の奥に、母親の言葉が蘇った。

　──どんなことがあっても母との約束を破ることはできない。

　和花菜はいつの間にか頬を濡らしていた涙をぬぐった。私は、弟を守らなければいけないのだ。

「──っ、わかり、ました。一緒に、行きます……」

　ひとつひとつの言葉を自分で確かめるように言いながら、レオンを見た。

　彼がほっとしたように、目元を和らげたのは見間違い？　すぐに近寄りがたい空気を纏う。

「賢い選択だ。聞き分けのいい子にはご褒美をたっぷりあげないとね」

　レオンは握っていた手をぐいと引いて、和花菜を立ち上がらせた。

「裏門に車をつけてある。行こう」

　和花菜の手をぎゅっと握りしめて、いまだに土下座をしている兄の脇を通って離れを出ようとした。

「あ、そうそう。一真君。君の会社は僕が買い取らせてもらったよ。社長職は解任だ。新しい職でも見つけるんだな」

　呆然とする兄を残し、レオンは和花菜をエスコートして、待たせてあった黒塗りの車に乗り込んだ。










第三章　背徳のセックス








　車が向かったのは、和花菜の自宅からさほど遠くない、インペリアルホテルだった。

　地下の駐車場から専用のエレベーターに乗って通されたのは、最上階にあるプレジデンシャルスイートルーム。雑誌やテレビでもよく特集されるほどの豪華な室内は、都内随一の広さを誇っている。

　目の前には、西から東まで百八十度見渡せるほどの全面ガラス張りのリビングが広がっていた。眩まばゆい夜景は、東京の灯りをひとつ残らずこのガラス窓に映し出しているかのように煌めいている。

　海外から来日した王侯貴族など、ＶＩＰもよく利用するというこの部屋スイートは、贅が尽くされていた。いかにも高名な作家のものと思われる美術品や調度品が、それぞれ主張しすぎず、気品を感じさせる場所に配置されている。

　さながらモダンな美術館か王宮のような佇まいだ。中央にはグランドピアノがあり、その上には冷えたシャンパンまで用意されていた。普段の和花菜なら、テンションが上がってしまいそうなほどの部屋だが、今は足を踏み入れるのさえ、ためらわれる。

　彼にエスコートされてエレベーターに乗っている間は、緊張で息が詰まりそうなほどだった。ましてや部屋に一歩入ってからは、心臓が飛び出してしまいそうなほど、鼓動が早まっている。

　弱みを見せちゃだめだ。毅然としないと。

　そう思うのに、これから何をされるのかと思うと、足が震えて一歩を踏み出すのさえ怖い。

「どうしたの、中にどうぞ。夜景が素敵だよ」

　このスイートも彼にとっては、なじみの場所なのだろうか。

　慣れた手つきでピアノの上にあったシャンパンを開け、しゅわしゅわと弾む液体を二つのグラスに注ぎ入れた。

「そこに座って」

　和花菜のすぐ目の前にあるソファーを示す。レオンは両手にグラスを持ち、その一つを和花菜に渡すと、乾杯、と自分のグラスを掲げた。

　彼はごくりと喉を鳴らしながら、美味しそうに黄金に光る液体を飲み干した。

「喉が渇いただろう？　和花菜も自由に寛いで」

　その声色には、生まれながら命じることに慣れた響きがある。支配者に似つかわしく、高貴な獣のように、一歩一歩、毛足の長い絨毯を優美に踏みしめながら、まるでそこが玉座のように、グランドピアノの前に腰かける。

「何か弾いてあげよう」

　レオンは上機嫌で、なめらかに鍵盤の上に指を滑らせ、美しい音色を奏で始めた。

　それは偶然にも和花菜が昔から好きな、心休まるクラシックだ。まるで和花菜の不安を察して、その緊張をほぐそうとでもしているかのようだ。

　──ううん、この人はお金に物を言わせて私をオークションで落札したのよ。私のことを気遣うわけがない。いったいどういうつもりなの？　こんな最上級のホテルに連れてきて、この人は私にどんなことをさせようというのだろう。

　そもそも、彼にとって大枚をはたくほど、自分に何の価値があるのか、全く分からない。

「あ、あの、どうして……、私なんかを落札したのですか？」

「……うーん。君だから、かな。あの時、ビルのロビーで見つめ合ったとき、運命を感じたからって言ったら信じる？」

　レオンは、くすくすと笑いながら、ピアノを弾き続けている。

　違う、そんなことはありえない……！　和花菜にとっては忘れられない出会いを、まるで茶化すように言われて、怒りが込み上げてきた。

「運命を感じた女性をこんな風にオークションで買って落札するのですか？　犬や猫のように」

　すると、ぴたりと音がやみ、レオンの瞳が鋭い光を帯びて和花菜に注がれた。

「薔薇の花びらのように可愛いだけの口かと思っていたけど、棘も生えているようだね。忘れないほうがいい、君の飼い主は僕なんだよ」

「──っ」

　和花菜は唇を噛みしめた。今この男が気づかせてくれたように、私はお金で買われた愛玩動物と変わらない。

「じゃ、じゃあ、私は何をすればいいの……」

　途端に声が気弱になる。百億ドルで落札したからには、なにか恐ろしいことが待ち受けているのではないか。そう思わずにはいられない。

　和花菜にとって、人生一大事の杞憂さえ、目の前にいるレオンにはちっぽけなことだろう。

「せっかちな仔猫だね。買われてすぐに、飼い主に可愛がられたいのかな？　噛みつく前に、そう言ってくれればよかったのに」　

　レオンはピアノの前からゆっくりと立ち上がった。逞しい身体にぴったりと誂えられた上等なスーツが、ダウンライトの灯りに照らされて、しなやかな光つ沢やを放つ。

　切れ長の目をすっと細めて、和花菜をその瞳の中におさめると、ゆったりとした足取りで近づいてきた。

「だけど、そこも飼い主としては憎めないところだ」

　彼から注がれる視線が蔦のように纏わりついてくる。全身が絡め取られてしまいそうだ。

　和花菜はきゅっと唇を噛んで、顔を背けた。今夜、どんな辱めを受けようと、自分が選んだことだ。後悔はできないし、逃げ出すこともできない。　

「和花菜……。唇を噛んではいけない」

　二人の間の空気がじわりと熱を孕む。レオンの体温を感じとれるほど、すぐ目の前に立ち塞がった。

　薔薇をプレゼントしてくれた時のように、すぐそばに。

　純粋に嬉しかったあのときとは違う。彼はひどい男だ。もちろん、和花菜がこんな窮地に立たされたのは、兄のせいでもある。

　けれども、彼もお金で女性を買うような人なのだ。

　なのに、いまだに淡い恋心は消えてくれないらしい。

　毎日、その姿を見ることができただけでときめいてしまった心臓が、条件反射のように、とくんとひとつ、音を立てた。

　レオンが和花菜の頬を指先でそっとなぞってから、手のひらで覆う。

　彼は冷酷な人間のはず。なのに、あたたかな温もりがじんわりと沁み込んでくる。

　レオンの纏う空気の冷たさとは相あい反はんするような熱を感じたとき、頬にあてられた手が有無を言わせないとばかりに顔をくいと押し上げた。

「やっ……だめ……」

　強引な仕草にふるりと背中が戦慄いた。逃れようとしたのにあっけなく、捉えられる。

　長い睫毛を伏せがちにして、濃い金色の瞳が揺らめきながら近づいた。レオンの男らしい吐息が唇に吹きかかる。

　たぶん、キスをするつもりだ。

　それは、まるで長い夜の始まりを予感させるように、ゆっくりと近づいてきた。

　これを受け入れれば、きっと何かが変わってしまう。

　なのに、どうしてまるで彼を受け入れるように瞳を閉じてしまうの？

　触れ合うか触れ合わないかの距離で、レオンがふっと吐息を漏らして微笑んだ。すぐにしっとりと熱を帯びたものが重ね合わさると、身体がじぃんと甘く小さく震える。

　冷たそうな唇は、触れられれば思いのほか熱くて柔らかくて、気持ちよさまで感じてしまうほどだ。

「だめとは言わせないよ。唇を開いてごらん。可愛がってあげるから」

　甘やかに囁かれた言葉は、まるで魔法を解く呪文のように、いとも簡単に閉じていた唇を開かせた。

　これまで自分がずっと守っていた禁断の扉を、レオンによってあっけなく開けられてしまったような気がした。

　ぬめりを帯びた熱いものが和花菜の舌先に触れる。迷いもなく舌が侵入してくると、シャンパンのぴりっとした味と残り香が口の中から鼻に抜け、くらりとする。

「ふっ、ん……っ」

　不思議な感覚が湧き上がってきた。それまでの戸惑いや不安を蕩かすような何か。

　レオンの舌が、和花菜の口の中で甘さを誘うように揺れる。

　外国育ちだからだろうか。レオンは、まるで映画の中の恋人同士がするように、二度、三度と唇を離しては角度を変え、ちゅ、ちゅ、とリップ音を立てて吸いついてきた。

「そう、それでいい。最高のキスを教えてあげよう」

「んっ、レオ……」

　後頭部に逞しい手の感触がしてぐいと引き寄せられた。自分の体温よりも熱く感じられる舌がさらに奥深くに侵入して、和花菜の胸がドクンドクンとざわめきを増す。

　口の中で這い回り、吐息さえもきつく吸い込まれてしまう。すべてを味わい尽くされるような息もつけないキス。

　何も考えられず、レオンのなすがままになりそうで怖い。

　怖いのに、どうしてこんなに気持ちがいいの？

　彼を押しのけようと胸にあてた手は、逆に隆起したその逞しさにおののいた。

　──手を離さなければ。そう思うのにまるで磁石に引き寄せられたように離すことができない。

　頭がくらくらする。レオンの生々しい熱が、和花菜の舌を伝わって体の奥にまで流れ込んでくる。舌を何度も翻ひるがえされながら粘膜を擦るようなキスに、蕩けてしまいそうだ。

　いつからか甘さを伴う熱に、このままでは、理性がはぎとられてしまう。

　なのに、いけない何かが目覚めたような、ぞくぞくした感覚が生まれてきた。

　レオンの肉厚な唇からもたらされる濃厚なキスは、甘美でいて背徳の味がする。

「和花菜の口は甘い蜜のようだな……」

　レオンも思いのほか、和花菜とのキスに耽っているようだ。何度も唇を離しては重ね、ちゅ、ちゅと蜜音を立てながら、淫らなダンスを踊るように、和花菜を夜景の広がる窓際に追い詰めていく。

「んッ……んぅ……れお……」

　時折重なり合う腰が、和花菜の知らない男の逞しさを伝えてくる。

　レオンの手がわき腹に沿ってじわじわと這い上り、布越しに和花菜の形のいい胸のふくらみを覆ってきた。こんもりと盛り上がったふくらみをすっぽりと包む大きな手。

　触れた手から、甘い快感が全身に広がっていく。　

「んっ、やぁっ……」

　和花菜は、びくりと震えて逃れるように首を仰け反らせた。だがそれがまずかった。レオンの舌が、新しいご馳走を見つけたかのように露になった喉元を辿る。

「嫌がっているようには見えないよ」

　男らしい手で乳房を揉みしだかれてはじめて、自分の胸がこんなにもぷっくりと盛り上がり、重たげに丸みを帯びていることに気が付いた。男に愉しみを与えるように柔らかく形を変える。

　ブラ越しに指の腹で乳首を捏ねるように刺激されれば、よく分からない切ない熱が下腹部にじんと灯りだす。

　怖い。未知の感覚が溢れて、自分が自分でなくなってしまう。親指の腹で先端を押し潰されれば、快感がぶわりと膨れ上がる。

「やぁ、あ、あ……、だめ……、だめ。レオン、やめてっ！」

　甘い誘惑から逃れるように、レオンから身体を引きはがして一歩下がった。

　背中にひやりと冷たいガラスの窓の感触が触れる。

　これ以上は、もう逃げ場がない。

「こ、今夜、私に、何をするつもりなの？」

　レオンはその問いに、愚問だと言いたげに口元をふっと緩めた。

　一瞬、罠にかかった獲物を憐れむような色をその瞳に浮かべた後、一歩、足を前に踏み出す。レオンの逞しい体躯が見下ろすように覆いかぶさってきた。

　星屑をちりばめたような夜景の広がる窓に両手をついて、和花菜をその腕の中に捉え込む。

　その姿は、この世の煌めきも和花菜も、全て自分のものだと言わんばかりだ。

「知りたい？」

　レオンが妖しい光を灯しながら、ふわりと瞳を揺らめかせた。

　──聞いてはだめ。

　心が警鐘を鳴らす。甘い声で、邪悪な何かを伝えてくる美しい悪魔のようだ。

　ひとたびその言葉を聞いてしまえば、悪魔の虜になってしまう。

　そう思うのに、耳を塞ぐことさえできない。

　くらくらするような彼の香りがすぐそばに迫る。

　まるで恋人にするように耳元に唇を寄せ、どこか淫らさを纏ったハスキーな低音で囁いた。

「──セックス、だよ。そのために君を落札したのだから」





＊……＊……＊






　和花菜は首筋にまで吹きかかる熱い吐息を感じ、緊張で肌がじっとりと汗を含んだ。

　一瞬にしてレオンと自分をつなぐ空気が猥みだらな色を纏う。

　いつもはその存在を気にしていない胸のふくらみが、レオンを誘っているように盛り上がっている気がして、背をぴったりとガラス窓に押しつける。

　それでも、レオンとの距離は一ミリぐらいしか縮まっていない。

　（──セックス、だよ）

　それが男女の交わりであるということは知っている。でも和花菜は知らない──。それがどんな風に自分を変えるのか。

　どくんどくんと、心臓が勝手に大きな音を立て始めた。

　──怖がっちゃだめ。こうなることは分かっていたはずよ。買われたとはいえ、自分が選んだことなのよ。未経験の私と違い、レオンは、経験豊富そうな男性だ。

　きっと優しくしてくれるはず……。

　そう考えた自分に、唖然とした。

　ああ、私ったらなんてことを考えているの。

　心のどこかで、甘いひとときを期待している自分が怖い。ずっとレオンに憧れを抱いていた心は、素直に反応してしまう。

　胸の奥に残る甘い気持ちに引き摺られて、今夜、自分の知らない何かを曝あばき立てられてしまいそうだ。まるで自分の心が見えなくなっている。

「怖がることはない。天国を見せてあげるよ」

「て、天国……？」

「そう、二人で、一緒にね」

　レオンは極上の笑みを向けながら、和花菜を見下ろした。

　長い睫毛に縁どられた、温もりのある琥珀みたいな色の瞳。

　──だめ。惑わされてはいけない。

　気を抜けば、滲み出そうになる淡い恋心に蓋をするように、ぎゅっと目を閉じた。

　甘い予感を感じさせる瞳の裏にあるのは腹黒い思惑だ。

　私を金で買って、欲望の処理の相手をさせようとしているのだから。

　もちろん、このホテルに向かう車の中でも、レオンの目的は一つしかないと思っていた。

　連れてこられたときから覚悟はできていたはずだ。

　──これから淫らなことをされてしまう。

　恋や愛などとは関係なく、ただレオンの欲望の捌け口になるのだ。

　それでも、和花菜に抵抗する術はない。

　そんな和花菜の心の内を見透かすようにレオンが苦笑する。

「大人しく抱かれる気になった？　もちろんおかしな性癖などないから安心していいよ。ただし──」

　レオンの唇が近づいて、すべすべした頬の輪郭をなぞるように滑る。

「僕は濃厚なセックスが好きだからそのつもりで」

「──っ」

　上等なジャケットを脱ぐとぱっとグランドピアノの上に放った。ネクタイを片手でクイっと緩める仕草に、どきんとする。

  ベストとシャツだけになると、彼の逞しさがいっそう際立った。

　スーツのジャケットの中には、しなやかでいて、敏捷そうな体躯が潜んでいた。

　逃げられるはずなどない。

「僕は君に選択肢を与えた。僕に買われるか、買われないか。そして君は買われることを選んだ。今さら後悔しても遅いよ」

「──っ、後悔なんて、していません」

　和花菜は精いっぱいの虚勢を張る。レオンが言ったように自分で選んだことだ。無理やり、じゃない。これは自分の意思だ。せめてもの矜持は保ちたい。

「ならよかった。聞き分けのいい仔猫は好きだよ」

　その言葉にレオンは満足したようだ。

　レオンの指先が伸びてきて、和花菜の頬を撫でる。思いのほか気持ちがよくて、漏れ出た吐息が震えている。触れられたところに切ない熱が灯って、やるせない。

　無意識に、引き結んでいた唇をそっと開いた。さきほどのキスの名残で、唇が潤んでぽってりと膨れているのが分かる。

　するとレオンの視線が和花菜の口元をなぞるように絡みついてきた。

「……思ったより、たちが悪い」

　なぜか美しい眉間に皺が寄る。呟かれた言葉の意味がよく分からない。

　何か気に障ってしまったの？

　聞き返そうとする間もなく、レオンは和花菜のワンピースのファスナーをひと思いに引き下げた。

　足元に、パサっと音を立ててワンピースが花びらのように散る。

「あっ……」

　反射的にレオンの視線から隠すように、両手で胸元を抱え込んだ。薄い下着だけの無防備な姿に、心もとなくなる。

「隠すことなどない。東洋人の肌は、陶器のようだというのは本当だな。いや、和花菜だからかな？　純白の花びらのようになめらかだ。触れてみたくなる」

　胸を隠すように覆っていた腕に指が触れ、そっと解く。

「なによりも……」

　レオンの顔が近づいてきた。その長い睫毛に、ついうっとりと見とれてしまう。

「……どんな味がするのか確かめたい」

「ひゃ……」

　ハスキーな声が喉元から伝わってきた。首筋のくぼみ、そして胸のふくらみの際きわをなぞるように、口づけを落としていく。ちゅ、ちゅ、という唇から奏でられる淫らな音と、乳房を押し付けられるような感触に、腰から下がじくりと疼き出す。

「んっ……」

　背中を彷徨っていた手が、前に回りブラの下から侵入した。

　男らしい節くれだった手が無遠慮にふくらみを包み込んできて、思いのほか大胆な仕草に、ぴくんと背が仰け反った。しかもブラの中の乳首はピンと尖ってしまっている。

　レオンは、和花菜の肌のきめ細かい感触や、丸い房の質感を愉しむように、やわりと揉みしだく。嫌悪を感じるかと思っていたのに、揉み込まれる感触が、どんどん熱を持って違う何かに変化していく。

　愛撫するように包まれれば、鼻から悩ましげな吐息が漏れそうになる。

　いつの間にかブラを外され、小ぶりなのにたっぷりとした二つの膨らみがぷるんと晒されてしまう。

「すごく可愛いよ。形も手触りもすごくいい、ほら……」

　それが嘘でないと分からせるように、レオンの指先が、白いまろみのある先端、色づく乳首の先にくりっとあてがわれた。

「ココ」

「やぁっ……」

「可愛い乳首も愛らしく尖っている」

　快楽の呼び水を与えられ、芽吹くように勃ち上がった薄桃色の蕾をレオンの指がきゅっと摘まむ。

「ふぁっ……んっ」

「ほら、こうすると気持ちが悦いだろう？」

　これまでに感じたことのない灼けつくような刺激が胸の先から生まれ、とうとう耐え切れずに、甘い声が漏れ出した。

「和花菜は、いい声で啼く」

　レオンは笑みを浮かべた唇で、やわらかく膨れた乳輪ごと、生温かい口に含み入れた。じんわりとした熱に包まれ、胸の先から蕩けてしまいそうになる。

　こんな感覚は知らない。男の人は自分の欲望を先に満たすものではないの？　どうしてこんなふうに私を弄ぶの？

　レオンの唾液に濡れた舌先が、和花菜の凝った胸の蕾を捉え、くりくりと揺さぶり、ねっとりと嬲なぶる。与えられる愛撫に腰が切なくもどかしく揺れ動き始めた。

「あ、ふぁ……っ、あぁんっ」

「──ん？　これが気に入った？　もっと？」

　その言葉に、思わず涙目になる。

　なんて馬鹿なのだろう。金で買われた男の愛撫に、甘く感じ入ってしまうなんて。

　レオンはもう一方の乳首の先もちゅっと吸い上げた。そこはまるで待ちわびていたように、つんと凝っていた。

　淫らに誘うような色に染まり、レオンに咥え込まれるのを今か今かと待っていたかのように。

　──恥ずかしい。

　羞恥でのぼせたように顔が火照る。レオンは目に笑みを浮かべながら、ぬるりとした舌先を器用に動かして、和花菜の乳首を吸い始めた。

　ちゅちゅ、と音を立て、こりこりと甘く弾かれ甘噛みされる。そうして今度は柔らかく口の中に咥えられ、強請るように背をしならせてしまう。

「やぁ、あ……、あ……、だめ、んっ……」

「こんなに乳首を硬くして、もっと可愛がって欲しいんだろう？　和花菜の身体は素直だね」

　レオンは両手で乳房を掬い上げた。

　ほんのりと色づき、そこだけぷっくりと膨らんだ乳輪。つんと尖る蕾をすべて呑み込むように、レオンの口内に深く咥え込まれていく。

「──やぁっ、あ、あ、あ、んぅっ──……」

　慣れない甘痛い刺激に、あられもない声が漏れる。レオンは含んだ乳首を、まるで飴玉を口の中で弄んで溶かすように舌先で転がし始めた。

「なんて愛らしい乳首だ。いつまでも舐めていたくなる。吸ったらどうかな」

「んっ、あぁ……吸っちゃ、や……っ」

「ああ…‥、乳輪はこの上なく柔らかいのに、可愛い乳首はコリコリして美味しいよ」

　小さな蕾を味わうように、何度も舐めしゃぶっては吸い上げる。

　──声にならない。

　レオンのいやらしい言葉がまるで媚薬のように甘さを運んで、なにも考えられなくなってくる。

　快感に震える和花菜をレオンは外からよく見えるように、窓辺にもたれさせた。都内でも有数の高さを誇るこのホテルのスイートは最上階にある。

　目の前に広がる夜景は、ほとんどのビルを眼下に見下ろしていた。他のビルから肉眼ではこのスイートを見ることは不可能だ。なのにレオンは、見られていることを意識しているようだった。

「いい子だから、今夜は逆らわないで。そうすればご褒美をあげよう」

　下肢に伸ばされた手が、和花菜らしい清楚なフリルの並ぶ白い下着に伸びる。まっすぐに閉じ合わさった割れ目に沿ってなぞり上げられた。

「分かる？　和花菜の花びらの綺麗な縦筋がくっきりと浮かび上がっているよ。こんなに美しい筋を見せられたら男はどうにかして開かせたくなるものだ」

　言い終わらないうちに、レオンの指が下着の中に忍び込んできた。

「中もほどよく湿っているね」

「あ、や、だめ、そこ……、んっ……」

　割れ目に沿って指が湿り気を帯びた茂みをゆっくりと掻き分けていく。

　胸を愛撫されるのとは全く違う。淫らで、甘くて、ざわざわする。

　和花菜は、ぎゅうっと目を瞑り、消えゆきそうな理性を必死に追う。なのにレオンの指先の熱さしか感じられなくなってしまう。

「ふ……。感じているんだね。可愛い襞がしっとりと濡れている。奥はぬるぬるだよ」

　レオンが低めた声で囁き、くちゅっと蜜を弾く音を立てた。

　だめなのに。初めてでこんな風に感じてしまうなんておかしい。

　なのに、レオンが秘めやかな場所に触れただけで、蜜口からとろりとした雫が溢れ出た。

　和花菜の反応に気をよくしたのか、レオンの喉が鳴る。

「んぁっ……」

「ほら、和花菜のいやらしい蜜がどんどん溢れてくる」

　耳朶に落ちたレオンの声に、ずくんと秘芯が疼く。

「飼い主冥利に尽きるよ」

　長い指が花襞のあわいに入ってきた。滑りの良くなった襞を掻き分けて、撫でるように行き来する。

　くちゅ、くちゅ、という淫いん猥わいな水音を立てて、レオンの指が楽しげに動く。

「和花菜のココは、柔らかくて最高だ。触れているだけで気持ちが悦いい。まるで綻んだばかりの薔薇の花びらのようだ」

「やっ、……お、ねがい。そこはっ……」

　レオンの瞳が色香を帯びて艶めいた。

「ここは、そうだな……。快楽の花園だよ」

　和花菜でさえもよく分からない秘めやかな部分。そこを無遠慮にもぬちゅぬちゅと指先で探られる感触に、震えながら息を詰めた。

　ぬめりを掬いながら上下になぞられると、蜜口がひくひくと蠢いて、和花菜は恥ずかしくてレオンの肩口にぎゅっと顔を押し付けた。レオンの香りに、頭がぽうっとする。もっと感じたいと思う気持ちが溢れてきた。指の腹がぬるぬる滑る感触に、ぞくぞくする。

「こんなに濡らして……。感じやすいね。とろっとろだよ」

「んっ……、れ、レオ……、なんだか、おかしいの……」

　我慢できない。お腹の奥が熱くなって、レオンの指の動きに合わせて腰が勝手にくねり出す。

　立っていられないほどの愉悦が腰からせり上がり、助けを求めるように、目の前のシャツを皺が付くほどぎゅっと握りしめる。

「いい子だ……、可愛い和花菜。僕の、初はつ……」

　レオンはその胸に和花菜をぎゅっと抱きしめる。そのせいで彼が最後に呟いた言葉が聞き取れなかった。

　彼の男らしい匂いに包まれると、なぜか懐かしさのようなものを感じて戸惑う。

　どうしてこんなに私を優しく抱きしめるの？　

　いいえ、彼はただ愛玩動物を気まぐれに抱きしめただけ。

　それでも、レオンの腕の中で、和花菜は甘い抱擁に蕩けそうになる。レオンの熱い体温を感じ、もっと包まれていたいと思ってしまう。

　こんな感情を持つのは間違っている。

　和花菜は気を抜くと、どんどん溢れそうになる恋心を想いとどませるように、きゅっと唇を噛みしめた。

「──だめっ、お願い、離して……っ」

　レオンはお金で私を買ったのよ。恋するなんて馬鹿げてる。

　できることなら、もとの花屋の私に戻してほしい。自分には似つかわしくないゴージャスなスイートで、初めてを捧げる相手は、私をオークションで買った男なのだ。

「だめだ」

　それまで甘さを帯びていたレオンの声が、すっと氷のように冷たくなる。

「わ、私は経験がないから、あなたに満足をあげられない。だから……」

「なおさら都合がいい。よその家で飼われていた猫は躾しつけづらいものだ。経験がない方が僕好みに調教できる」

　有無は言わせないとばかりに、レオンは和花菜の両手首を掴み上げた。頭の上でひとまとめにすると、ほっそりした脚を自身の太腿で強引に割り、下着ショーツのクロッチ部分を捲って秘部を露にする。

　まるで花びらをもぎ取られて、雌め蕊しべだけにされてしまった花のよう。

　抵抗など何の意味もない。レオンの支配欲を煽あおっただけだ。

　蜜口に触れた指先が滴るほどの蜜を掬う。

　たまらなく羞恥を感じているのに、触れられる指先から、快感が甘さを伴って浸潤する。

「んっ……、やっ、動いちゃ、だめ……んっ」

　たった指先一つ。

　それを気まぐれに動かしただけで、ありえないほどの快楽を送り込むレオンの存在が怖いくらいだ。

「こんなに滴らせて。調教しがいがありそうだ」

　レオンは割れ目に沿うようにくにゅりと指を差し込んできた。閉じかけた花びらをまたほぐすようにゆっくりと往復させると、今度はいやというほど襞を押し広げて、和花菜の無垢なクリトリスを剥き出しにする。

「ああっ……」

　──いやっ、恥ずかしい。

　無防備になった雌芯がひくりと震えた。

「なんて愛らしい。桃の蕾のような色だ。それにどうやら膨れているよ」

　レオンの指がぷっくりと膨れた淫芽を見つけると、蜜を纏わせながら愛でるようにその形をなぞる。

「ふぁぁ……っ、や、あ、あ……、そこ、だめっ……んぅ──っ」

　はじめて男に触れられた。自分でも触れたことのない秘めやかな花芯。

「和花菜のクリトリス、貝の中に埋もれた真珠のようだね。可愛い形をしている、ほら、分かる？」

　おかしくなる──。

　クリトリスの形なんて知らない。そこにあることさえ意識したことはない。なのにレオンは自分のいやらしい芽の膨らみを分からせるようにゆっくりとその輪郭をなぞる。まるでなめらかな真珠を転がすように。

「やぁっ……、ふぁっ……、んんっ……」

「ああ、小さくて可愛い。指を動かすたびにくりくりして、ずっと捏ね回したい」

　指でくにゅくにゅと優しく捏ね回されては、甘い痺れが止まらない。今までとは違う、脳芯を直撃するような強烈な快楽。あまりの気持ちよさにどうにかなってしまいそうだ。手首は頭上でまとめられ、和花菜はまるで淫らな操り人形のように腰を揺らめかせる。

「ほら、茱ぐ萸みのようにどんどん膨れてきた。もっと奥も感じさせてあげよう」

　和花菜がぎゅっと足を閉じようとするのを阻み、レオンは片方の足の膝裏を軽々と持ち上げた。

「やぁっ……」

　花唇がぱくりと開き、ひんやりした空気に触れる。無防備になった秘所から、誘うようにとろりと蜜が生まれて、腿に滴った。

　──どうして？　なんでこんなに感じてしまうの？

「こんなにたくさん、とろとろの蜜が滴ってるよ。和花菜のココは素直で可愛い」

「ああっ……！　やめてっ……」

　長い指が、つぷりと音を立てて、和花菜の無垢な隘路に侵入する。その途端、反射的にきゅっとお尻が引き締まった。意図せずレオンの指を咥え込んでしまっている。

　男の指を自分が締め付けている。その事実を信じたくはないのに、肉襞がきゅうっと締め付けて埋め込まれた指の感覚をありありと伝えてくる。

「なんてことだ。すごく締まる。指一本でもこんなにきつい。経験がない、というのは本当のようだね」

　無垢な媚肉に淫らなことを教え込むようにレオンの指が蠢いた。淫猥にゆっくりと焦らすような仕草で、節くれだった長い指が媚肉の奥に入り込んでいく。

「あ、あっ……、はぁっ……」

　ひどくもどかしい。レオンが指を増やし、ぬちぬちと音を立てながら、ゆっくりと抜き差しを繰り返した。

　出して、抜いて。出して、抜いて。

　その動きが何を表しているのか分かっている。セックスと同じ動きだ。これから指ではなく、レオンの男性自身で同じようにされるのだ。

　怖いと思う。なのに、身体からどうしようもない甘い熱がせり上がる。

「んっ……、レオ、レオ、お願い……」

　漏れ出た声が、甘くねだるような声音に変わっている。それすらも和花菜は気づいていなかった。指がちゅぽちゅぽと淫らな音を立て抜き差しされるたび、和花菜のお尻がぴくぴくと震えてしまう。

「ほぐれてきたよ。媚肉が嬉しそうに蠢いている。ここが悦いのかな」

「ああんっ……、いや、そこ、突かないで。変になっちゃう……」

　達しそうで、でもそこまで辿り着けない。

　身悶えするような懊おう悩のうに脳が侵され、なにも考えられずにただ、腰がのたうってしまう。

　気持よさと甘苦しさがない交ぜになる。

「可哀そうに。ナカでイくのはまだ無理のようだね」

　レオンの声に泣きそうになった。早く、解放してほしい。

　和花菜が助けを求めるようにレオンの胸にぎゅっと顔を埋めると、レオンが力強く抱き返してくれたような気がした。

「一度、イくと楽になる」

　中指を深く隘路に差し込んだまま、親指で蜜を掬い、ぷっくりと膨らんだ快楽の芽をくちゅくちゅと弄んだ。瞬時に花芯の奥がじぃんと甘く疼く。敏感になった秘玉を巧みに弄ばれては未熟な身体はひとたまりもない。

　どこからか湧き上がってくる、ぞわぞわとした甘い感覚。すぐに全身がぞくぞくと蠢動した。脳芯に快楽の波が押し寄せ、そのうねりがぐんと大きくなる。

「やぁ──っ、んっ、そこ、だめ……なの、あぁっ……」

　はしたなく声を上げ、尻ををびくん、びくんと揺らしてしまう。

　中と外からぐちゅぐちゅと掻き回される甘い責めに、身体が追い付かない。ただレオンのシャツにしがみつくのがやっとだ。

「和花菜、我慢しようとしちゃだめだ。ほぅら、気持ちいいだろう」

「んっ、レオン、レオンっ、怖いっ……」

「怖くなどないよ、天国に行ける。さぁ」

　くにゅ、くにゅと花芯をいやらしく弄ばれるたび、嬌声が漏れる。

　甘い疼きが全身の肌という肌をこれでもかというほど、這い回る。

　こんなにいやらしく、淫らに感じてしまう自分が恥ずかしい。なのにレオンから与えられる快楽を欲している自分もいる。

　放心してしまいそう。だめ、だめ……。

　快楽以外、何も考えられなくなりそうな自分を必死に食い止めようとする。

　だが、それもむなしい抵抗だった。

「悪い子だ。和花菜が理性と闘っているのがよく分かる。理性なんて捨てて快感に悶えればいい」

　ぬるっと指を引き抜かれた瞬間、ぷっくりと膨らんだ秘玉をくにゅりと捏ねられ、さらには根元をきゅっと摘ままれて熟れた秘芯ごと揺さぶられた。

「ひっ、ひゃぁぁぁぁ──……っ」

　熱く痺れるようなうねりが脳芯にまで駆け抜けた。自分の身体がまるで閃光を放ったかのように弾けて、真っ白になる。雲の上に舞い上がってしまったような感覚だ。

「──いい子だ。初めてイった気分はどう？」

　含み笑いながら、崩れ落ちそうになるのをレオンが力強く抱きしめた。

　何かどうなったのかさえ分からない。あまりの快楽のすさまじさに、全身がびくびくと小刻みに波打っている。

　和花菜は堪えきれずに啜り泣きを漏らした。

「う……ひっく……わ、わたし……」

「泣くほど気持ちよかった？　天国を見れただろう？」

「～～～～っ」

　恥ずかしくて、やるせなくて、答える代わりにレオンの胸にぎゅっと顔を埋めた。和花菜の脆もろい抵抗など、経験豊富なレオンには、造作もないことだ。目も眩むような愉悦に、痴態を晒してしまったことが恥ずかしい。なのに、レオンの腕の中で絶頂に達してしまったことに、悦びを感じている。

　──きっとおかしくなってしまったんだ。

　初めての快楽の波をあやすように、レオンが満足げに和花菜の背中をよしよしと撫でた。

　和花菜は、ゆるゆると絶頂の波が引いていくのを感じながら、ほっとしていっときレオンのあたたかな温もりに甘えるように身を任せた。

　もしかして、これでやめてくれるのだろうか？

　経験のない私をここまで辱めたのだもの。きっと、レオンも今夜はこれで解放してくれるかもしれない。

　なのにレオンの言葉が無情にも降ってきた。

「まだ終わりじゃないよ。これからたっぷりと、僕も味わわせてもらう」

　レオンは、シュルっという音を立ててネクタイを引き抜き、首元のシャツのボタンを開けた。和花菜が痴態を見せている間も、彼が服を着たままだったという事実に驚かされる。

「僕も昂ってきたからね。ほら、今度は僕に触ってごらん」

「あっ、やっ……」

　レオンは和花菜の手を取ると、スラックスの中に潜む昂ぶりに布の上から触れさせた。

　なめらかな布の下で、ひときわ熱くて盛り上がっているものに指先が触れる。

　女性のやわらかな身体のどこにもない逞しい感触。そこだけ鋼はがねでできた棒のように硬い。ぴったりと誂えたスラックスがはち切れそうなほど膨れている。

　男性経験のない和花菜でも分かる。

　興奮した雄の形だ。

「分かるだろう？　僕も硬くなってる」

　レオンが、その昂ぶりを太い肉筒に沿って布の上からなぞらせた。

　丸みを帯びた先端が、スラックスのポケットから、ゆうにはみ出てしまいそうなほど、長い。

「じかに触ってごらん」

　レオンがファスナーを下ろして、昂ぶりを取り出した。

　狭苦しい場所から解放されたそれは、勢いよくぶるんと飛び出し、まっすぐにそそり勃つ。

「──っ」

　初めて見る存在感のある屹立に、息を呑んで手を引っ込める。

　弟がいたから小さな男の子のものは見たことがある。でも成熟した男性の、しかも昂った陰茎を見るのは初めてだった。

　レオンの表に出ている肌色とは違う、赤黒く隆起した淫靡な形。片手では包み込めないほどの太く長い幹は、根元から亀頭のくびれまで逞しい筋がまっすぐに伸びている。

　和花菜はゴクリと唾を飲み込んだ。

　なんて淫らな形をしているのだろう。先端は張りがありぴんと傘が張って漲っている。

　たちまち身体に熱が灯って、鼓動が逸はやる。見てはいけないものを見てしまったような気持ちになるのに目が釘付けにされてしまう。禍々しいのにどこか淫猥な美しさがある。

「その様子だと、男の昂ぶりを見るのも初めてのようだね？　君に見られるとよけいに興奮する」

　レオンの色香の漂った声音に、あられもない部分がぞくんとする。怖くなって一歩後ずさると、レオンが艶やかに口元を綻ばせた。

「和花菜、飼い主を喜ばせることも君の仕事だよ」

「──よ、喜ばせる？」

　和花菜は瞳を戸惑わせる。

「初心なところも可愛い。躾のしがいがあるよ。さぁ、跪いてこれを舐めてごらん」

「──っ、舐め、あっ」

　レオンが和花菜の肩を強引に押し下げる。

　あっけなく跪かされると、すぐ目の前に、レオンの卑ひ猥わいな雄の徴しるしが否応なく目に入る。ほのかに鼻につくのは、雌を惹きつけるフェロモンのような、どこか動物的な香りだ。

　昂った陰茎を目の前に呆然として固まったままの和花菜を見て、レオンが苦笑する。

「無垢なお姫様は、男を喜ばせる術を知らないらしい。ほら、こうやって先端を押さえて裏側の根元から上に向かって舐めてごらん」

「あっ……」

　レオンに掴まれた手は、昂った亀頭の上から包むように押し当てられた。長さがあるため、スラックスのベルトをゆうに飛び越え腹についてしまいそうだ。赤黒く張り詰めた亀頭は、和花菜の手のひらからはみ出すほどの大きさと重さがあり、どくどく、とまるでそれが淫らな生き物のように脈動している。禍々しいのに、思いのほかなめらかな感触で、張りのある傘が雄にしかない淫らな形を伝えてくる。

「いいぞ。そのまま根元に舌を這わせて」

　レオンが掠れた声で言った。

　和花菜はごくりと唾液を飲み込んだ。これからきっと、自分はこうやってレオンを悦ばせることが仕事になるのだろう。なのに、不思議といやな感じはしなかった。

　和花菜は素直に、言われたまま、肉竿に顔を近づける。レオンの雄の香りが鼻を突き抜けるのに、一瞬、眩くらめきながらも、震える舌をそっと根元にあてがった。

「……はっ」

　レオンの肉茎がびくんと震えた。よく分からないまま、舌を出してぺったりと肉幹にあてがう。表面はまるで絹のようになめらかなのに、薄皮の下には紛れもなく男だけに与えられた独特の硬さがある。

　ゆっくりと舌で這い上るとそこには自分の手の中で息づく傘の張った膨らみがあった。

　するとレオンが和花菜の手のひらを解放させた。重たげな亀頭の先からは透明な雫が溢れていて、和花菜は導かれるように逞しい雄の先端に唇をあてがってから、すっぽりと口内に含み入れる。

　レオンのどこよりも熱くて、大きくて、弾力があるもの。ちょうどくびれの部分までを含んだだけで口の中が一杯になった。

　唾液と混じったほろ苦い雄の味。和花菜の脳芯を淫らに塗り替えていく。

「ああ……。和花菜の口の中が温かくて柔らかで気持ちがいいよ」

　レオンは、ゆっくりと浅く亀頭を前後させた。まるで和花菜の口に馴らすようにじっくりと。

　ちゅぽっと音を立てて肉棒が口の中から外れると、亀頭の先端から口元につぅっと銀の糸が引く。唇の端からも、露がたらりと艶めかしく零れ落ちていく。

「……いい眺めだ。和花菜を一目見たときから、こうさせたかった」

　まさかそんなこと……。薔薇を贈られたあの日、そんな卑猥なことを思っていただなんて考えたくない。嫌悪すべきなのに、レオンが瞳をやわらげて、和花菜の頭をそうっと包むように優しく撫でる。何気ない仕草に、どきんとして心の中に押し込めていた恋心がぶり返してしまう。

　レオンが自身で根元を握り、もう一度、というように先端を和花菜の柔らかな唇に当てがった。

「何度か口に含んでごらん。吸ったり、舌で裏筋を舐めたりすると男は気持ちがよくなる」

「う、裏筋？」

　それがどこかよく分からない。

「なんだかフェラチオのレッスンのようだな。でも何も知らない和花菜に教え込むのも楽しい。──ここだよ」

　レオンは口元を綻ばせながら、指でその部分をそっと指した。雁首のくびれの裏側が、筋のように合わさっている。他の部分は雄々しいのに、そこだけなぜか繊細で、淫靡に感じてしまう。

　ここを舐めるとレオンも気持ちがよくなるの……？

　思わずそう聞いてしまいそうになる。

　そんなことを聞いて何になるというの？　喜ばせたいような気持が湧き上がるなんておかしい。レオンは軽蔑すべき男なのに。

　それでも和花菜は素直に跪いて熱い肉棒を口の中に含んだ。レオンの雄茎を咥えていると思うと、とてつもなく自分が淫らになった気がする。

　とはいえ、慣れない和花菜は逞しい屹立の先端を含んだだけで口の中が一杯になってそれ以上含み入れることができない。拙いと分かっていながらも、教えられた裏筋を舌先でちろちろと舐めると、レオンの腹がぴくんと痙攣した。

「──はっ」

　口の中のものがいっそう熱を孕んで硬くなった気がする。

  和花菜は口に含みながら頬をすぼめて吸ってみた。そっと上を見上げてレオンを窺ってみると、その色香にぞくっとした。

　レオンの緩んで少し開いた肉厚な唇。ほんの少し息を乱しているだけなのに、うっすらと目を閉じた表情は、これまでに見たことのない男の色香を纏っていて、あきらかに和花菜の愛撫に感じていると分かる。

　表情一つ変えずに、さんざん和花菜を翻弄したレオンを感じさせたことに妙に満足感が湧く。とたんにレオンに仕返しをしたい気持ちになった。

　自分から逞しい太腿に手を当てて、不安定な躰を支える。レオンの男性自身をよりいっそう愛撫しやすい格好になると、和花菜は思い切ってぐっと深く陰茎を呑み込んだ。
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　レオンは、自分から言い出したとはいえ、昂った切っ先を和花菜の口に含まれて、一瞬、自分が何のために和花菜にフェラチオを要求したのか忘れ、腰が砕けそうなほどの陶酔に包まれた。

　本来なら、ようやく会えた和花菜をトップクラスのスイートとはいえ、ホテルでなど抱きたくはなかった。静かな海の側の別荘にでも行き、二人きりで愛し合いたい。思い切り甘やかして蕩けさせたかった。

　なのに自分は、まるで和花菜を娼婦のように扱っている。

　無垢な和花菜に口淫フェラチオを要求するなど、なんて最低な男なんだと心の中で思い切り毒づく。なのに身体はぎこちない和花菜の愛撫に、こんなにも昂って、がちがちに漲ってしまっている。

　小さな可愛い舌が、雄幹の先端を這い回るたびに腹の底から射精感が込み上げてくる。

　もし和花菜が初めてではなく、二、三回でもフェラチオの経験があれば持ちこたえられずにとっくに射精だしてしまっていただろう。

「いい子だ。もっと続けてごらん」

　心にもない言葉を吐く。今でさえ、すぐにも弾けてしまいそうだというのに。やせ我慢とは、こういうことを言うのだろうか。

　それにしても、和花菜はどうしたんだ？

　ほんの数分前までは、立場がまるきり逆だった。ついさっきまで、口淫に及び腰だった和花菜の変化にぎょっとする。

　下半身からそそり立つ肉棒を前に怯んだのも一瞬で、自ら深く咥え込んで愛撫を始めている。

　ご褒美を待つ白い猫のように跪いている姿は、艶めかしくて煽情的だ。小ぶりなお尻を可愛く突き出して一生懸命に咥え込んでいる。

　レオンは心の中で舌打ちした。これ以上なく、和花菜が自分を煽っていることに気が付いてないのが厄介だ。

　今夜は、いわばショータイムだ。じっくり時間をかけて、落札した商品を堪能したことを知らしめないといけない。そうしなければ、疑いをもたれてしまう……。

「……っ、わかな……」

　自分の心の内など、何も知らない和花菜の小さな舌が、肉棒の切っ先に甘く絡みついて気持ちがいい。

　レオンの腰骨にぞくりと快感が走る。

　それでもレオンは歯を食いしばった。自分がオークションで落札した商品を弄んで愉しんでいることを証明しなければ。

　小さな頃に出会った純真な少女。泣き虫なのに、笑うと僕の心を幸せで満たしてくれた。

　あの心優しい少女にずっと笑っていてほしい。そのためなら冷酷で非情だと思われても構わない。

　ただ、ひとつだけ、レオンはこの上ない喜びを感じていた。

　それは和花菜が無垢だったこと。今夜自分が和花菜にとって初めての男になれるということだった。
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　和花菜は、レオンが零した艶っぽいため息に、胸の奥が甘く震えた。

　熱く膨れた亀頭を含み、苦しくなるまで喉の奥に入れてみる。そうして、雁首のくびれまで引き出すと、生々しい雄の形をじかに感じて、なんだかぞくぞくした。

　上目づかいで見ると、レオンの熱い瞳が心なしか潤んでいるように見える。

　仕返しをするつもりが、いつのまにかレオンを気持ちよくしたいという思いにすり替わった。

　和花菜は、レオンから教わったように、また太長い棒の裏側を根元から舐め上げた。熱を帯びた硬い幹が、和花菜の唾液でてらてらと光り、いっそう淫靡に張り詰めた気がする。

　先端に達すると、傘の張った亀頭の形をなぞるように舌先でぐるりと円を描いてみた。

　舌で絡めるように亀頭を舐めしゃぶってみる。

「──っ、悪い子だ。悪戯をしかける仔猫には、お仕置きが必要だ」

「な、なにを……、あんっ」

　ふいにレオンが和花菜を性急に立ち上がらせて、後ろを向かせた。

「窓に手をついて」

　華奢な手を取られ、強引に手をつかされる。

　ガラス窓の外は、はるか遠くまで夜景が広がっていた。街の灯りが澄み渡る夜空の下に、宝石をちりばめたように輝いている。束の間、その美しさに見惚れてしまう。

「いい眺めだ」

「きゃっ……」

　すぐに現実に引き戻される。

　レオンが和花菜の腰をグイと引いた。背後から躰を押し付けるようにぴったりと覆いかぶさってくる。

「和花菜、僕を感じてごらん」

　耳を撫でるような声に怯む間もなく、閉じた足の間に太長いものが入ってきた。

　それがレオンの陰茎だと分かると、ぞわりとする。

　たった今、和花菜が舌で弄んだそれは、ぬちゅ、と卑猥な音を立てて足のあわいに侵入してきた。まるで邪悪な蛇のようだ。

　秘裂を割りながら、浅瀬を這うようにぬるぬると滑っていく。

「ほら、分かる？　和花菜のいやらしい花びらの中で、ますます硬く勃起してる」

「やぁっ、こんな……、やめて……」

　ぬぷっと卑猥な音が立ち、和花菜の背がびくんとしなる。

　未知の感触が理性を掻き分けるように泥濘ぬかるみを進んでいく。

　腰を逃にがそうとしても、逞しい身体に覆いかぶさられては、逃げようがない。

「ほら、和花菜の花びらが嬉しそうに包み込んできた。たっぷり感じさせてあげよう」

「あ、あ……、やめ……、んっ」

　レオンが腰を艶かしく動かしながら、逞しい肉棒で花びらを撫でた。

　蜜で溢れた花唇のあわいをゆるゆると動かされ、和花菜は我慢できずに背を弓なりにしならせた。

　硬くて、熱くて、どうにかなってしまいそう──。

　傘の開いた先端が、和花菜の敏感な花芽を抉るように突き上げる。イく、という感覚を覚えたばかりの蕾は、みっしりとした熱い亀頭に押し潰されてはひとたまりもなかった。

「やぁ──っ、い、いっちゃ……」

「いい子だ、イってごらん」

　ぬちゅりと卑猥な音を立てて、熱い肉棒が花芯を突いた。

「ひぁぁ、あぁぁぁ──っ」

　全身に甘い波が押し寄せてきて、瞼の裏が真っ白に染まる。　

　レオンの雄幹を花びらの中にきゅっと咥え込んだまま、ひくひくとお尻が戦慄いて達してしまう。

「くっ、和花菜、いやらしいな。君の花びらがうねってもっと欲しがってる」

　そそり立った陰茎をいったん抜くと、さらにぬめった淫唇に深く擦りつけてきた。レオンが深く腰を突くと、膨れた亀頭の先が花びらの先端からぬぷっと押し出される。

「あぅん……」

　卑猥な感触に感じ入ってしまう。

　これ以上の快楽を与えられては、正気を保っていられない。

「あ、だめ、レオン、も……、だめなの、おかしくなっちゃう……、それ、だめぇ」

　なのに媚肉がレオンの肉棒を離すまいと、生き物のようにひくひくと蠢く。だらしなく蜜がたらたらと溢れて、花弁から飛び出たレオンの肉棒の先端からも、滴っている。

「こんなにとろとろにさせて。気持ちいいんだろう。今からこれが和花菜のナカに挿は入いるんだよ」

　覆いかぶさられた逞しい体躯から発散される雄の匂いにくらくらする。

　和花菜の耳元で鼓膜に響くように囁かれ、淫らな期待に、秘玉がじくんと痺れた。

「ほら、挿いれるよ。力を抜いて」

　華奢な腰をぐいと掴まれ、丸い尻をこれ以上なく突き出される格好にさせられてしまう。

　涙目で見ると、ガラス窓に二人の姿が映っていた。まるで和花菜の方が欲しがっているような格好に、恥ずかしい場所がひくりと戦慄く。

「レオン、いやぁ、許して……」

　レオンに尻肉を開かれた。滴り落ちた蜜が腿を伝う。

「綺麗だ。うっすらと赤く染まって僕を誘ってる。観念して僕のものになるんだ」

　猛った根元を握り、レオンが露になった蜜口に、ぬぷりと熱い肉塊をあてがった。

「――このまま、ナマで挿いれるよ。なんの隔たりもない、僕を感じてごらん」

「あっ、あぁ、やめて、そのまま、しないで……」

　生々しい感触とその圧迫感に腰が慄おののく。彼の侵入を阻もうと、お尻をいやいやと揺らしたが逆効果だった。まるで待ちきれないと言わんばかりに、猛った屹立を蜜口が呑み込もうとしている。

「ふ、躰は正直だ。欲しくて堪らなさそうだよ」

　レオンの熱い吐息を耳元で感じる。

　腰をぐぃっと突かれた瞬間、蜜口がぐぷっと音を立てて、膨れた先端を呑み込んだ。

「ひぁ……、あ……、あ……」

　みっしりとした灼けるような圧迫感に、和花菜のナカがきゅんと締まる。するとレオンの卑猥な造形をありありと感じてしまう。

「あ……、だ、だめ。お、奥に入っちゃう……」

「奥に挿いれてるんだよ。ほら、嬉しそうに呑み込んでる」

　艶めいて熱を帯びた声が、甘く響く。

　エラの張った切っ先で蜜口を難なく押し開き、雄槍がゆっくりと未通の隘路を暴くように押し進んだ。

　初心うぶな蜜洞が、みちみちと獰猛な楔に侵されていく。

「あ、む、むり……、これ以上は……」

　躰の内側が燃えるように熱い。お腹の中が、太い熱杭で灼かれてしまいそうだ。

　和花菜が助けを求めるように窓にしがみつくと、もうその先に逃げ場はなかった。

　まるでガラス窓に蝶の標本を貼り付けるように、長い楔を、じわじわと、確実に和花菜の身体に埋め込んでいく。

「く……、狭いな。押し出されてしまいそうだ。力を抜いて」

「や……、こんな……、おっきい。だめ、これ以上、挿いれないで……」

「挿いれないと、……射精だせないだろう？」

　今さら何を言うのかと、レオンが艶めいた声で低く笑う。

　拒もうとしたけれど聞き入れられなかった。有無を言わさぬ挿入に、全身の皮膚がぞわりと総毛立つ。

「和花菜、まだ分からないようだね。君は僕が買ったんだよ。だから僕の好きにさせてもらう」

「ひぁ、ああっ……！」

　ぐぃっと腰を突き上げられた瞬間、びりびりとした刺激が駆け抜けた。太く長い竿を根元まで埋め込まれ、息が止まりそうになる。

　灼けるような痛みに目尻から涙が零れた。

　彼のものが奥にまで入っている。

　──処女を捧げてしまった。お金と引き換えに。それが悲しい。レオンとお金で結ばれたのが悲しいのだ。　

「ああ、すごい。ナカが嬉しそうにうねってるのが分かる。僕をぎゅっと締め付けて包み込んでいるよ」

「──っ」

　その感慨深げな言葉に、和花菜はいたたまれなくなる。

　自分の気持ちとは裏腹に、彼を呑み込んだ身体は、彼自身をありありと感じ取り、あまつさえ嬉しそうにひくついている。

「ほら、もっと気持ちよくしてあげよう」

　レオンがゆっくりと、和花菜の蜜奥の感触を味わうように腰を揺らし始めた。彼はわざと太くてエラの張った亀頭を蜜襞に擦りつけていく。

「あ、やぁ、はっ、あぁ……」

　熱い楔をぎりぎりまで引き抜かれ、ずぷりと突き入れられる。彼を受け入れた柔やわ襞ひだは、とめどなく甘蜜を吐き出し、よりいっそうレオンの動きをなめらかにした。

「こんなに溢れさせて……、気持ちいいんだろう？」

「そんなこと……、あぁっ」

　レオンが腰をより大胆に動かし始める。

　陰茎を限界まで引き抜かれると、その喪失感に一瞬切なくなる。すぐにずぷりと突き入れられ、いっぱいに満たされると、全身が甘い歓喜に打ち震える。

　どうなってしまったの？

「んっ、あっ、あっ、レオ、レオン……」

　もう訳が分からない。太い楔で突き上げられるたび、脳芯が揺さぶられる。いつの間にか淫らではしたなく、自分から腰を突き出してレオンの生々しい肉棒の感触を味わっていた。

　もう限界だというほど、隘路を押し広げられ、最奥にある子宮口を突かれれば、濫りがましく媚肉がうねり、きゅうきゅうと陰茎を咥え込む。

「──んっ、れお、ん……」

　喉から甘い声が漏れる。

　膨れ上がった雁首が、ずるりと抜かれては、ぐちゅりと卑猥な音を立てて、和花菜を満たす。

「は……、ほら、ナマで繋がってるよ。僕を感じて」

　いやらしい言葉なのに、ぞくぞくと身体が甘く痺れる。太く長い雄茎を奥まで押し込めて、子宮口を抉り、そのまま揺さぶられては、快楽に未熟な身体は、あっけなく達してしまう。

　甘い痺れが全身の細胞まで伝い、背を仰け反らせながらきゅうきゅうとレオンを締め付けた。

「あぁっ、レオン、レオン、だめなの、あぁぁっ──……」

　はしたない嬌声が響く。

　心も躰もぐずぐずに蕩かされ、心では拒否しているのに彼に与えられる強烈な快感に抗えない。

　レオンの腰の動きが激しくなった。男根を挿入されるたび、ぱしゅん、ぱしゅんと、初めて耳にする淫猥な音が耳朶に響く。

　交じり合う荒い吐息。蜜の弾けるいやらしい音。漂う濃密な性交の香り。もう何も考えられない。脳髄がすべて蕩け出してしまったような感覚に陥る。

　覆いかぶさられた逞しい躰から伝わる熱に灼き尽くされてしまいそうだ。

「れ、れおん、おねが……」

「ふ……、そんなに待ちきれないか？」

　嬉しそうな声で、よりいっそう太く硬くなった雄茎で最奥を揺すられて、抉られる。深く突き上げては、ぎりぎりまで引き摺り出される。接合部からぐちゅ、ぬちゅっといやらしい蜜が滴って弾け飛ぶ。

　豪奢なスイートの隅々にまで淫猥な音と和花菜の快楽の喘ぎが響き渡っていた。二人以外、誰もいないことを願うばかりだ。

「く……、和花菜……、ほら、和花菜を存分に味わっているのが誰のものか分かるか」

「ひあっ……」

「ほら、言ってごらん。誰のものだ？」

　その形を意識させるように、肉茎をぐぷんと突き上げた。最奥にある子宮口を抉られ、熱く滾った肉棒でぐいと埋め尽くされてはひとたまりもない。

　和花菜は息も絶え絶えになった。

　縋るように窓辺に手をつき、だらしなく開いた唇からは、自分のものとは思えない喘ぎ声と、淫らにも物欲しそうな涎が蕩け出す。

「れ、レオンの……」

「僕の……、なに？」

　意地悪──。

　和花菜は、眦まなじりから涙を溢れさせた。

　──ああ、身体も心も熱い。

　何度も何度も執拗に、抉るように抽挿され、もどかしいほどの愉悦がせり上がる。

　恣ほしいままに蹂躙されているというのに、愛液が大量に溢れて、レオンの興奮を煽るようにぬちゅぬちゅと卑猥な音を立てている。

「ほら……、返事は？」

　熱の籠もった声でレオンが聞く。

「あ……、や、れ、レオンの……っ」

　傘の張った亀頭に、無垢だった秘肉を淫らに侵されている。

　肉棒がいっそう硬さを増し、子宮口を重く甘く突き上げた。

　ああ、──きもちいい、きもちいい、きもち、いい……。

　次から次へと押し寄せる快楽に、子宮がじんじんと痺れてやるせない。

　隘路がこれでもかと言うほど満たされているのに、もっと奥深くが何かを求めて疼いている。

　和花菜の突き出たお尻が、ひくひくと震えて、物欲しそうにくねる。

「いやらしいな。このまま快楽に堕ちてしまえ」

　すぐ耳元で、荒い息遣いが響いてきた。その空気の振動にさえ、敏感になった身体が甘く痺れて軽く達してしまう。

　レオンの手が腹を滑り降りてきた。長い指先がぐっしょり濡れた肉びらを捲めくり、皮の剥かれた花芯をくにゅりと指で撫で潰した。

「やぁっ、あぁぁ──……」

　瞬時に身体中を電流が駆け抜けた。目の前がちかちかして、あまりの愉悦の激しさに、打ち上げられた魚のようにびくんびくんと身体が痙攣する。

「ああ、またイったね。楽園に連れて行ってあげよう」

　絶頂の真っただ中にいる和花菜のとろとろの隘路に、膨れ上がった熱棒をズンッと最奥まで突き上げた。

　まるで獰猛な獣のように後ろから和花菜の秘壺を侵している。レオンの荒い息が耳朶に降りかかるたびに媚薬を嗅いだように頭がくらくらする。

「ああ、和花菜……。中が熱くて蕩けそうだ」

　滾る雄茎を奥深くに咥え込まされては、ずるっと引き摺り出される。二人の間には、もう理性というものは存在しなかった。レオンは時折、呻き声を漏らしながら、硬い切っ先を柔らかな媚肉に擦りつけるように腰を揺すっては振り回した。

　抽挿が激しさを増し、レオンの欲を灯した瞳が、窓に映った和花菜を見据えている。

　──そんな目で見ないでほしい。きっと痴態を晒している。

　なのにレオンの瞳に捉えられたまま、目を逸らすことができなかった。

「こんなにきゅうきゅう締め付けて……和花菜の中が待ち焦がれている。もう、最後まで止めることはできないよ」

　艶めかしい雄の昂ぶりで子宮口をぐいっと深く突き上げられた。

「ひぁっ……あんっ──……」

　レオンの昂りが熱い。

　咥え込んだ亀頭がありえないほど張り詰めたとき、唸るような声が漏れた。

「くっ……、出るっ……」

　瞬間、和花菜の媚肉に打ち付けるように、ビュクビュクと音がするほど勢いよく白濁が流れ込んできた。

　奥深くで精を受け止めた子宮が、業火で灼かれたように熱くなる。

　どく、どくと、いやらしい雄の精液を吐き出されるたび、媚肉が歓喜したようにひくひくと蠢動する。

「く……、ほら、たっぷりと和花菜に注いでるよ」

　うっとりと感じ入ったようなレオンの声。和花菜の身体にぞわりとした疼きが走る。

　どこもかしこも熱い。

　脳髄や指先にまで白濁が迸っている感覚。レオンの精液で身体中、いっぱいに満たされているようだ。

　生まれて初めて感じる恍惚感に、全身がぴくぴくと痙攣している。

　紛れもなく、自分は歓喜に騒めいている。

　なのに、どうして？　一筋の涙が、零れ落ちた。

　穢された──。

　その思いが強くなる。熱い精液が和花菜の蜜口から零れて滴り落ちるほど、たっぷりと中出しされてしまっている。

　彼は、私にこれっぽっちも愛情など感じていないのに。

　レオンは私のこの身体で、快楽を得ただけなのだ。

　吐き出されているのは、彼の一夜限りの欲望──。

　なのに、身体は高揚感を感じてしまっている。

「んっ……も、だめ……」

　立っていられない。そう思ったとき、ようやく射精が終わったようだ。彼の身体から力がふっと抜けたのが分かる。

　ほぅ、と和花菜のうなじに向かって艶めいたため息が降りかかった。

「いい子だ……、和花菜……」

　背後から、あやすように唇を重ねてきた。感じ入ったように甘く舌を絡みつけてくる。ぬるつく舌を奥深くに差し入れられて、和花菜の心をも蕩かそうとするレオンに、頭が痺れて気が遠くなる。

　どれだけ、貪欲な人なのだろう。

　まるで悪魔が自分から逃れられないように、ご褒美を与えているようだ。

　私の身体の全てを奪ったというのに、心までも攫さらわれてしまうのだろうか。

「レオン……」

　繋がり合ったまま後ろから抱きすくめられ、口腔を甘く舐め回され、思考が糖蜜のように蕩け出す。

　激しい性交の後の甘ったらしい口づけ。

　その口づけは、いつしか和花菜を忘我の境地に誘いざなっていく。

　もう、力が入らない……。

　和花菜は、自分でも分からないうちに心も躰も、その甘い陶酔の中に堕ちて行った。








第四章　甘い余韻








　ん、眩しい──。

　春の陽だまりのような心地よい温もりを感じて目が覚めた。

　ゆっくりと瞼を開けると、目の前には大きな窓が広がり、柔らかな朝の日差しが降り注いでいた。

　部屋の角にある透明なガラスの向こうには、豪華なジャグジー付きのバスルームがあった。すでに湯がなみなみと張られており、こぽこぽと沸き立つ泡が気持よさげに音を立てている。

　自分が寝ているのは、大人が四、五人は寝られそうな大きなキングサイズのベッドだった。シルクのような布触りが心地いい。

　高い天井には、モダンなデザインのヴェネツィアンガラスと思しきシャンデリアが吊り下がっている。

　──いったいここはどこ？

　なぜこんなに豪華な見知らぬ場所にいるのかが分からず、天井を仰ぎ見たまま、ぱちぱちと目をしばたいた。

　それに身体がひどく重い。

　少しだけそのまま横になっていると、ようやく自分の意識が、指先まで浸透していった。

　ゆっくりと身体を起こしてみる。すると、上掛けがはらりと滑り落ち、上半身がすぅっとした空気にさらされる。

　どうして？　わたし、裸だ……。

　和花菜は自分の置かれた状況にはっとして緊張を覚えた。

　微睡みの向こうで霞がかっていた記憶が蘇り、白い肌がぽっと赤く染まる。

　足の間には鈍い痛みがあり、身じろぎすると、奥から何かどろりとしたものがたっぷりと溢れてきて、思わず息を呑んだ。

　その感触がひどく生々しい。

　──レオンに、抱かれたのだ。

　お金で買われ、恣ほしいままに身体を貪り尽くされたのだ。

　毎朝、ビルのエントランスで見かけるたびに、颯爽としたその姿に見惚れ、淡い恋心を抱いていた男性。その男ひ性とが、実は女を金で買い欲望の捌け口にするような卑劣な人だったとは……。

　それにレオンは避妊もしなかった。

（なんの隔たりもない、僕を感じてごらん）

　和花菜は唇をぎゅっと噛みしめた。

　見かけは上品な紳士なのに、中身はケダモノだ。

　欲望のまま、注がれてしまった。

　嫌悪が広がっていいはずなのに、身体の中に甘い疼きが残っていることが悔しい。

　レオンにぐずぐずに蕩かされて、快楽以外なにも考えられなくなってしまった自分が恥ずかしい。思い出すのは、レオンの逞しい身体と、自分の中で脈打つ雄の感触──。

「やっ……」

　昨夜のことを思い出すだけで、胸がきゅうと締め付けられる。

「どうしたらいいの……」

　──だめ、こんな状態ではまともに考えられない。これから先のことを今は考えるのはよそう。

　和花菜は上掛けを首元まで引き上げた。

　ちらりと横を見ると、レオンの姿はどこにもない。それでも少し寝乱れた跡があるのは、まさか、一緒にここで眠ったのだろうか。

　その想像に、とくんと胸が鳴る。

　──ばかばか。胸を高鳴らせるなんて、おかしい。

「れ、レオン？」

　小さく呼んでみるが返事がない。

　──いったい、どこに行ったのだろう。

　和花菜は、視線の先にドアがあるのに気が付いた。

　ドアの向こうが、昨日抱かれたあのリビングなのだろうか。レオンがどこにいるのかだけでも確かめたいが、それでも、彼の痕跡が残る身体で、会いたくはなかった。

　──うん、まずは躰を綺麗にしよう。昨夜のことなど何もなかったように。

　和花菜は、ベッドを降りると足元にあったシルクのローブを羽織って、ジャグジーに向かった。思いのほか夕べ抱かれたことが身体に影響を及ぼしているようだ。

　まるで生まれたての小鹿のように、足元がよろよろしている。

　シャワーを浴びる気力も体力もないほどに、全身がくたくたになっていた。

「絶対、レオンのせいなんだから……」

　こんな風になってしまうほど、恣ほしいままにされてしまったのが憎らしい。

　ローブを脱ぐと、急いであたたかなジャグジーに身を沈めた。

　たくさんの泡と至福の気持ちよさに包まれる。

　レオンもジャグジーに入ったのかしら。

　和花菜がすぐに入れるようにお湯を張ってくれたことに、ありがたい気持ちが湧き上がる。身体がほぐれると、ようやく猫のようにリラックスして伸びをした。

「もう、私ったらなんて甘いのかしら」

　彼は私を蹂躙したというのに。でも、決して乱暴ではなかった。

　特に最後のキスは──。

　和花菜は湯の中から指先をそっと掬い上げて、唇にあてがった。何度も甘噛みされ、吸われた唇はぽってりとしている。

　無意識にレオンの残した記憶を辿るように唇をなぞっていた。

　意識を失う前に与えられた、蕩けるような甘い口づけの余韻を噛みしめるように。
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「レオン様、和花菜様がお目覚めのようです」

「ああ、分かっている」

　壁にあるモニターには、リビングの隣にある寝室が映し出されていた。和花菜がまるで、仔猫のようにジャグジーに浸かりながら伸びをした姿に、レオンは口元を綻ばせた。

　──可愛い。

　やっとレオンの念願が叶ったのだ。そのために英国からはるばる日本に来た。

　だというのに……。

　レオンの瞳が翳かげりを帯びたとき、ふいにスマホが振動した。

　仕事用ではなく、プライベート用のスマホだ。側近中の側近以外、その番号は誰も知らない筈だ。

　レオンの個人秘書の加か々が美みが眉をひそめながら頷いた。

「やはり、来ましたね……」

　画面には国際電話の番号が映し出されている。レオンが無言でとると、耳元には初めて聞く英国訛りクィーンズイングリッシュが聞こえてきた。

「……Good Morning, Sir.　昨夜は当オークションの商品をお買い上げいただいてありがとうございます。事後調査を行っております。レオン様にご満足いただけましたでしょうか。もし、お好みに合わない場合は、違う商品と交換させていただきますので……」

　レオンは、耳障りな声に眉をしかめた。

　ダーク・ネットの中にあるブラック・ローズという人身売買を行っている世界的な組織は、大口で落札した顧客の満足度調査を行っていると聞いた。

　大口客のレビューを高めるために、顧客が商品を気に食わなければ、無償で取り換えたりというアフターサービスを行っているらしい。

　取り換えられた商品は、どうなっているのかは誰にも分からない。場合によっては、その商品がきちんと仕事を果たしたかどうかも監視されていると聞いた。特に、ブラック・ローズは、男性の性的対象としてのみ、女性をオークションにかけている。

　たとえどんな理由であろうと、それ以外の目的は禁止されているのだ。違法でありながら、金持ちの性的欲望を満足させるために、健全な運営を心掛けているのには、脱帽する。

　顧客の多くは、アラブやインドの金持ちだ。彼らはハーレム用の女性をブラック・ローズで調達している。だから組織にとって英国人のレオンは珍しい客であり、大枚をはたいたのが目を引いたのだろう。

　こうして自分に電話をかけてきたということは、やはり監視されていたか……。

「……レオン様」

　加々美が心配そうに声をかけた。

　レオンは、大丈夫だというふうに頷いた。

　昨夜の自分には罪悪感が湧く。それでも敢えて、見晴らしのいい夜景の広がるこのスイートで和花菜を抱いたのは間違いではなかった。純粋に、自分が男の欲望を満たすために商品を抱いたと思わせるために。

「……満足だ。星が五つあっても足りないぐらいに」

　レオンが言うと、電話の向こうの声が含みを帯びた。

「白猫ホワイトキティをお気に召されたよかった。ご主人様に気に入られるかどうか心配していたのです。三ヶ月はサービス期間です。お気に召さなければ取り換えができますので、いつでもこの番号におかけください。それでは、本日もよい夜をお過ごしください……」

　電話が切れると、レオンは罵りの言葉を吐いた。

　自分が仕向けたとはいえ見られていたことに怒りさえ覚える。

　少なくとも三ヶ月は、和花菜から目を離さないようにしなければ。

「加々美、鎌倉の屋敷に行く。支度を整えておくように」

　無言で頷き、部屋を出て行った加々美の背中を見送ったが、レオンの不安が募る。

　和花菜の兄は、なんて愚かなんだ。

　よりによってダーク・ネットの中でも一番厄介なブラック・ローズに出品してしまったのだ。

　ざわめき立った心を静めようとコーヒーカップに手を伸ばした。

　ふと視界に映り込んだモニターを見ると、和花菜がジャグジーで戯れている。

　入浴剤を入れすぎたようだ。泡だらけのジャグジーで、つま先をパタパタさせて泡を弄んでいた。

　レオンは思わず目元を緩めた。

　──全く、人の気も知らずに。

　レオンは罪悪感を追いやった。たとえ和花菜に嫌われようとも、彼女を守れるなら本望だ。
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　その日、和花菜が連れてこられたのは、鎌倉にある静かな森に囲まれた屋敷だった。

　小高い丘の上に佇む屋敷は、瀟しよう洒しやな石造りで大正時代のモダンな面影を残している。

　どこか見覚えがある佇まいなのは、和花菜も小さい頃に、鎌倉で過ごしたことがあるからだろうか。

　郷愁のようなものを感じさせる景色に、小さな頃の記憶の断片が蘇る。

『ママ、早くよくなって……』

　子供の目にも分かるほど、大好きな母が日に日に弱っていった。

　元気の無くなった姿を見るのが辛くて、和花菜は毎日のように母が好きだった花を病院に届けていた。

　お花が大好きなママ。お花を届ければ、ママが喜んでくれる。きっとまた元気になる。

　そう信じて疑わなかった。

　それでも和花菜の望みは叶わなかった。今では、母親が亡くなったときのことはよく覚えていない。

　そのあたりだけ記憶がぽっかりと抜け落ちている。きっと子供の私は、母親の死を受け止められなかったのだろう。

　物思いに耽っていると、ガラガラという大きな音がして顔を上げた。

　いつの間にか和花菜を乗せた車が屋敷の門を通り抜け、広い庭の車寄せに乗り入れた。

　建物の玄関に続く階段の前には、使用人がずらりと並んでいる。

　レオンは黒塗りの高級車のドアを開けると、和花菜に手を差し出した。

「さ、お姫様、着いたよ。疲れただろう」

「いいえ、疲れてなんかいません」

　その声は、長く車に乗っていた和花菜を気遣っているようだったが、素直にその言葉を受け止められない。

　夕べ、二人の間に起こったことを考えればなおさらだ。

　お姫様だなんて、これっぽっちも思っているはずがない。そんなことを思っている女性に、昨夜のようなことはできないはずだ。買われたとはいえ、夜以外は、レオンの言いなりになどなりたくない。

　表面上は紳士的に装っていても、昨夜のレオンのほうが、本当の姿なのだ。

　こんなちっぽけな反抗は子供っぽい、そう思うものの、レオンに少しでも抵抗したくて、和花菜は差し出された手を無視して車の外に出ようとした。

　すると、ずっと座りっぱなしだったせいか、足元がよろけてしまう。

「きゃっ」

「危ない！」

　レオンの逞しい胸に倒れ込んでしまい、かぁっと頬が火照る。

「下が砂利だから気を付けて」　

「あ、ありがとうございます……」

　うう、こんなことなら、最初から意地を張らずに素直に手を取ればよかったと思っても、後の祭りだ。

　レオンは、くすりと笑みを漏らしている。

「若様、お帰りなさいませ」

「ああ、ただいま」

　すぐに年配の使用人がにこにこしながら近づいてきた。

　ここはレオンの別荘の一つなのだろうか？

　確かに外国からの賓客をもてなすのには、和洋折衷の素敵な洋館だ。

「あの、このお屋敷は？」

「──母の実家だ。母は、今、英国に住んでいるが」

　和花菜は目を丸くした。レオンは、ビジネスで成功してからこの屋敷を買い取ったのかと思っていたが違うらしい。この大きなお屋敷がお母様のご実家だなんて、いったいレオンはどういう人なのだろう。

「使用人には、君のことを僕の婚約者だと話しているから、そのつもりで」

　レオンがそっと耳打ちしてきて、はっとした。

　使用人であっても、さすがに母親の実家の人たちには金で買った女性だとは言えないのだろう。

　その方が和花菜にも都合がいい。お金で買われた女性などという、偏見の目で見られるのはいたたまれない。

「あ、あの、いつまでここにいるの……？　明日は、私のお仕事もあるし……」

　昨日は衝撃の一夜を過ごしたが、和花菜にだって仕事がある。今日のシフトは幸い休みだが、退職まであと一か月とはいえ、和花菜が突然仕事を休んでしまっては、店長も困るはずだ。

「仕事のことは心配しなくていい。すでに和花菜の会社にも連絡してあるし、穴埋めに優秀な人材も送り込んでいると言っただろう」

「そんな……！　勝手に……」

　レオンは片眉を上げた。

「もう決めたことだ。この屋敷で、当分ゆっくり寛ぐといい」

　そう言われても、レオンと一緒だったらとうてい寛げるとは思えない。それに昨日の今日で、そこまで素早く手回ししていたレオンの手際の良さに唖然とする。

「せめて店長にお礼を言いたかったのに……」

「何も問題はない。礼状を書けばいいだろう。君には今日からここで住んでもらう」

「……っ」

　なんて横暴なの。

　お花に携わる仕事は、和花菜が好きでやってきたことだ。人の仕事を相談もなく勝手に辞めさせるなんて強引だ。

　それでも、百億ドルで買われたからには、一日中、レオンに奉仕しないといけないの？だからこのお屋敷に連れてきたの？

　昼間だというのに、これからまた抱かれてしまうのだろうか……。

「こっ、ここで、なにをするつもり……？」

　不安に駆られ、消え入りそうな声で言うと、レオンの目元がふいに緩まった。

「今すぐにでも和花菜が考えていることに付き合ってあげたいけど、僕も日中は仕事があるからね」

　その言葉にほっと息をついた。ますますレオンが苦笑しているのは、無視することにした。

「私も昼間はお仕事に行ってはだめ？」

「君の仕事は、ここにいることだ。僕の婚約者、だからね。それらしく振る舞ってもらう。それに──」

　レオンがまた唇を近づけた。

　ふわりと漂うレオンの動物的なコロンにドキッとする。

「僕がいいと言うまでどこにも行かせない」

「ひゃっ」

　使用人の前だというのに、頬を掠めるようにキスをされた。突然の不意打ちのようなキスに、和花菜はかぁっと赤くなる。

　そうだ。レオンはお母様が日本人でも、英国で育ったのだ。

　キスなんて挨拶代わりのようなもの。いちいち意識しすぎてはだめよ。

「ほら、おいで」

「あっ……」

　グイっと強引に腕を引かれて屋敷の中に連れて行かれた。石造りの階段を上って玄関の中に案内された和花菜は、思わず立ち止まって目を瞠る。

　玄関ホールは天井が高く吹き抜けており、ドーム型になっていた。広いホールの両脇には二階に向かう階段があり、それぞれ東西に広がる建物の両翼に繋がっているようだ。

　一目で年代物とわかるアンティーク調の彫刻などが品よく配置され、どれも味わいがある。

「こっちへ」

　朱のビロードの絨毯が敷かれた階段を上って東の建物に向かう。心なしかレオンが急いでいる気がする。さっさと和花菜をここに落ち着けて、仕事に戻りたいのだろう。

「ほら、ここだよ」

　一番奥の突き当りにある部屋のドアを開け、中に入ると、広々としたテラス付きの部屋が広がっていた。

「わ、綺麗……」

　思わず感嘆の声が漏れた。風に揺れる小花柄のレースのカーテンの向こうには、こぢんまりしたテラスがある。外は森になっていて、窓から入る風が汗ばんだ肌を撫でて気持ちがいい。

　乙女心をくすぐりそうなロマンティックなソファー、オーク材のチェストやライティングデスク、ドレッサー。どれも英国の年代物のアンティークのようで、居心地がよさそうだ。

　振り返ってレオンを見ると、和花菜の反応に満足げな表情を浮かべている。

「気に入った？　ここが和花菜の部屋だよ」

　そう言われて和花菜はほっと安堵した。

　レオンに買われる形となり、怪しい部屋で監禁されて、奴隷のように奉仕させられてしまうのではないか、そんな風に思っていた。なのに、鎌倉に休暇にでも来たかのような待遇に驚いてしまう。

「こっちがベッドルーム」

　続き部屋のドアを開けると、贅沢なベッドルームが目の前にあった。森の中に張り出したような広いバルコニーには、本を読みながら寝そべったら気持ちよさそうな籐ラタンの長椅子が置いてあった。

　バルコニーの一角は、ガラス張りになっていて、モダンな露天風呂まで備え付けてある。ベッドはキングサイズはありそうなほど大きい。

「見てごらん。このリモコンのボタンを押すと曇りガラスになるんだよ」

　レオンがリモコンを操作すると、透明な露天風呂のガラスが一瞬で曇りガラスに変わる。

　建物の外観は古い佇まいをそのまま残してはいるが、中は最新の設備が整っており、モダンで洗練されている。

「湯はいつも流れているから、好きなときに入るといい」

　──なぜ？

　和花菜は困惑した。

　この寝室は、きっとこの屋敷でも一番、豪華な部屋だと分かる。

　まるで賓客をもてなすようなＶＩＰ待遇ではないか。

「こんなに広いベッドルームは、私には大きすぎて贅沢ですし、使えません。あの、さっきのお部屋に小さなベッドか、お布団があれば十分です」

　レオンを振り向くと、ゆっくりと笑いながら唇を開いた。

「誰が君だけのベッドルームだと言ったかな？」

「え？」

　レオンが獲物を狩る動物のように近づいてきた。

　和花菜はどきりとしてレオンを見上げた。後ずさろうとした時、足がベッドに当たってしまい、ふいに視界が反転する。

「きゃ……っ」

　倒れ込んだベッドは、和花菜の華奢な身体を音もなく包み込んだ。反動でワンピースのスカートが太腿の付け根の方まで捲れ上がってしまう。

　きっと下着ショーツが見えてしまったかもしれない。

　直そうとする猶予も与えられず、レオンが覆いかぶさり、和花菜の細腰を逞しい足で挟み込んできた。金色の瞳が濃い色を帯び、熱を孕んでいる。

　ま、まずい！　この体勢は非常にまずい！

　レオンは、一見、冷静そうな紳士に見えるが、やっぱり本性はまるで獣のように、発情しやすいようだ。

「あ、あのっ、昼間ですし、その、お仕事に行かないといけないのでは？」

「忘れないで、飼い猫ちゃん。僕は好きなときに君を抱く」

　レオンがさらに覆いかぶさってきて、左右の手首を顔の両脇で押さえ込んできた。

　うろたえて、足をばたつかせようにも逞しい太腿にがっちりホールドされている。レオンの美麗な顔が近づいてきて、思わず顔を横に背けると、耳に息が吹きかかった。

「逃げようとしても無駄だよ」

「ひゃんっ」

　ぴくんと身体が跳ねた。レオンが小さな耳に吸い付き、唇で耳朶を甘噛みしたり、ざらつく舌でぺろぺろと舐め始めた。

「くふぅ……んっ」

　まるでネコ科の動物に舐め回されているようだ。肉厚な舌が押し付けられるたび、くすぐったいような、ざわざわとしたような甘い疼きが湧き上がる。

　和花菜は耳が弱いのか、吹きかかる吐息にも酔ったように眩めいてしまう。

　レオンに挟み込まれた太股の内側で、もどかしげに腰をくねらせた。

「やっぱり、たちが悪い。誘っているようにしか思えないな」

　手首を押さえつけていた手が、いつの間にか和花菜の平らな腹をまさぐっていた。

　少しずつ上に登り、大きな手のひらで乳房を包まれ、やわやわと揉みしだかれる。

「ひぁ、あ、あ、んっ……」　

　恥ずかしいのに喘ぎ声が止まらない。

　ぴちゃぴちゃと鼓膜に響くいやらしい水音が、今は昼間で、下の階には使用人がいるという現実を追いやり、甘い痺れがさざ波のように全身に広がっていく。

　ブラをずらされ、指先でつんと尖った乳首を弾かれると、背中が仰け反って甘い声が漏れた。

「ひゃぁん……っ、やぁ、そこ、だめ……」

　耳を嬲られながら、乳首をこりこりと指で責められれば、腰が淫らに浮き上がる。　

「ふっ……、れ、レオン、だめ、あ、やぁ……」

「今さら恥ずかしがっても、もう和花菜のすべてを知っているよ」

　レオンの手が太腿を這い上ってきた。

　期待とも恐れとも分からない、震えが駆け抜ける。

　感じてはいけない、そう思うのに、女にされたばかりの身体は正直だ。

　足のあわいにある秘所が、とろりと蜜をはじき出した。

「ココを弄られるのが好きだろう。和花菜の綺麗な筋が浮かび上がってる」

　レオンの指先が、あとわずかで下着ショーツ越しに和花菜の割れ目に触れそうになったとき、いきなり有無を言わさぬ力強さで、寝室のドアがドンドンと鳴り響いた。

「レオン様、そろそろ出ないと、午後の会議に遅れます」

「──分かってる。先に車に行っていろ」

　レオンが小さく罵りの言葉を呟くと、すぐに身を起こした。

　その喪失感に呆然とした。

　すぐ近くにあったレオンの熱が遠くなり、もっとその熱に触れていたかったという思いに目を丸くした。

　彼に秘められた場所を触れられ、可愛がってもらいたかったという疼きがまだ残っている。

　夕べのような恐怖などない。ただ彼と肌を重ね合わせたかったという欲望が燻くすぶっていることに驚く。濃蜜な快楽を覚え込まされた身体は、たった一晩でいやらしく変わってしまったらしい。

　秘めた部分には切ない熱が灯り、温もりを欲している。

　レオンが、ぽうっとしている和花菜の身体をそっと起こして立ち上がらせた。頬を大きな手のひらで包まれると、その手に頬ずりしたいような抑えがたい感情が湧く。

　離れたく、ない──。

「そろそろ行くよ」

　レオンが掠れた声で言うと、和花菜は震えながらこくりと頷いた。

　昨日はあんなに嫌がったのに、こんな感情を持ってしまうなんて……。

　今は恥ずかしくて彼の顔を見ることができない。

　自分の気持ちをレオンには、見透かされてしまったようだ。

「素直な和花菜は可愛いね」

　レオンは目を細めると、和花菜の唇に、ちゅっと音を立ててキスをした。

「昨日のセックス、もっとしたいと思うほど、そんなによかったかな？　今夜もいっぱいしてあげるからいい子で待っておいで」

「──なっ、そんなことっ。違いますっ！」

　慌ててレオンの手を振り払い、元の部屋にばたばたと駆け戻って扉を閉めた。

　──もう、ばかっ！

　背にした扉の奥で、ドアの閉まる音がした。レオンが寝室を出て行ったようだ。

  和花菜は、ほぅっと息を吐いて、自分の身体をぎゅっと抱きしめた。

　それは、レオンから身を守るためではなく、自分の中から湧き出る欲望を抑え込んでいるような気がしてならなかった。







第五章　かりそめの婚約者







　レオン達が去った後、和花菜は気分転換に屋敷の近辺を散歩に出ることにした。着替えるためにワンピースを脱いで、下着姿になる。

　驚いたことに、用意された部屋のクローゼットには、下着からカジュアルな洋服、フォーマルなドレスまで、すべて整っていた。

　服だけではない。ドレッサーの上には、まるでデパートのカウンターのように、トワレや外国メーカーの化粧品のラインナップがずらりと並んでいる。マニキュアまで、サロンのように用意されていた。

　和花菜は嬉しいどころか、眉をひそめた。

　これって、もしかして……？

　和花菜が買い物のために、外に出なくてもいいようにするためではないかと勘繰りたくなる。

　まさか、ここに監禁するためなのではないだろうか。

　まるで自分がレオンが張り巡らせた蜘蛛の糸に引っかかった蝶になった気分だ。

　じわじわと絡め取られて、この屋敷で夜ごと甘い汁を吸われてしまうのではないか。そう思うのに、自分はどうすることもできない。

　きっと今夜もレオンは身体を求めてくるだろう。

　それが買われた私の仕事なのだ。

　蜘蛛は、獲物をじっくりと味わうという。彼が夜ごと糸を振動させながら近づくのをただ身を震わせて待つだけなのだ。

　なのに、怖いどころか甘い汁を吸われるのを待ち焦がれてしまいそうになる。

（今夜もいっぱいしてあげるからいい子で待っておいで──）

　その言葉にきゅんとするなんておかしい。

　彼の声音を思い出しただけで、秘めやかな場所がじわりと潤んだような気がして、自分に気まずい思いを抱く。

　いったい私は、どうしちゃったんだろう。

　ついさっきも、レオンの指が秘めやかな場所に触れそうになった時、期待が膨れ上がっていた。

　彼に甘い快楽を与えて欲しかったという思いをぬぐえない。

　和花菜はクローゼットの鏡の中に映る下着姿の自分を見つめた。レオンに夕べ女にされた身体。一昨日おとといまでとは違う自分。

　そう思うと身体にじんわり熱が灯る。

　和花菜は下着ショーツの中におそるおそる手を潜り込ませた。彼が薔薇の花びらのように柔らかだといった襞のナカにそっと指を沈ませてみた。

　くちゅり、という蜜の弾ける音がした。指先にぬるっとした感触が伝わってくる。

「ふ……っ」

　指をレオンがしたように、ゆっくりと割れ目に沿って上に移動させてみる。愛液を湛えたあわいに、小さくて丸みを帯びた突起があった。レオンをまねて、その形をなぞるように触れてみる。

「んっ、あぁぁぁっ……」

　ありえない甘い痺れが駆け抜けた。全身がぞくぞくと戦慄く。

　いけないことをしてしまったという思いに、和花菜は、急いで指を引き抜いた。途端に淫靡な蜜の香りが漂い、はぁはぁと乱れた息を吐きながら、目頭がおのずと熱くなる。

　いやだ……。

　抱かれたいのか、逃げ出したいのか、自分でもよく分からない感情が渦巻いている。

　レオンに慰められたいの？

　理性では拒絶しているのに、身体がレオンを求めて、心まで支配しようとしている。

　その甘苦しい思いに押し潰されそうになる。

　その時、ぴちちちっ……っと、すぐ近くで鳥の囀さえずりが聞こえてきた。

　和花菜は、ふぅっとため息を零した。

　散歩に出れば、気も紛れるだろう。小さい頃に住んでいた家がきっと近くにあるはずだ。

　気持ちを切り替えてクローゼットから適当に見繕った、薄い水色のストライプの入ったワンピースに手早く着替える。日差しを避けるために、つば広の麦わら帽子を被ると、階下に降りて、年かさの女性のお手伝いさんに声をかけた。

「あの、屋敷の周りをちょっとお散歩してきます」

「まぁ、お嬢様、それではお供の方を連れて行ってください。この辺は森に囲まれているので、女性の一人歩きは意外と物騒なんですよ。レオン様からも外出するときは、車か、必ずボディーガードをつけるように言われていますので」

「……えっ」

　和花菜の悪い予感は当たる。

　やっぱり、レオンは私をこの屋敷に監禁しているのだ。

　逃げられないように、ボディーガードとは名ばかりの監視役をつけている。

　途端に気分がうち沈み、和花菜は外出を諦めて、庭を散歩するだけにした。

　急に意気消沈した和花菜を見て、高たか倉くらさんと名乗るお手伝いさんが、親しげに話しかけてきた。

「全く、若様は心配性ですよね。でも、和花菜さんという婚約者ができて、この屋敷に来られるようになってよかった。和花菜様のお部屋の家具もレオン様が、ご自分で見繕っていたのですよ。快適に過ごせるように、あれこれ悩んでいましたから」

　それを聞いて和花菜は、目を丸くした。

　レオン自身が、あの可愛らしい家具を選んだの？

「ほとんどが海外住まいでしたからね。ようやく昔のように、この屋敷にも主あるじが戻ってきて、家も喜んでいますよ。レオン様は、幼少期にこの家に住んでいたことがあるので」

「そうなんですか？」

「はい、お父様は英国人で外交官をされているんです。ちょうど日本に赴任されていたとき、お母様とこのお屋敷に住んでおりました。かれこれ十五、六年前でしょうかね……」

「十五、六年前……？」

　偶然だろうか。和花菜が鎌倉にいたときと時期が被る。

「ええ、地元の小学校ではなく、日本語もまだあまりできなかったので、少し離れたインターナショナルスクールに通っていたんですよ。近所にお友達もいなくていつも一人で、庭で遊んでいましたけどね」

　その頃を思い出したのか、高倉さんがくすくすと笑い出した。

「ああ、でも、いつだったか可愛い女の子と一緒によく遊んでいた時期もありましたね。そういえば、その女の子もすぐにいなくなって、ずっと寂しそうにしていましたよ。レオン様は自分からお友達を作るタイプではなかったので」

　レオンの子供の頃など想像できない。

　子供の頃から、王様のように振る舞っていたのではないだろうか。そう思うと、和花菜からもくすっと笑みがこぼれた。

「それとお嬢様を驚かせることがあるんですよ。こちらにいらしてください」

「あっ、待ってくださ……きゃっ」

　ほらほら、と背中を押されるように連れて行かれたのは、庭にある離れだった。裏庭の一角に、ウッディな六角形の建物があり、全ての壁に大きなガラス窓が嵌め込まれ、まるで森の中に佇む妖精の家のようだ。

　まわりの庭園には、見事な薔薇が咲き乱れていた。

　白やピンク、黄色や赤。

　色とりどりの薔薇に彩られており、ちょっとした薔薇園になっている。

　和花菜は不思議と、なぜか既視感があった。どこかで見覚えのある風景だ。

　それもそうだろう。鎌倉には、薔薇の名所も多い。

「中にどうぞ」

　高倉さんが嬉しそうに和花菜を建物の中に引き入れた。

　中には、薔薇をはじめ様々な種類の花が用意されていて、花屋と言われても信じてしまうだろう。見ると、入手困難な希少な花まである。

「え、うそ、人気のプロテアもある！」

　フラワーアレンジで今流行のスモーキーな色合いをした、ひまわりぐらいの大きさのあるプロテアという珍しい花まで用意されている。

「お嬢様は、華道のたしなみもあり、お花のお仕事をされていたそうですね。お嬢様がいつでもお花のアレンジができるように、レオン様が急いでお花を揃えさせたんですよ」

　和花菜は急にくすぐったい気持ちになった。

　これは彼が自分を手なづけるための甘い汁だと分かっている。

　半ば監禁同然の状態にしておきながら、こんな風に自分を喜ばせるような弱点をついてくる彼が憎らしい。それでも、レオンの優しさに触れて、氷砂糖が溶かされたような気持ちになる。

　これだけの花を用意するのは、大変だったはずだ。

　窓際の棚には、何種類もの花器まで用意されている。テーブルの上を見ると、アレンジに必要な材料は全て揃っていた。

　その上にぽつんと薔薇が一輪置かれている。

　傍によって見ると、和花菜の大好きな花、初めてレオンと言葉を交わした日に贈ってくれたレッド・ローズが、一輪、リボンで結ばれていた。

　その脇にはカードが無造作に置いてある。

　和花菜は、そのカードを手に取った。

〝和花菜へ、好きに使うように〟

　流麗な日本語で、そう書かれている。

　薔薇の花一輪に籠められた想いは、『運命の人』だ。

　花の仕事をしていた和花菜は知っているが、それをレオンが知るわけはない。

　だから、きっと偶然だ。

「本当に若様に大切にされているのですね」

　高倉さんが微笑ましそうに、薔薇の花を手に取っている和花菜を見た。

　百億ドルで買われたことを高倉さんは知らない。

　レオンは、おそらく自分の愛玩動物に、遊び道具をくれているだけなのだと思う。

　決して、大切にされているわけではない。

　なのに心をくすぐるような甘い香りが、胸にじんわり沁みていくような気がして、やるせない。

　レオンはずるい。

　嬉しいような、戸惑うような気持ちが交錯する。それでも、花には罪はない。

　和花菜は、薔薇の花びらにそっと鼻を近づけた。ほんのいっとき、何もかも忘れてその香りを愉しんだ。

　





＊……＊……＊






　その日の夜、和花菜は久しぶりにぐっすりと深い眠りについていた。

　レオンの帰りが遅くなるから先に休むようにと聞かされ、ほっとしたせいかもしれない。

　お風呂を頂いた後は、本でも読もうと思いながら、少しだけベッドに身体を横たえたつもりだった。

　それでも、いきなりこれまでの環境と変わって、思いのほか神経を使っていたらしい。

　いつの間にか湯上がりに羽織ったシルクのローブを身につけたまま、眠ってしまったようだ。

　ベッドルームに響くザーという水音に、雨でも降っているのだろうかと薄ぼんやりと目を開けた。

　カーテンをし忘れた窓の外は、銀色の月明かりに照らされた木々が浮かび上がっている。

　雨が降っているわけではなさそうだ。

　じゃあ、この音はなんだろう？　

　そう思ったとき、不意に水音が止んだ。

　ほどなくしてベッドルームの奥にあるシャワールームのドアがガチャリという音を立てた。

　いきなり鼓動がどくどくと速まった。

　──レオン？　

　和花菜がはっとして、身体を起こしたとき、ドアが開いてタオルで濡れた髪を拭きながら、上半身裸のレオンが現れた。

「──っ」

　突然のことに、息が止まりそうになる。

　しっとりと濡れた濃い蜂蜜色の髪から金色に光る水滴がしたたり落ちた。しなやかな肢体が、ベッドサイドにひとつルームライトが灯されただけのほの昏い部屋に浮かび上がる。

　裸のレオンを見るのは初めてだった。

　和花菜は、まばたきを忘れて見入ってしまう。

　広い肩から引き締まった腰までの逞しい身体は、無駄のない筋肉に覆われている。盛り上がった胸の両端には、官能を誘うような濃いベージュ色の小さな乳首がちょこんとのっていた。

　──まばゆいばかりの引き締まった身体。まるでギリシャ彫刻のようだ。

　和花菜は喉がカラカラになった。

　目を逸らさなければと思うのに、レオンの裸に釘付けになる。

　じっと見つめずにはいられないほど、どの稜線も鋭敏で、端正な造形だ。

　いくつかに割れた腹筋は、彼が腕を動かす度にしなやかにうねり、何とも艶めかしい。

　腰にはバスタオルを巻いていたが、低い位置で留めているせいか、背中が見えたときに、お尻の上の割れ目も覗いてしまう。

　前はもっといけなかった。

　臍の下の方、男性の象徴の根元あたりまで見えそうだ。バスタオルで留めてあるすぐ上には、しっとりと濡れた濃い金色の巻き毛が密集して妖艶な男の芳香を放っている。

　しかも──。

　和花菜はごくりとつばを飲んだ。

　見間違いではない。男性の印が、留めたバスタオルを押し上げて揺らめいている。

　レオンの雄の象徴は、心持ち漲っているようだ。

　タオルの布地の上からでもその形が分かるほど、太長い盛り上がりが見て取れた。彼が足を動かすとバスタオルが擦れ、そのたびに亀頭のくびれがくっきりと浮かぶ。ともすればタオルの合わせ目から、その先がはみ出してしまうのではないか……。

　生々しい雄の存在を感じて、目を逸らすことができない。　

　心臓がおかしいぐらいに早くなり、呼吸が浅くなる。

　今夜もレオンに抱かれるのだろうかという淡い期待に、下腹部までが、きゅんと甘く疼く。

　いけない予感と淫らな期待が交錯して、うろたえてしまう。

　私はばかだ。夜の奉仕は屈辱的なはずなのに。

　どうしてレオンを見ただけで、こんなにもどきどきと胸が高鳴るのだろう。

　レオンは頭にタオルをかぶせて、髪の毛を拭いている。そのせいで和花菜が見ていることに気がついていない。

　和花菜は、レオンの漂わせる男の色香に、秘芯がとろりと蕩けるような感覚を覚えた。

　彼の裸体は、しなやかな豹のようだ。

　線は細いのに、筋肉質な逞しい体躯に男の匂いを漂わせている。

　まるでひと目見ただけで、雌を惹きつけてしまう雄の豹だ。

「……ふっ」

　どうやら無意識に喉の奥を鳴らせてしまっていたらしい。ぱっと振り向いたレオンと目が合った。

　──どくん。

　その一瞬で、心臓が大きく跳ねる。

「和花菜、起きたんだね」

　レオンが、すっと目を妖艶に眇める。

　なんだか嬉しそう……？

　まさか、そんなことがあるはずはない。

「今日は一人で、寂しかっただろう？」

　レオンは近づいてきて和花菜の顔を覗き込むようにかがんだ。大きな手が、柔らかな頬を包むと、じっと見つめてきた。

　瞳の奥には、熱のようなものが灯っている。

　レオンの唇がスローモーションのように近づいて、ゆっくりと重ね合わされた。

「んっ……」

　待ち焦がれた熱い唇に心が切なく震えている。

　少しだけお酒の味が残る舌が口腔に侵入し、甘く貪るように和花菜の舌を吸い上げてきた。

　毎日その姿を目にするたびに胸の奥にほのかなときめきを灯していた人。

『抱かれたい最上の男って感じよね……』

　あのとき、店長に言われて慌てて否定したけれど、本当は、ずっと夢に見ていたのかもしれない。

　和花菜も自然とレオンの口の動きに反応した。

　レオンから与えられる熱に蕩けてしまいたくて、自分からも広い肩に手を添える。

　甘えるように唇を寄せ、レオンの舌に小さなそれを絡ませた。

「ふっ、んっ……」

　くちゅ、くちゅ、と猥りがましい音が響く。その水音がよけいに淫猥な感覚を煽る。

　思考が蕩けるような、淫らな音。レオンとの口づけ以外、この空間になにも存在していないような不思議な感覚になる。

　いつの間にかレオンが和花菜をベッドに優しく横たえていた。ホテルのスイートで抱かれたときのような威圧的な様子はない。

　お互いにベッドに横たわりながら、じっくりとキスを深め、官能を高め合う。

　口づけがこんなにも悩ましくて気持ちいいものだとは……。

　和花菜はレオンの張りのある胸に手を当てた。熱い鼓動が伝わってきて、胸の奥がきゅんと疼く。

　自分の身体が浮くほどキスに耽り、レオンの唇の虜になった。

　まるで恋人同士のキスのように甘美な幸せが身体中に広がっていく。

「和花菜は、キスが気に入ったようだね」

　レオンが和花菜の桜色の唇をぺろりと舐め、和花菜の唇を舌先でくすぐった。

　誘惑に負けて誘い出された舌は、レオンの舌にあっけなく絡め取られ、ねっとりと淫らに交わり合う。

　どちらの唾液か分からなくなるほどヌルつく舌が、互いの唇の先で、思うまま奔放に絡み合う。

　時折、太長い舌が侵入し、和花菜の口蓋をくすぐり、舌の根をきつく吸う。

　繰り返される濃厚な口づけに、和花菜の唇がふにゃりと柔らかくなり、反対にありとあらゆる肌がレオンに触れて欲しくて、張り詰める。

「んっ……、あふっ、んっ……」

　唇が蕩けてしまいそう。

　どれだけ長い間、舌を絡め合っていたのだろう。レオンは先に急ぐ気はないようだ。たっぷりと時間をかけて和花菜との口づけを堪能している。　

　口の端から溢れた唾液が、耳朶の方にまで流れ落ちた。もったいないとばかりに、耳朶ごとレオンの口に含まれ、じゅ、っと吸われる濃蜜な感覚に、和花菜の秘めやかな芯が熱くなった。

　――はやく、もっといっぱい触れて欲しい。

　我慢できずに、レオンの身体に、背をしならせるように肌を擦こすりつけた。

　すると耳を甘噛みしていた唇が、かすかな笑みを浮かべた。まるでその合図を待っていたかのように、和花菜の頬を包んでいた手が離れ、シルクのローブの紐をさらりと解く。

　胸元の袷あわせをそっと左右に開かれ、小ぶりだが程よく盛り上がった形のいい乳房を包まれた。

「可愛い」

「ひうんっ……」

　その瞬間、待ち焦がれていた甘い悦びに全身が打ち震えた。大きな手のひらにすっぽりと包まれ、やわやわとその張りを堪能するように揉みしだかれれば、熱い疼きが下腹部にじんと灯る。

　ふくらみかけた蕾のようにぷっくりともたげた乳輪の先には、乳首がぴんと尖っている。太い指にきゅっと根元を摘ままれると、鼻から甘い啜り泣きが漏れた。

　──お願い。焦らさないで。もっともっと触れて欲しい。

　和花菜の秘めやかな芯がじくじくと疼きを増す。

　自分でも恥ずかしいほど、レオンにありとあらゆる場所を触れて欲しくてたまらない。彼の指に弄ばれて、溺れるような快感を味わいたい。

　レオンに拓かれた身体は、たった一晩でこんなにも快楽に弱く変わってしまったらしい。今はただ、何も考えずに、レオンの甘い愛撫に蕩けたい想いで一杯だった。

　レオンの手が乳房から離れ、下に滑り落ちる。指先が羽のように触れるのが切なくて、和花菜は思わず、啜り泣いた。

　もっと敏感な場所に触れて欲しい。甘い愛撫を与えて欲しいのだ。

　なのにレオンは指先でくるくると円を描きながら、ゆっくりと、焦らすようにくぼんだ臍に近づけていく。

「んっ、れお……、もっと、もっと、下に……っ」

　レオンの手の動きがもどかしくて、駄々っ子のように、いやいやとシーツの上で身悶える。

「下に？　どこに触れて欲しいの？」

　分かっているくせに、意地の悪い悪魔のような声が降ってきた。

　和花菜は涙目でレオンを見上げた。

　身体が熱く火照っている。早くこの熱を冷まして欲しいのに。

　愛液さえも待ちきれずに、とろとろに溢れてしまっている。

「今日は僕がいなくなった後、一人で触れていただろう？　ん？　昨日だけでは足りなかった？」

「──っ」

　その言葉に、息を呑んだ。

　レオンは知っているのだ。どうしてだか分からないが、私がレオンを想いながら一人で背徳的な行為をしてしまったことまで知っている。

「言ったろう？　和花菜のことならなんでも分かる」

　恥ずかしい……。

　なのに、身体はレオンに可愛がって欲しくて、足の間がじくじくと脈打っている。秘めやかな蕾が蜜を湛えてひくりと花開くのを感じた。

　はしたなく雄を誘うように愛液を零し、甘い芳香を放っている。

「ああ、男を虜にする香りだ……。ほら、どこに触れて欲しいか、自分で触ってみて。でないと分からないよ」

　──意地悪だ。

　レオンの指先は臍のあたりを焦らすように彷徨っている。

「……ねがいっ、ここに……。触れて……」

　もどかしくて、レオンの手のひらを秘所の上にあてがった。レオンは、くすりと声を漏らして、しっとりと濡れた和にこ毛げを甘く撫でる。

「ここ？　やわらかで露を含んでいて愛らしい。指にしっとりと巻き付いてくる」

　レオンは花弁の上の和毛を指先でくるくると弄ぶ。ときどき、縦筋をそっとなぞり上げると、和花菜の体の奥がぞくぞくと疼いて甘い喘ぎを漏らしてしまう。

　レオンの焦らすような指技に蜜孔から蜜がとろりと零れ、快楽の芽がもどかしそうにひくひくと戦慄く。

「やぁっ……、そこ、ち、ちがうのっ……」

「じゃあ、どこ？」

　指先で、秘唇をゆっくりと何度もなぞられた。甘い焦らしに、とろとろとはしたなくも蜜がとめどなく溢れ出る。

　──早く、触れて……。

　求めているものを分かっていながら、お預けされてしまう甘い拷問に、狂おしいほど花芯が疼く。

　和花菜は、またしても、むずかるように首を振る。

「しようがない子だ。どれ、どこに触れて欲しいのか、じかに見てあげよう」

「やぁぁぁっ……」

　ぐいっと片手でなんなく両の太腿を顔の上に持ち上げられた。秘所どころか後孔のすぼまりまで、レオンに丸見えになってしまう。

「綺麗だ。しみひとつない真っ白な肌に、薄桃色のみずみずしい花びらが綻んでる」

　ふっと吹きかかった吐息にさえ、ひくりと花弁が震えてしまう。

　金色に燻るレオンの瞳で、あられもない秘所をじっとりと見つめられ、じんじんと灼けつくような熱が灯る。

　見られて余計に感じるなんて、自分はいやらしく塗り替えられてしまったのだと悟る。

「ほら、どこに触れて欲しいの？」

　これ見よがしにレオンが言う。

　じりじりとした視線を秘所に感じ、和花菜はそれだけで、蜜を溢れんばかりに零してしまう。

「こんなに垂らして、堪え性がないね。シーツがびっしょりになってしまうから、蓋をしてあげよう」

「ひゃん……っ」

　つぷり、と泉のように蜜の溢れるすぼまりに中指を差し入れられた。

　瞬間、子宮の奥がきゅうんと締まり、レオンの指を嬉しそうに咥え込んだ。

「ふ、きついな……。夕べ僕のものであんなに突いてあげたのに、ココはもう僕を忘れてしまったようだね。いけない子だ。もっと柔らかくしなければ」

　指をぐりっと回され、ぬぷぬぷと出し入れされた。たっぷりと濡れそぼった蜜洞は、レオンの指をなんなく根元まで呑み込み、きゅっと締め付ける。

「あっ、やぁっ……、そんなところ……」

　真っ白いお尻を丸見えにされ、淫らにも露になった秘壺に指を突き入れられている。

　レオンだけに触れられた奥。抜き差しされるたびに尻肉がひくひくと震える。

　尻肉だけではない。

　敏感な秘玉は、和花菜でもその存在を大きく感じるほど、ぷっくりと芯を持ち膨れ上がっていた。

　解放されないもどかしい疼きを抱えたまま、内側からぐちょぐちょに責められては堪らない。

「いいね。ココは思い出してきたようだよ」

「ひゃ、あんっ、あん……、あぁぁぁっ……」

　和花菜は、屋敷中に響いてしまうような嬌声を上げた。もう、誰に聞こえようとかまわない。

　ぐずぐずと泣きながら、懇願する。

　なのにレオンは、触れて欲しくて堪らない敏感な花芽には、触れようともしない。

　指をさらに二本に増やし、内側から秘芯の裏側をねっとりと抉るように抜き差しする。そのたびに、くちゅ、ぬちゅっと和花菜の蜜壺からはしたない音が漏れる。

　音だけではない、どこからか、さらさらした液体がぴゅっぴゅっと吹きこぼれた。

「気持ち悦さそうだ。汐しおまで垂らして」

「ふぁっ、あん、あんっ……、れお、れおんっ……」

　──あまりの喜悦に、涙声になる。

　媚肉が指を差し入れられるたびに、ひくひくと甘く絡みついて、じかに触れられてもいないのに、秘玉が灼けつくように熱い。

　熱くて苦しい。

　もどかしくて何も考えられない。このままでは、脳がふやけて蕩けてしまう。

　狂ってしまいそうだ。

「和花菜のココが、赤く色づいてきた。舐めたら美味しそうだね」

　レオンが和花菜の膝裏を持ち上げたまま、秘めやかな場所に顔を近づけた。長い舌を花びらのあわいに差し込んで、ねっとりと嬲られた。

「ひやぁぁぁん……っ」

　ぞくぞくとした快感が駆け上った。生温かな舌先が肉襞に差し込まれたまま、じとりと這い上る。

　生き物が這っているような、初めてのその感触に、息をするのもままならない。

　こんなの知らない。指とは違う。生温かくて、ぬめぬめしていて、なんて気持ちいい……。

　ああ、あとちょっと。

　ほんのわずか上に舌を動かせば、もっとも触れて欲しい敏感な花芽が潜んでいる。

　レオンの舌で可愛がられたら、どんなに快感が溢れ出ることだろう。

　期待で、ひくひくと秘所が戦慄いた。

　なのにレオンの舌は、敏感な秘芯まで到達することなくまたゆっくりとなぞり降りる。

　快楽の際まで押し上げられて、堕とされる。

　何度もそうしてやわ襞を行き来され、和花菜は期待と失望がない交ぜになった。

　しどけなく蜜を滴らせ、いきみたいのに抑えられる。我慢できずに、蜜壺があられもなくぱくぱくとエサを求める鯉の口ように開いたり閉じたりしているのが分かる。

　もうだめ、もうだめ──。

　レオンが欲しくてたまらない。レオンに愛撫されたい。くりくりと捏ね回してほしい。ぐちょぐちょにして満たしてほしい。なのにレオンは私の欲しいものをくれない。

「ほら、どこが悦いのか言わないと……」

「れ、れお……、おかしく、なっちゃう。も、もっと、上、なめて……」

　そんなことをせがむなんて、自分で自分が信じられない。

　快楽とはまるで禁断の果実のようなものだ。和花菜の心の片隅に小さな実をつけ、どんどん膨れ上がって、いつの間にか、理性を食い尽くしてしまう。

　それでも懇願せずにはいられなかった。もっと甘い愉悦に溺れさせてほしい。感じたことのない忘我の境地にさらって行って欲しかった。

「もっと上？　ここかな……」

　レオンが片手の指で花弁をいやというほど押し開いた。

　ぱっくりと割れた花びらの奥が空気に晒される。それまで潜んでいた陰核が露になり、無防備にもレオンの目の前に晒された。

「ああ……。ようやく見つけた。ここにあった。和花菜の桃色の雌め蕊しべが、甘そうな蜜を湛えているよ」

「──っ……」

　その艶めいた声に、快感に打ち震えた。

　指で押し開かれ、剥かれて敏感になった淫核が、レオンの低く振動する声音にじぃんと甘く疼く。

　とろとろと蜜が溢れて、ぱっくりと剥き出しにされただけで、軽く達してしまう。

　もうどうなってもいい。

　レオンの舌先が、甘蜜を掬い上げた。そのままやわ襞をねっとりと味わいながら、ゆっくりとなぞる。

　その動きが永遠にも感じられた。

　これ以上、焦らされれば、きっと死んでしまう。和花菜は堪えきれずに尻をくねくねと揺らした。

　とうとうレオンの舌が、割れ目の上に到達した。熱くぬめる舌先で、包皮を剥かれ、赤く腫れ上がった淫核をぬるっと押し潰された。

「ひぁあぁっ────……」

　焦らされ続け、限界まで膨れ上がった熱が一気に破裂した。

　待ちに待った強すぎる悦楽に、脳芯に閃光が走り、身体中があっという間に粉々になった。　

　ぴゅっぴゅっっと蜜を吹き零し、はしたなく尻が痙攣する。世界がひっくり返ってしまったかのようだ。快楽の波が次から次へと津波のように襲ってくる。

「ふ、すごいな……。でもまだこの先がある。イきながら、またイくといい」

　快楽の坩堝るつぼの真っただ中にいる和花菜は、レオンが言った意味が分からない。

　まだ絶頂の奔流にあるというのに、ひくつく秘芯をぬめった舌でこりこりと左右に揺さぶられた。

　熱い舌が秘玉に触れただけで、甘い痺れが突き抜け、幾度となく達してしまう。

　舐められるたびに、何度もイってしまい、媚肉を戦慄かせながら身悶えする。

　もう限界だった。

　なのにレオンは、舌先で秘玉の裏筋を舐め上げ、ちゅうっときつく吸い上げてきた。

「くぅ……ッ、あぁ──……っ」

　痛烈にも似た愉悦の大波が押し寄せてきた。

　頭が真っ白になり、精も根も尽き果てたように、声も出せずに喉の奥と蜜口が、示し合わせたかのようにひくひくと共鳴する。

　愛蜜がとろとろに零れ、秘所がはしたないほどびっしょり濡れて、打ち震えている。

　指先まで駆け巡る法悦の余韻に、全身が弛緩して、身体の中がすべて蕩けだしてしまったようだ。

　手足がどろりとした液体のように重たくなる。

「あ……、も、許して……」

　レオンが愛液で濡れた唇を親指でぬぐいながら、艶めいた微笑みを見せた。

　力を失ってベッドに身を預けた肢体から、太腿を軽々と掬い上げる。和花菜は力なく、彼の望むまま、肉体を大きく割り拓かれた。

「いい子だね。和花菜がそれほど感じてくれて嬉しいよ。和花菜を僕好みに仕込むのは楽しい」

　レオンが甘やかすように言う。

　まるで自分はしつけられた愛玩動物だ。もうそれでもいいと思ってしまう。

　一度蕩けた理性は元には戻らない。むしろ心も躰もレオンに満たされたがっている。　

「もっと僕を感じて。夕べの僕の形を思い出してごらん」

　腹につきそうなほど、レオンの太くそそり立つ男根が、とろとろにぬかるんだ蜜口に押し当てられた。昨日よりもさらに大きい気がする。

　あまりの質量に逃げそうになる腰を動かないように、ぐっと掴まれる。

「……ぁ……っ、おっきい……。ムリ、入らなっ……」

「それは誉め言葉かな？　昨夜は挿は入いっただろう？」

　レオンが苦笑しながら腰をずいっと押し進め、ぬぷ、と音を立てて熱い肉塊を沈み込ませてきた。見下ろされた瞳には、紛れもない雄の情欲が浮かんでいて、与えられる快楽が途端に濃度を増した気がした。

「ひ……ぅんっ」

　二人の性器が密着して繋がり合う。

　昨夜、暴かれたばかりの未熟な隘路を押し開いて、ずずっと音が立つほど無遠慮に、獰猛な雄槍が挿入された。

　どくどくと脈打つ太い剛直が、和花菜の狭い隘路を満たしていく。

　ずんっと最奥を突かれれば、それだけで達してしまう。

「んっ……、奥、だめ……っ」

「だめじゃない、奥が好きだろう？」

　レオンしか触れられない密やかな場所。熱い肉塊が子宮口にまでめり込んでいる。

　和花菜は堪らずにレオンに縋りついた。

「ん……、よしよし、そんなに気持ちよかった？」

　和花菜はこくこくと頷いた。

　やっぱり、レオンが好きなのだ。ずっと何ヶ月も遠くから見つめて憧れていた。酷くされても、この気持ちに嘘などつけない。

　オークションで落札したのがレオンでよかったと思ってしまう。　

　和花菜の気持ちはすぐに身体に伝わった。レオンを包み込んでいる場所がきゅんっと締まって熱棒を締め付けた。

「──っ、わかな、不意打ち……」

　レオンの冷静だった声が上ずった。ぶるりと胴震いしたかと思うと、和花菜の蜜洞を勢いよく嬲り始めた。

「はっ、やっぱり、たちが悪い。うっかりしてると、僕を堪らなく掻き乱す……」

「ひゃんっ」

　突然荒々しく突き上げられた。奥を身体ごと揺すられて、胎内の快楽が撹かく拌はんされていく。

「んっ、んっ、れおんっ……、そんなに動いちゃ……」

「──動きたい……。和花菜のここ、熱くて気持ちいい」

　和花菜の胸がきゅんとなる。昨日、後ろから辱めるように抱いたレオンとは違う。

　ありのまま、素直に自身も快感を享受しているように思える。

　額に汗を浮かべながら腰を揮っているレオンからは、昨日とは違う、素の色香が漂い、和花菜はそんなレオンがとても愛しいと思った。

「あ……、おくっ、太いのがあたって……」

「くっ、蕩けそうだ……」

　一瞬、レオンが自分の気持ちを代弁したのかと思った。熱棒で蕩けてしまいそうなのは、自分の方だ。なのにずるりと雁首が引き抜かれれば、やわ襞が離すまいと絡みつく。雄槍を呑み込むたびに媚肉が嬉しそうに甘く収斂する。

「ひゃぁんっ──……」

　快楽の泉のような深いところを、レオンのみっしりした雄が何度も何度も突き上げてきて、蕩け出した興奮がしゅわしゅわと泡立った。

　ああ、レオンからきっと離れられない。

　そう直感する。レオンと自分を結び付けているのは、この淫らなひと時だけだ。

　レオンの性欲を満たすだけの相手。　

　それでも、二人の交わし合う吐息と、蜜を弾きながら肌を打つ音が、深いところで繋がっているような気持ちにさせる。

　レオンの淫靡な汗の匂いに包まれて、和花菜はいっそうその思いを強くした。

　寝転がっただけでは音もしないであろう高級なベッドが、壊れてしまうのではないかと思うほど、レオンの激しい抽挿にぎしぎしと唸る。

　女として拓ひらかれた身体は、女として求められることで悦びを感じている。

　和花菜の思考も体温さえも、すべてレオンと一つになって蕩けていく。

「和花菜……可愛い、堪らない……ッ」

　レオンの甘く低く掠れた声を聞き、胸の奥がキュンとなる。

　ふいに覆いかぶさられて、口づけをされた。咥内もレオンで一杯に満たされる。

　この口づけに深い意味なんてない。

　ただレオンの官能を引き出すための口づけだと分かっていても、和花菜は甘い感覚に耽溺する。

　レオンが好き。もっとレオンを感じたい……。

　口づけは宥めるように、これ以上なく甘く動く。

　なのに、張り出した肉槍で、ねっとりと弱いところを抉るように荒々しく穿たれる。

　上と下で淫らに深く繋がれば、未熟な和花菜はもうだめだった。

「──かな、おいで、いっしょに……」

「れおんっ、れお──……」

　──気持いい。キモチイイ……。

　穿たれた腰の奥から、今まで感じたことのない、恍惚と快感が一気に膨れ上がって──。

　胎の中のレオンの肉茎をきゅうぅんっと締め付けた。　

「──っく、……ぁ、射精でる……ッ」

　レオンの掠れた唸るような声が響いたとき、繋がりの奥深くで肉塊がどくんと脈打った。子宮の奥が、沸騰しそうな程の熱に包まれる。　

　雄槍が和花菜のナカで、びくびくと痙攣しながら熱い欲望の迸りを吐き出していく。

「いっぱい、射精だすよ……」

　子宮を余すところなく満たす熱に、全てが蕩け出すような感覚を覚え、あえなく絶頂に達してしまう。

「あぁっ……、レオン──……」

「──っ、わかなッ」

　レオンの汗が滴った。何度かぶるんぶるんと腰を揮い、一段と挿入を深くして、たっぷりと和花菜の奥に熱い白濁を注ぎ込んでいく。

　薄い膜などつけていない。なんの隔たりもない、生のレオンの感触。

　最後の一滴まで迸らせた後、レオンの汗ばんだ体がどさりと和花菜の上にのしかかってきた。

　和花菜の身体をぎゅっと抱きしめる。

「いい子だ……和花菜。最高に気持ちよかったよ……」

　情交の余韻の覚めやらぬ熱い吐息が、和花菜の鼓膜を艶かしく揺さぶった。

　男として満足したのだろう。根元までぎっしり埋まっていたモノを、ごぽりという音とともに引き抜いた。

　とたんに和花菜のナカは空っぽになった。たっぷり注がれた白濁でさえも、後を追うように、どろりと蕩け出る。

　そうだ、自分は──。

　和花菜の心が空虚に包まれた。

　満たしていたものがなくなれば、そこは空っぽになる。繋がっていたのはほんのいっとき。

　自分がただ、レオンの欲望を満たすだけの淫らな存在なのだということを思い知らされた。







第六章　甘い温もり








　鎌倉の屋敷に来てから、ちょうど一か月が過ぎた。

　レオンは、連れてきたときに和花菜に言い渡したように、表向きは、婚約者として接してくれている。そのせいか、お手伝いさん達は、和花菜をどこかのご令嬢で、ゆくゆくはレオンと結婚して英国についていくものだとでも思っているようだ。

　本当は違う。もう、自分は社長令嬢でもなんでもない。

　兄にオークションに出品され、いわば、借金の形かた同然に買われたというのに、この待遇は破格ではないか……、レオンにとって自分を買ったことは、いったいなんのメリットがあったのだろうかと首を傾げる。

　冷静に考えれば、レオンほどの人なら、オークションで調達するほど、女性に困っているはずはない。その見た目にもあれほどの魅力があり、ましてや裕福なＣＥＯだ。

　自分のスマホで改めて検索すると、海外の経済ニュースサイトから、ゴシップ紙に至るまでレオンの情報が幅広く掲載されていた。

「すごい……」

　それだけ注目を集めている人なのだろう。

　若き経済界のリーダーとして紹介されているサイトもある。さらには独身だということまで強調されていた。

「その情報、必要なの……？」

　海外の女優やセレブタレントの中には、あからさまにレオンと付き合いたいと熱いラブコールを送っている人もいて、なんだかむっとする。

　べ、べつにレオンに嫉妬しているわけじゃない。あまりにも彼女たちがお金目当てなのがあからさますぎて……と思ったところで、はっとする。

　お金だけじゃなく、その外見も、人柄も魅力的なことに思い至る。

　でも、でも、レオンはお金で女性を買う人なんだから、彼女たちは考え直したほうがいい。ベッドでもすごくエッチだし……。

「――はぁ……」

　いったい誰に張り合っているのか、不毛な気持ちになった。それでもレオンのことが書いてある記事が気になって読まずにはいられない。

　あるゴシップニュースの中には、レオンの婚約者候補と噂される女性がずらりと並んでいた。その中には最有力候補として、古くからレオンの家とも親しくお付き合いのあるロンドン在住の貴族の女性もいる。

　すごいな……。婚約者候補が貴族なんて、お嬢様育ちの和花菜にしても住む世界が違う。

　こういう女性がレオンには釣り合うはずだ。

　それでもインタビューの中で、レオンが好きなタイプの女性は？　という質問に、日本人のように可愛くて思いやりのある女性、と答えていたのにはびっくりした。

　ほわりと心の温度がいくぶん上がった気持ちになる。

　でも、日本人の女性がタイプだからってなんだというの？　

　一喜一憂してばかみたい……。これ以上、見るのはやめよう。

　和花菜がスマホを閉じようとしたとき、違うニュースが目に入った。

　兄の会社がレオンに買収されて、経営が上向いているという。

　そもそも兄の会社は、兄が社長を引き継いだ後から、業績が悪くなり経営破綻寸前だったようだ。それがレオンの会社に買収されたことにより、経営が安定し、社員もリストラされずに済んだという。そのニュースサイトのエコノミストは、この買収はレオンの思いつきではなく、その業界への足掛かりとして、用意周到に計画されていたものだろうと締めくくっていた。

「私を買ったのは、なにか会社の取引と関係があったのかな……」

　それでも、和花菜にはレオンの本心が分からない。

　この先、和花菜をどうするつもりなのかも見えないままだ。

　でも、自分で買われることを選んだのだ。

　だから、この状況を嘆いたりはしない。それにレオンが大切にしてくれているせいで、和花菜はこの屋敷で居心地よく暮らせている。

　意外にも、自分がこの生活にとてもなじんでいることに気がついた。

　日中は、庭師さんを手伝って、薔薇の手入れをしたりして過ごしている。花屋では切り花の取り扱いだけだっただけに、土から花のことを学ぶのも勉強になる。

　それに随行のボディーガードはいるけれども、最近はレオンから外出の許可も出たのか、車で鎌倉市内や、横よこ浜はままで買い物に出たりして気分転換もしていた。

　家にいるときは、手の空いているお手伝いさん達に教えながら、屋敷の中に飾るフラワーアレンジメントを作ったりした。

　そのせいか、いつのまにかこの屋敷の中が、和花菜がアレンジした花だらけになり、レオンは帰ってくるたびに苦笑している。

　レオンはといえば、丸の内のビルから鎌倉まで、高速が渋滞すれば、二時間近くかかるときもあるというのに、どんなに遅くても鎌倉まで帰ってくる。

　家に帰るとすぐに和花菜のいる部屋にやってきて、ほっとしたように目を細める。

　自分が逃げ出していないか心配しているの？

　なんとなくその瞳には、愛情みたいなものが混じっている気がして、心を揺り動かされてしまいそうになる。

　──いいえ、愛情じゃない。愛着かも。

　自分が育てた仔猫に対するような気持ちなのかもしれない。

　それでも、初日に抱いた印象のような、支配的な感じと違うレオンに戸惑ってしまう。

　そして、必ずといっていいほど、夜ごと和花菜を甘く抱く。

　買われたからには、それが和花菜の本来の仕事なのだ。

　そう思って心だけは切り離そうとした。それでも女性は、心と身体がセットになっているらしい。どんなに心を切り離して遠くに置いたつもりでも、レオンの優しい愛撫と情事の甘さに溺れてしまう。

　抱かれているときは、心までもレオンに晒してしまうのだ。

　──レオンが好き、という気持ちが溢れてくる。

　お手伝いさん達も、二人が夜ごとに睦み合っているのを知っているのだろうか。

　朝食は高倉さんが、そっと隣の部屋に運んでおいてくれるのだが、朝は二人で食べることが日課になっていた。

　今朝だって、バターたっぷりのクロワッサンをいっぱいイけたご褒美だよ、といって小さくちぎって食べさせてくれたりする。

　……たぶん、レオンにとっては、ただの愛玩動物への餌付けぐらいにしか思われてないのかもしれない。

　夜にレオンに濃厚に抱かれた後、朝方にも、寝室にある露天風呂にまで抱き上げられて連れて行かれてしまった。身体を泡だらけにされて綺麗に洗われると、朝だというのに、お風呂の中に甘い雰囲気が立ち込める。二人で入るには広すぎるほどなのに、なぜか密着され、たちまちレオンと向かい合わせに抱っこさせられてしまう。

『和花菜、自分から挿れてみて』

　寝室の露天風呂は、全てガラス張り。景色がよく見えるように磨りガラスにせずに、透明なガラスのまま。木々に囲まれて誰にも見えないとはいえ、恥ずかしい。

　それでも、レオンの広い肩に掴まってゆっくりと腰を沈めていく。幾度となく抱かれた蜜洞はレオンの形を覚え、逞しい肉槍をぴたりと呑み込んでいく。

　──僕好みに調教する。

　その言葉どおり、和花菜はレオンに開発されていった。夜ごと抱かれた身体は、レオンに触れられれば、たちまちじわりと潤むほどに変化していた。

　たっぷりと全身を手や口で可愛がられる愛撫に身悶え、時にはレオンから淫らなフェラチオまで要求された。

　しかも、たっぷりと中出しされた後の、蜜と白濁の絡みついた淫猥な肉茎。

『舐めてごらん──』

　頭がぽうっとなった和花菜は、レオンに言われるがまま、とろとろになった肉棒を舐め上げた。

　愛液とレオンの濃厚な白蜜の背徳的な味は、和花菜の興奮を掻き立てていく。

『もっと淫らにしたい』

　レオンは和花菜の口の中で、自分にも快楽を与えるように動き始めた。

　咥内で膨らむ太くて硬い熱。

　レオンをこんなにも昂らせたのが、自分だということに、じんと胎の奥が甘く疼く。

　亀頭を咥え込ませたまま、口内に吐精したレオンは、さらに和花菜にありえない要求をした。

『そのまま飲んでごらん。僕の味を覚えて──』

　濃厚な白濁を嚥下したときは、ぞくぞくするような興奮を覚えた。

　逞しい雄からびゅくびゅくと吐き出された精を甘やかに感じるほどに、淫らになってしまっていた。

『いい子だ──。よくできたね。僕の和花菜……』

　ただレオンに、褒められるのが嬉しくて──。

　愛されなくてもいい。ずっと可愛がられたい。

　これからどうなるのかと思うと、言い知れない不安に押し流されそうになる。

　だけど今はただ、レオンと一緒にいられるだけで、束の間の幸せを噛みしめていた。





＊……＊……＊






　数日後の夕方。

　和花菜は、離れの建物で花と格闘していた。

　フラワーアレンジではなく、久々に華道流に花を活けているのだが、なかなかその形に納得がいかない。何度も活け直していると、後ろから艶のある低い笑い声が聞こえてきた。

「部屋にいないから、どこかと思ったらここにいた」

　珍しく早く帰ってきたレオンが、戸口にもたれたまま、和花菜を見つめている。

「レオン！　お帰りなさ……い」

　和花菜は、待ちわびていたかのように声が上ずらないように気を付けた。なのに嬉しげに瞳が輝いてしまう。

　ここのところ、ずっとレオンの帰りが遅くて、夜は先に寝入ってしまっていた。たぶん、ベッドに寝た形跡があるから、確かに帰ってきていたのだと思う。それでも、目覚める頃には姿はなくて、朝早く出るレオンと完全にすれ違いになり、ずっと会えないでいた。

　一目見た途端に胸に嬉しさが溢れて、自分の単純な心が恨めしくなる。

　──違う違う、嬉しいわけじゃない。

　仕事が忙しそうだったから、元気そうな顔が見られてほっとしただけ。

　心の中で、そう言い訳する。なのに──。

「ずっと会えなかったね。寂しかった？」

　近寄ってきて、ぎゅむっと抱きしめられた。頬に押し付けられた胸から、レオンの温もりが伝わってきた。レオンのコロンの香りと、少し汗ばんだ男の匂いにきゅんと胸がくすぐられる。

　でも、素直に寂しかったとは言えない。

　それは、お金で買われた自分が言うセリフじゃない。いわば、レオン専属のセフレのようなものなのだ。割り切らないと、自分が惨めになる。

　それでもレオンはずっと和花菜が憧れを抱いていた人だ。

　その人から与えられる温かな抱擁に、普段は心の奥に閉じ込めている気持ちが流れ出てしまいそうになる。

「今から一緒に出かけよう」

「えっ？」

「……支度しよう。おいで」

　ぎゅっと手を握られて庭を横切り、まるで恋人同士のように母屋に戻る。

　屋敷の中でも、レオンは手を繋いだままだ。すれ違った高倉さんが、これまた微笑ましく見守っているのが、いたたまれない。

　部屋に戻ると、レオンは勝手に和花菜のウォークインクローゼットに入ってきた。

「うーん、今日は、このワンピースがいいな。僕も向こうで着替えてくるから、和花菜も準備しててくれる？」

「はい」

　レオンが見繕ったのは、外出用の淡いローズ・ピンクのワンピースだ。ノースリーブで、少し胸元が深く括れている。膝が隠れるようなシックでちょっと大人っぽいワンピースだった。

「和花菜、着替え終わった？」

　顔を覗かせたレオンは、黒のチノパンに、白いコットンシャツ、それにカジュアルなジャケットを羽織っている。

　……うっ、かっこよすぎる……。

　何気ないシンプルな服だけに、着ている人の素材の良さが余計に際立ってしまう。まるでお忍びで日本に来ているどこかの国の王子様のようだ。絶対に間違えられる。

　きっと花屋の店長がここにいたら、大騒ぎするだろう。激レアなレオンの写真を撮って店長会議で自慢をするかもしれない。

　いつも身体にぴったりと誂えられた三つ揃えのスーツを着こなしている仕事モードの時とは違う、ちょっとだけ素のレオンに二人の距離が近くなった気がして、ときめいてしまう。

　それに引き換え……と和花菜は自分の姿を鏡で振り返った。

　……レオンと比べると、貧弱だ。着痩せするせいで、胸の盛り上がりもイマイチで、女性らしさに欠けている気がする。

　百八十五センチをゆうに超えるレオンに対して自分は百六十センチあるかないかだ。身長だって釣り合わない。

　レオンの隣には、前にネットで見た婚約者の最有力候補と言われている女性が相応しいだろう。そう頭では分かっているのに、自分でもよく分からない感情が生まれてくる。

　羨ましいのだろうか。

　レオンに愛される存在になれることが。

「ん？　和花菜、どうしたの？　出かけられる？」

「あっ、はい。大丈夫です」

　鏡を前に固まっていた和花菜を見て、不思議そうに声をかけてきたレオンに、慌てて返事をする。素材が彼女たちに負けているのは、仕方がない。

　それでも、高倉さん達は、私をシンデレラのようだと思ってくれている。

　はたから見れば、裕福で見目麗しいレオンのような男性に見初められれば、誰しもそう思うだろう。しかもレオンのお母様は旧華族の流れをくむ家柄で、外交官をしているお父様は英国貴族だという。正真正銘の貴公子だ。

　それがいったい何の酔狂で和花菜をオークションで落札したのだろう。

　レオンがよく分からない。お金持ちの気まぐれなのだろうか……。

　今の和花菜は、マッチ売りの少女みたいなものだ。

　マッチの中の幻想にいっとき、紛れ込んでしまっただけ。夜ごとマッチをこすって幻想を見ていれば、きっといつかマッチは空になる。

　そのとき、私はどうなるのだろう……。

「和花菜、可愛い。よく似合うよ。春に咲くみずみずしいピンク・ローズのようだね」

　さすがは、素が英国人だ。さらりと褒め言葉が出てくる。女性を褒めることがエチケットだと分かってはいても、うなじのあたりがくすぐったくなって、ほんのりと頬を染めてしまう。

「あ、あの……、これからどこに行くの？」

「うん、今夜は風もなくて天気も良さそうだし、海に行こう」

「海？　鎌倉の？」

　和花菜の問いには答えずに、何かを含むように柔らかく微笑み返すと、レオンは和花菜の剥き出しの肩にコットンのカーディガンを羽織らせた。

「海風で冷えるといけないから。さ、行こう」

　何気なく差し出された手に、ためらいながら手をのせた。指先が触れ合った瞬間、ぎゅっと握り込まれて、すぐ近くに引き寄せられる。二人で並んで階段を降りるときも、握られた手から温もりが伝わってきて、思わずレオンを見上げると、ふわりと目を細めて見つめられた。

　なんで？　どうして本当の婚約者のような態度を取るの？

　使用人に怪しまれないように？

　案の定、高倉さんがどこからともなく現れて、意味ありげに微笑みながら行ってらっしゃいまし、と送り出してくれた。

　玄関の外は、微かに初夏の涼やかしさを感じた。余計に繋がれた手が熱く感じてしまう。

　もう見ている使用人はいないから、手を解いてもいいはずなのに、レオンはずっと和花菜と手を繋いだままだ。

　まるでほんの少しの間さえ、離れがたい恋人同士のように……。

　──違う違う。

　和花菜は、その妄想を追いやった。

　レオンは英国育ちだから、こうして女性をエスコートするのがエチケットなのよ。

　ただそれだけ。深い意味はない。

　繋がった手から伝わってくる温もりから意識を外そうとしてみたけれど、やっぱりその手は和花菜の胸の奥にまであたたかさを伝えてきて……。

「さ、乗って」

「えっ？」

　心ここにあらずの和花菜は、声をかけられて我に返った。

　玄関の外の車寄せにはブルーの外国メーカーの高級車が停まっていた。

　初めて見る二人乗りのスポーツカーだ。流線形のボンネットの先には、銀色の馬が嘶いなないているレリーフが燦然と輝いている。車のことをあまりよく知らない和花菜でも、それが超高級車のマークだとわかる。

　いつもの黒の重厚な外車はどうしたんだろう？

　秘書の加々美さんの運転で出かけるのかと思っていたが、そうではないらしい。

　和花菜がきょとんとしたのをレオンが察したようだった。

「今夜は二人で出かけよう。僕が運転するから」

　レオンは、まるで恋人でもエスコートするように助手席のドアを開け、和花菜に座るように促した。

　スポーツカーに乗るのも、男の人と二人きりで車に乗るのも初めてだ。

　乗り込むときに、胸がやけにどきどきと高鳴る。車とはいえ、密室に二人……ということに意識がいってしまう。

　車の中はシンプルでありながら、男性的な内装だった。シートは華奢な和花菜をすっぽりと包みこんだ。まるで、男の人に後ろから抱きしめられているようで、ちょっとエロティックに感じてしまう。

　すぐに運転席に乗り込んだレオンが、いきなり和花菜の上に覆いかぶさってきた。

「ひゃっ……」

「ベルト……、締めるよ」

　なにをされるのかと思って身を竦めると、レオンが苦笑しながらシートベルトを引いて留めてくれた。

　勘違いしていた自分に恥ずかしくなり、膝の上でバッグをぎゅっと握って気を紛らわす。

　すぐに、ぶるんと重低音の小気味いいエンジン音が鳴り、するりと車が動き始めた。

　……ふぅ。私ったら、ドギマギしすぎ。

　それでも、こうして二人で外出するのも初めてだ。なにより、それが嬉しくて、どこに連れて行かれるのだろうかとワクワクした気持ちになる。

　これでは、まるで女子大生の初デートだ。

　和花菜は女子高からエスカレーター式の女子大に入ったせいか、さほど男性には免疫がない。大学に入っても、習い事をしていた和花菜は特段、他大学の男子学生と交流できるサークルにも入っていなかった。

　そのことを強く後悔する。

　もっと男性に対して、免疫をつけていれば、こんな風にシートベルトをされただけでドキッとしないだろうに。

　それに車の中で二人きりでも、何か話が弾むような会話だってできるはずだ。

　こんな面白みのない自分といて、レオンは退屈じゃないのかしら……。

　すぐ左側にいるレオンを意識して、ちらりと見る。

　ハンドルを握るレオンの横顔は、すっきりとした稜線を描き、いつまでも眺めていたくなるほど、端正な造りをしている。

　寛いだ様子で運転していながらも目は真剣で、なんだか新たなレオンの魅力を発見した気がする。　

　屋敷から離れると、車はカーブの多い坂道を下っていった。そのハンドル操作はなめらかで、彼が運転し慣れているのが分かる。

「緊張しなくてもいいよ。ちゃんと国際免許も持っているし、海外では、ほぼ自分で車を運転して動いているから」

　和花菜が言葉少なにしていたのを緊張しているとでも思ったのだろうか。レオンが声をかけてきた。

「あ、ううん。緊張していたわけでは……。こうしてレオンと出かけるのが初めてだなって思って」

「そうだね。日本での仕事もひと段落したし、今の仕事が軌道に乗ればロンドンに戻るから、日こ本こにいる間に、できるだけ楽しんでおきたい」

「えっ、ロンドン？」

　思いもかけないことを聞いて、上ずった声が出た。　　

　レオンがちらっと横目で和花菜を見た。すぐに目線を戻して、すっと前を見据えたまま言った。

「僕のビジネスの拠点はロンドンとニューヨークなんだ。日本は、たまたま……、ある用事があって来ただけ。それも済んだから、そろそろ向こうに戻らないと。ロンドンには待たせている人もいるし」

　返事をしようとしたけれど、口が動かなかった。

　今レオンが言ったとおり、日本にはたまたま仕事で寄っただけ。そして、たまたまオークションを見て、和花菜を落札したのだろう。

　和花菜のことも日本にいる間のお楽しみだけなのかもしれない。

　レオンの方は、自分との出会いにも、なんの縁も感じていないのだろう。

　彼は、セフレのような女性を求めて、セレブ御用達の闇オークションを利用した。ただそれだけだ。自分に執着しているわけではない。

　それにロンドンに待たせている人って誰なんだろう。

　心の中に、あのゴシップ記事が蘇る。

　レオンの婚約者として最有力候補のロンドン在住の貴族の女性。

　その人のことを言っているの……？

　もしかしたら、レオンがロンドンに戻るときがお別れなのかもしれない。

　自分は日本でレオンが来るのを待つだけの、愛人のような生活をするかもしれないのだ。

　そう思うと、浮足立っていた心が、暗い気持ちに墜ちていく。

  でも、それならば、レオンといられる時間を楽しめばいい。私は彼を喜ばせるための存在なのだ。

　和花菜はみじめになりそうな気分を変えようと、目の前の景色に気持ちを集中させた。

　フロントガラスに映る景色が、どんどん鎌倉から遠ざかる。どうやら由ゆ比いヶが浜はまの海沿いを逗ず子しの方に向かって進んでいっているようだ。

　今日の海は静かなようで、午後の光を受けて、水面がきらきらと輝いている。

　いったいレオンはどこに行くのだろう。

　少し走ると、海沿いの道路の向こうにヨットハーバーが見えてきた。柔らかな夕暮れどきの静かな港に、いくつもの白いヨットが並んでいる。

「もしかして……、葉は山やま？　ヨットに乗るの？」

「あたり。でもヨットじゃなくて、プレジャーボートなんだけどね。まだ食事の時間には早いから先にクルージングをしてから、夕食にしよう。マリーナには、うまいレストランもあるし」

　レオンが上機嫌で、和花菜の方に微笑みを向ける。

　さりげない笑顔まで、なんて素敵なんだろう。

　まるで恋人のようにプランを考えてくれるレオンに、心の中では嬉しくて、心臓が騒ぎ出してしまいそうなほどだ。

　でも、ペット同然に飼われている私が、こんな風に甘やかされていいのだろうか。

　──いいえ、レオンだって、仕事でストレスもたまってるんだわ。きっとただの息抜きよ。食事だって一人より、誰かとした方が楽しいもの。

「さ、着いたよ。お待たせ」

　オーナー専用、と書かれた駐車場に車を停めたレオンに促されて車を降りると、柔らかな海風が頬を撫でた。

　少しだけ肌寒さを感じで、和花菜はカーディガンを深く羽織り直した。

　すると、ふわり、とレオンのジャケットが肩にかかる。

「ごめん。やっぱり海の方は思いのほか空気が冷たいね。風邪を引くといけないから、それを羽織ってて」

　ピッとロックをかけて車のキーをポケットにしまうと、レオンがあたりまえのように和花菜の手をぎゅっと握って、ハーバーフロントにエスコートする。

　肩を包むジャケットの温もりがあたたかい。それでも、もっとレオンの温もりを感じたくて、和花菜は握りしめられた手を、小さく握り返した。

　それは和花菜にしか分からないほどの、ほんの小さな力だったと思う。

　なのにレオンが急に立ち止まった。

「レオン……？」

　和花菜がレオンを見上げようとしたとき、海の向こうで沈みゆく夕日の光をレオンの影が遮った。

「んっ……」

　ふいに、唇の上に柔らかな温もりが降りてきた。

　──キス、されている……？

「車の中で、ずっとこうしたかった」

　片方の手は繋がれたまま、もう片方の手が和花菜の頬をそっと包み込んだ。見下ろされたその瞳には、艶めいた色香が灯っているように見えた。

　顔を上向きにされ、唇がしっとりと深く重なり合う。

　このひとときを慈しむような優しい口づけに、頭が一瞬でぽうっとなっていく。

　いつの間にか、二人の舌が絡み合っていた。

　くちゅ、くちゅ……と蜜の弾ける音が、海風に溶けて和花菜の耳を甘く、くすぐっていく。

　触れ合う唇が、押しては返す波のように何度も何度も甘さを運んでくる。

　微かすかに交じり合う互いの吐息さえも、お互いの口の中で溶け合って消えていく。

　レオンの温もりが心地いい──。

　思わず爪先立って、自分から甘えるように強請ってしまう。

「んっ、レオン……」

　甘やかに動く舌に、口の中も、心も何もかも柔らかく蕩けたところで、最後にちゅ……と軽いリップ音を立てて、レオンの唇が離れていった。

　ここは外で、誰かが見ているかもしれない。なのにキスが終わってしまったことが、無性に切ない。

「和花菜、プレゼントだよ」

　思いがけず無造作にポケットから小さな箱を取り出した。レオンが蓋を開けると、夕日にきらりと光るものが取り出された。　

「おいで」

「あ……」

　和花菜の頭を抱き込むようにして、うなじに手を回された。降ろした髪の毛をそっと片方に寄せられたとき、指先がうなじを掠めてじんとした甘い痺れが伝わった。

　瞬間、首にひやりとしたものが触れてきた。

　胸元を見ると、細いゴールドのチェーンの先に、フラワーモチーフのペンダントが揺れている……。

「ど……して？」

「プレゼント。今日は誕生日だろう？」

「え？　たんじょうび……」

　一瞬、誰の誕生日だか分からなかった。ようやく今日が自分の二十四歳の誕生日だったと思い至る。

　母親が亡くなってからは、家族にも誕生日をお祝いされたことはない。お手伝いさん達が気をきかせて、ケーキを用意してくれただけだ。

　──だから、なのだろうか。

　私の誕生日をお祝いしてくれるために、早く仕事を切り上げて帰ってきてくれたの……？

「忘れてた？」

　レオンが苦笑した。

「さ、行こうか。サンセットクルーズを楽しもう」

　ありがとうも言えずに呆然としていると、レオンがまたぎゅっと手を握りしめてきた。

　どうしようもないほどの想いが心の中から溢れて胸が熱くなる。

　レオンに引かれるように一歩遅れて歩き出した和花菜は、その手をきゅっと握り返した。

　──離れたくない。離したくない。

　この甘い胸のときめきを言葉でなんか伝えられない。

　だから。

　せめて今だけは、二人を繫ぐこの温もりを共有していたかった。





＊……＊……＊






　その朝、幸せな夢を見た。

　小さな手に握られた大ぶりで淡いピンク色の一輪の薔薇。

　和花菜が急いで病院に持っていくと、母親が嬉しそうに口元を綻ばせて破顔した。

『まぁ、なんて見事な薔薇。和花菜ちゃん、いったい、この薔薇はどうしたの？』

　母親は目を丸くしながも、大好きな薔薇の香りを嗅いで、頬もうっすらと赤みが差している。

　なんだか、このまま母親が元気になるような気がして、和花菜は嬉しくなる。

『うん、大きなお屋敷のお兄ちゃんがくれたの。和花菜のママに持っていっていいよって』

『そうなの。これはすごくお手入れされて大切に育てられた薔薇よ。そのお兄ちゃんにお礼を言わないとね』

　うん、そうだね……。

　和花菜は母親のベッドにもたれて、母親の子守唄を聞きながら心地よい眠りについた。




　……かな。

「ん……、ん？」

　和花菜は幸せな気分のまま、ゆったりとした気持ちで寝返りを打った。髪の毛を梳くように撫でられて、気持ちよさに喉を鳴らしてしまう。

　素肌の上にかかるシルクの上掛けがひんやりして気持ちいい。

　わかな……。

　ん？　ママ？

　ううん、ママの声はこんなに低い声じゃない。

　耳に心地よく伝わってくるしっとりとした低音……。これは、この声は……。

「和花菜？」

「え？　ひゃっ……」

　眠気が一気に覚めて、ぱっと飛び起きた。

「レオン……？」

　声のした方を見上げると、レオンがベッドサイドに腰かけて、和花菜の方を見ながら、ワイシャツのカフスボタンを留めていた。何気ない仕草さえ、まるでモデルのようで一目見ただけで、心が甘く疼き出す。

　いいえ、見た目が素敵だからだけじゃない。レオンだから……。

　今や、和花菜の心は、これ以上なく、レオンに惹きつけられている。

「おはよう。風邪引いてない？　昨日は思ったより海かい上じようが寒かったから」

「あ、おはよう……ございます。あの、大丈夫です。ジャケットを貸してもらったおかげで、寒さは感じなかったので……」

　すぐに夕べのことを思い出して、和花菜はくすぐったいような気持ちになる。

　昨日は、レオンにエスコートされて、葉山までドライブをした。しかもレオンの操縦でプレジャーボートにまで乗せてもらった。江の島までのクルージングを楽しんだ後は、葉山に戻り、海の見えるお洒落なレストランでフレンチのコースを頂いた。

　レオンが自分のために、仕事を早く切り上げて誕生日をお祝いしてくれたことが素直に嬉しい。

「身体は……、平気？」

　レオンが含みを持たせながら、和花菜の様子を窺った。

　その言葉が意味していることを思い返して、かぁっと肌に熱が灯る。よくよく見ると、和花菜は剥き出しの肩に上掛けを胸元まで引き上げているだけだ。

　夢見心地のデートから、この家に戻った後の淫らな情事を思い出して目の前がくらくらする。　

　そう──。

　食事の後は、少し海辺を散歩してから、この屋敷に戻ってきた。夜もかなり更けていたこともあり、裏口からそっと屋敷に入った。

　この裏口は、鍵を持っていれば開けることができる。でも、内側からなら、鍵がなくても開けることができた。自動ロックになっているらしい。

　使用人を起こさないように二人でこっそり寝室に上がると、そのままレオンに組み敷かれてしまった。

　レオンに性急に求められ、和花菜は一晩に何度も彼の熱い迸りを受けた。いつもよりさらに激しくて、一晩中離そうとせず、和花菜が音を上げても、レオンは足りないとばかりに、楔を打ち付けてきた。

　最後に和花菜の中で果てた後は、流石のレオンも消耗したのか、ぐったりと覆いかぶさり、そのまま二人で精魂尽き果てたように眠ってしまったのだ。

　楔を引き抜かれた記憶もない。きっとお互いに繋がったまま寝てしまったのだろう……。

　それにしては、身体がさっぱりとしている。先に起きたレオンが拭いてくれたのかもしれない。

　気だるいけれど、辛いということはない。どちらかと言うと、甘美な記憶の方が肌に残されている。

「はい、あの……、だいじょうぶ、です。レオンは……？」

「僕のことを心配してくれるの？　くたくたにされたのは和花菜の方なのに」

　いつものようにレオンが苦笑した。

　笑うときに、目元が少し下がるところに、少年っぽさが残っていてときめいてしまう。

「それでも、夕べ、レオンは船の操縦までしてくれたし……。きっと私を気遣って疲れていると思うから……」

「和花菜を気遣うのに疲れるということはないよ。僕も久しぶりに操縦ができて楽しませてもらった。でも、背中のひっかき傷がちょっと疼くかな」

「ひっかき傷？」

「そう、夕べ仔猫につけられた」

　そう言われてはっとする。

　あまりに高まる愉悦に、抑えが効かなくて、無我夢中でレオンの背中をぎゅっと掴んでしまったような……。

「ご、ごめんなさい。あっ、お薬、つけなきゃ」

　慌ててそばにあったシルクのローブを羽織り、起き上がろうとしたのを押しとどめられる。

「疼くのは冗談だよ。まだ、ゆっくりしていたほうがいい。高倉さんにも言っておくから。それに甘える仔猫につけられたひっかき傷は、飼い主冥利に尽きるからね」

　そう言いながらレオンの手が伸びてきた。しなやかでありながら男らしい節ばった手が和花菜のうなじにあてられた瞬間、ぐいっと引き寄せられた。

「ふっ……、んっ……んんっ──」

　まるで自分のものだというような支配的なキスだった。夕べもあんなに唇を求められ、食べ尽くされたのにまだ足りないと言わんばかりだ。

　唇が熱く蕩けて、より一層キスが深まった。和花菜の中にぞくぞくとした甘い快感が指の先まで広がっていく。レオンに触れられれば、細胞までも甘く変化してしまったような気分になる。　

「──和花菜、僕は……」

　レオンがキスをしながら何かを言いかけた。そのとき。

　ファン、ファン──。

　庭の方から、車のクラクションが聞こえてくる。

　きっと迎えの時間をとうに過ぎていたのだろう。加々美さんがせかすようにクラクションを鳴らしたのは、初めてだ。

「時間切れか……」

　ため息をついて、レオンが名残惜しそうに離れて行った。

　そのことが恨めしくもあり、嬉しくもある。

　レオンも、離れがたいと思ってくれているのかな。

　好意はきっと持ってくれているはず。でなければ、こうして身体を求めたりしないだろう。

　それでも……。

「和花菜、今夜、話したいことがあるから待っていてくれる？　なるべく早く帰るようにする」

「あ、はい。話ってどんな……？」

　なにか重要なこと？　もしかして、ロンドンに帰るという話だろうか。そう思うと、胸が不安に押し潰されそうになる。

「いや、帰ってから話すよ。じゃあ行ってくる。いい子で待ってて」

「行ってらっしゃい……」

　レオンはスーツのジャケットを羽織ると、きりっとしたビジネスの顔になった。以前、和花菜がビルのエントランスでよく見かけていた顔だ。あの頃は、レオンのその姿にときめいていたのに、今は違う。

　もっと違う、色んな顔のレオンが欲しいと思ってしまう自分はなんて貪欲なんだろう。

　きっと仕事に行ってしまえば、和花菜のことなどこれっぽっちも思い出さないだろう。

　家に帰って可愛がるだけの愛玩動物と変わらないのだから。

　この思いが、和花菜の独りよがりではないことを表すように、レオンは、さっと腕時計に目を走らせると、振り向くこともなくドアを開けて足早に出て行った。　

　一人になった和花菜は、部屋の中にかすかに残るレオンの香りを抱きしめるように、膝小僧を引き寄せて包み込む。すると、胸元がしゃらんと揺れた。

　見ると金色の繊細なフラワーモチーフのペンダントが揺れている。金色の花びらの中央には、小ぶりのダイヤモンドが輝いていた。昨日の甘いひとときが心の中に思い浮かんで、幸せな余韻を伝えてくる。

　──そうだ。私、昨日のプレゼントのお礼を言っていないままだ。

　和花菜はぱっと起き上がって、ガウンを羽織った。

　今ならまだ間に合う。

　せめて一言、お礼を伝えたい。

　寝室から廊下に出て、小走りでエントランスに続く階段へと急ぐ。

　角を曲がったところで、階下にいるレオンと渋い顔の加々美さんが見えた。

「レオ──」

「少しお遊びが過ぎるのでは？　まったく、いったいいつまでこの茶番を続けるおつもりですか？」

　レオンを諭すような加々美の言葉に、和花菜ははっとして、柱の陰に隠れた。

「これでも色々考えてやっていることだ」

「あなたには、会社だけではない、伯爵家を継ぐという重要な義務もあるんですよ。もう日本を引き払って、さっさと意中の女性にプロポーズしては？」

「余計な口出しは無用だ」

「ですが、ロンドンであなたの大事な女性レディが首を長くしてお帰りを待っていますよ」

「彼女には、自分から連絡をしておく。和花菜にも今夜話をする予定だ。近いうちにここを引き払ってロンドンに帰ると」

　レオンがそういうと加々美はほっとしたようだ。

「あなたが義務を思い出してくれてよかった。こちらの後始末は、和花菜さんのことも含めて、私がやっておきますから」

「ああ、助かる」

　二人が玄関を出て行った後も、和花菜は愕然として立っていた。

　胸がぎゅっと締め付けられるように痛い。

　──ここを引き払ってロンドンに帰る。

　後始末は、和花菜さんのことも含めて、私がやっておく……。

　泣くまい、そう思うのに、涙が溢れて止まらない。

　昨夜のことも何もかもが幻想だった。

　もう自分に、夢を見せてくれるマッチが一本もないことを思い知った。






第七章　裏切り







　和花菜の気持ちとは裏腹に、その日の空は抜けるように蒼い。

　前ボタンの爽やかなサックスブルーのワンピースに着替えた後、和花菜は自室に『ちょっと散歩に行ってきます』とメモを残して、夕べレオンが教えてくれた裏口からそっと屋敷の外に出た。

　レオンに起こさないように言いつけられている高倉さんは、私が部屋で休んでいると思っているだろう。

　少しだけ罪悪感が湧くが、今は誰かと話をしたりする気分にはなれなかった。

　レオンはいつロンドンに帰るんだろう。

　それに私をどうするつもりなのか……。

　もちろん、一緒にロンドンに連れて行くという選択肢がないのは分かっている。

　──さっさと意中の女性にプロポーズしては？

　加々美さんが言ったとおり、レオンは由緒ある家系を継ぐという義務を果たすために、ロンドンで彼の帰りを待っている女性にプロポーズするはずだ。それもきっとあの女性だろう。

　ゴシップニュースもあながち間違ってはいない。

　婚約者の最有力候補とされていた、ロンドン在住の貴族の女性。

　正真正銘の由緒正しき家柄のお嬢様だ。

　今の私はといえば、レオンの庇護に頼り切っている。

　兄の会社が負債まみれで買収され、本来ならば多額の借金を背負わされたかもしれない。それなのに、レオンがなんの気まぐれか、オークションで自分を買ってくれたおかげで、その心配も無くなった。

　初めは女性をお金で買うような卑劣な人だと思っていたが、偽りであっても、レオンの婚約者として大事にされている。

　夜ごとレオンの温もりを噛みしめるたびに、今の幸せをかけがえのないものに感じていた。

　初めて受け入れた相手がずっと憧れていたレオンだったから、余計にそう感じてしまうのかもしれない。

　──それでもいい。

　たぶんレオン以上に好きだと思える人は、これからもきっと現れないだろう。

　坂道を少し歩くと、バス停が見えてきた。時刻表を見るとちょうどあと十五分ぐらいで、葉山方面行のバスが来る。

　さっきレオンは加々美さんに、今夜、私に話を切り出すと言っていた。

　もしかしたら明日にでも私はあのお屋敷を出ないといけないかもしれない。それなら、もう一度、夕べレオンとデートしたマリーナを見ておきたかった。

　レオンがロンドンに戻っても、ずっと忘れないように。

　二人が手を触れ合い、キスした甘い記憶をもう一度噛みしめておきたかった。




　──あと五分。

　和花菜のスマホには何の着信もないから、きっと高倉さんはまだ気づいていないのだろう。

　初夏とはいえ、既に高く昇り始めた日差しはじりじりと和花菜を照り付けた。

　やっぱりもう少し、休んでから出かけるべきだったかな。

　レオンがゆっくりと休むように言ってくれたのはあながち間違っていないようだ。

　夕べ和花菜はレオンに勧められて、飲み慣れないお酒を飲んでしまった。それに寝不足も相まって、少し気分が悪い……。

　帽子もかぶってくるのを忘れてしまい、遮るものがなく照り付ける日差しに、目の前がちかちかしてきた。

　──まずい。貧血を起こしそう。

　そう思ったときには、視界がぐらぐらと揺れ始めていた。ちかちかした光が目の前の景色全てを覆いつくし、身体から力が抜けて和花菜の意識までも攫っていった。

　最後に意識が途切れるときに、すぐそばでじゃりっと地面を踏みつける嫌な音が耳の奥に残っていた。

「──やれやれ。ようやく一人になったかと思えば、こんなところで倒れるとは厄介な」

　ふいにすぐそばに停まった車の中から現れた男が、にやりと笑いながらぐったりと倒れている和花菜に近づいて抱き上げた。そのままドアの開けられた助手席に乗せると、すぐに運転席に乗り込んでカシャっとロックをかける。

「ようやく手に入った。これで、あの男に復讐ができる」

　そう呟くと、アクセルをぐいっと踏み込みながら、猛然と走り去っていった。





＊……＊……＊






「うーん……」

　ここはどこ……？

　ゆらゆらと身体が揺れ動く感覚に、自分が波の上に浮かんでいる気がした。

　そう、夕べレオンが乗せてくれたプレジャーボートの中にいるようだ。

　もしかして、レオンなの……？

　朦朧としていた意識がゆっくりと覚醒する。なんとか記憶を辿ると、和花菜は自分がバスを待っている間に貧血で倒れたことを思い出した。

　おそるおそる目を開けてみると、無機質な真っ白い天井がぼんやりと見えた。顔を巡らせるとベッドの周りは白い壁に囲まれている。

　ここは、どこかの医務室なのだろうか。

　起き上がろうとして身じろぐと、ふいに目の前に見覚えのある男が姿を現した。

「く、黒崎さん……？」

「気が付いた？」

　兄の右腕で、和花菜の元婚約者だった黒崎がコップにペットボトルの水を注ぎ入れながら近づいてきた。

「はい、どうぞ。水分をとったほうがいい」

「……ありがとうございます」

　なぜ黒崎がいるのか。ここはいったいどこなのか。

　よく分からないけれど、和花菜の喉はカラカラで、水を欲していた。

　ごくごくとコップの水を飲み干すと、ようやく生き返ったように気分がすっきりした。

「あの、ありがとうございます。もしかして黒崎さんが介抱してくれたのですか？」

「うん、実は君と話がしたくて、車であの屋敷に行くところだったんだ。バス停に倒れていた君を見てびっくりした」

「ご迷惑をおかけしてすみませんでした。もう大丈夫です。あの、ここはどこですか？　お屋敷の近く？」

　そう問うと、なぜか黒崎の口が不気味さを湛えて、ゆっくりと引き上がる。

「いいや、ここはマリーナだよ。マリーナのヨットの中」

「え？　ヨット……？」

　どおりで、少し狭苦しいような感じがした。ゆらゆら揺れているように感じたのは、実際に海の上に浮かんでいるのだろう。

「ぼくも、ヨットを所有してるんだ。だから気にしなくていい。ここでゆっくり休むといいよ」

「いいえ、あの、大丈夫ですから。家の者も心配していると思いますし」

　なぜかその声音に、不穏な空気を感じて、和花菜は寝かされていたベッドから降りようとした。足をベッドから降ろそうとしたときに、違和感を覚えて目を瞠る。

　うそでしょう。足に、縄が──。

　履いていた靴がどこにあるのか分からない。

　剥き出しの素足の片方に、縄が結ばれていて、デッキに上がる階段の手すりに繋がっている。

　とたんに心臓が危険信号を伝えるかのように、ばくばくと鳴り出した。

「どういうことですか？」

「怖がらなくてもいいよ。僕たちは婚約者同士なんだから」

「それは兄が決めたことです。私ははっきりとお受けしていません」

「ならはっきりと断らなかった君が悪い」

　そう言われてしまえば、和花菜にも責任はある。でも、今はそんなことにかまけているような状態じゃない。いわば、監禁されているのと同じ。

「助けていただいたことは感謝しています。縄を外してください。これは犯罪です」

　ともすれば震えそうになる声に勇気を振り絞って、毅然とした眼差しで黒崎を睨みつける。

「そうはいかない。君は大事な商品だから」

「──商品？」

　黒瀬はベッドの傍らにあった椅子にゆっくりと腰を掛けた。足を組んで、うっすらと気味の悪い笑みを浮かべている。

「せっかく社長──、君のお兄さんの会社をあと少しで自分の手にできたのに、あのレオン・スペンサーにことごとく邪魔をされて一文無しになってしまったよ」

「それは、どういうこと？」

「君のお兄さんが社長になってから会社の業績が、どんどん下がっていったのは偶然だと思うかい？　僕が長年かけてそう仕向けたんだ。僕が所有するペーパー・カンパニーが買収できるように。それなのにあのレオンが感づいて、僕のペーパー・カンパニーを凍結し、君のお兄さんの会社を取り戻してしまった。おかげで僕の長年の計画は水の泡となり、一文無しどころか、多額の負債を抱え込んでいる」

　──うそでしょう。

　兄の右腕の黒崎さんが、兄を裏切っていたの？

　彼が裏切り者だったなんて──。

「だから、君をまたブラック・ローズのオークションに出したんだ」

　和花菜は目を瞠って、黒崎を見た。

「またって、いったいどういうこと？」

「ああ、君には言っていなかったけど、君のお兄さんに闇オークションに売りに出せば、金持ちの愛人として可愛がられるし、多額のお金も入ってくると進言したのは僕だ。切羽詰まっていたお兄さんは、まんまとその話に乗ったけどね」

　衝撃的な事実に言葉を失ってしまう。　

　有名大卒で、会社の将来有望な若手として役員まで勤めていた黒崎さんが、実はこんな邪悪な陰謀を企てていたとは。

「僕はただの専務で終わるような人間じゃない。世界のトップになる選ばれた人間なんだ。だが、それには金が要る。君をまたオークションに出せば、あのレオンが君を取り戻すために多額の金で落札するだろう。君の身体は、どうやらあの男にとっては、魅力的らしいからな」

「──っ、そんなことない……。レオンは、もう私を落札するはずはない……」

　黒崎さんは肝心な部分を取り違えている。だってレオンは今夜、和花菜に別れ話を切り出そうと考えていたのだ。最初は自分に興味があって落札したのかもしれない。

　昨日のデートだって、最後に楽しい思い出を作ってくれようとしていただけだったのだ。

　レオンは少なからず和花菜に好意を持っていたとしても、もう多額のお金を払って、落札するほどの価値などないはずだ。

　彼は貴族の家を継ぐためにロンドンに帰るのだ。和花菜に未練などあるはずもない。

「おっと、さっそく入札があったぞ」

　和花菜は一瞬、その言葉を疑った。一縷の望みが心の中に差し込んできた。

　まさかレオンが？　

　でも次に黒崎の発した言葉で、あっさりと奈落の底に突き落とされる。

「インドとアラブの金持ちが競り合っている。まぁ、レオン・スペンサーじゃなくとも高値で売れればそれでいい」

　黒崎はスマホを取り出して、実に楽しそうな笑みを浮かべ、画面に釘付けになった。

　和花菜は、なんとかここから脱出できないか、ぐるりと視線を巡らせた。

　もともとヨットの中にある簡易的なベッドルームだ。無駄なものは一切ない。

　あるとすれば、鉄枠の嵌め込まれた防水の丸い小窓だけ。頑丈なガラスを割ることもできないし、悲鳴を上げたとしても外のデッキにまでは聞こえないだろう。

　バッグも倒れたときに落したままかもしれない。せめてスマホをポケットの中に入れておけばよかったと後悔する。

「逃げようなんて考えないことだな」

　まるで和花菜の心を読んだかのように、黒崎がぎろりと睨んで釘を刺した。　

「あと三十分ほどで、金持ちの誰かがお前を落札する。そうしたら、横浜までこのヨットで移動して、そのまま外国船に乗り込む手筈だ」

「うそでしょう。嫌よっ」

「あのオークションは上客ばかりだ。危害を加えられるようなことはない。外国のハーレムで一生優雅に暮らせるぞ。レオンに躾られているから感度もいいだろう。きっと喜ばれる」

　和花菜ににじり寄り、くっくと下卑た笑みを見せる黒崎に吐き気を覚えた。

　レオン以外の人に触れられると思うとぞっとする。

　今になってようやく分かる。レオンだから。

　ずっと憧れていたレオンだから、心も躰も委ねたのだ。

　レオンが好き。どうしようもなく愛している。

　これは報われない想いを抱いてしまった罰なのだろうか。

　レオンは、和花菜を抱いているときに、愛しているとはただの一度も言ってくれなかった。

　レオンの顔が浮かんで胸が潰れそうなほどの想いが込み上げてくる。

　──もう、きっと会えない。

　和花菜は甘い記憶の残る胸元の小さなネックレスをぎゅっと握りしめた。





＊……＊……＊






　さて、今夜どう切り出そう……。

　レオンは朝の会議を終えて、自分のデスクでほっと息をついた。

　日本でのビジネスも計画どおりにうまく軌道に乗せられた。特に、経営破綻寸前の和花菜の兄の会社の内情は惨さん憺たんたるものだった。

　その裏に、専務をしていたあの黒崎という男がいることが分かり、彼を解雇し、役員全員を一新した。そのおかげか、ようやく会社が順調に回り始めている。

　そろそろ日本を離れる潮時だ。

　日本でのビジネスは、レオンにとって主要なものではない。海外に拠点を置いているビジネスもそろそろレオンの指示を待っている。

　加々美にも今朝方さっさと意中の女性にプロポーズしろと言われたにもかかわらず、レオンはずっと先延ばしにしていた。

　──今夜、和花菜に話したらロンドンまでついてきてくれるだろうか。

　それが一番の気がかりだった。

　彼女は、大好きだった母親を幼い頃に亡くしている。だから母親との思い出の残る日本を離れて自分についてきてくれるかどうかが不安だった。




　レオンは小さい頃の和花菜を思い浮かべた。屋敷の前で泣きながら蹲うずくまっていた小さな女の子。病気の母親のためにお花が欲しいと、泣きじゃくっていた。

　レオンが屋敷の庭に連れて行き、大きな薔薇を一輪切ってやると、嬉しそうに歓声を上げて、母親のいる病院に戻っていった。

　和花菜は母親を亡くしたショックからか、その時の記憶がほとんどないようだ。

　レオンは和花菜の母親が亡くなるその日まで、毎日、学校帰りに屋敷に来る和花菜に、庭の薔薇を一輪摘んでプレゼントしていた。

　もっともレオンの母親が育てている薔薇だったのだが、母に事情を話すと快く『何ならすべての薔薇を切ってプレゼントしてあげれば？』と、快諾してくれたのだ。

　レオンは、葉山にあるインターナショナルスクールに通っていたが、友達ができずに日本にもなじめないで学校を休みがちだった。父親の日本での仕事が終わって、早くロンドンに戻りたいと思っていたのだが、突然現れた小さな心優しい女の子のことが気になって仕方がない。

　そのうち、和花菜が屋敷に来るのを心待ちにして、可愛いと思うようになった。

　ずいぶんませた子供だったのだろうと思う。

　結局、父が英国に呼び戻され、ロンドンに帰ることになった時、既に母親を亡くしていた和花菜のことが心配で、両親に一緒に連れて帰りたいと言ったのだ。

　その言葉に両親も驚きながらもレオンに厳しく言った。

「それは無理だ。どうしても一緒にいたいなら、自分で彼女を養えるようになってから迎えに来なさい」

　こうして今、和花菜を探すためにようやく日本に来たというのに、見つけ出した彼女の状況は大変なことになっていた。

　結果的に金で彼女を買った形になり、きっと心の奥では恨んでいるだろう。

　和花菜を最悪の状況から救出するためとはいえ、卑劣な手段を使ってしまった自分に素直についてきてくれるのだろうか。

　和花菜は僕を掻き乱す唯一の存在だ。

　彼女の柔らかな身体、みずみずしい薔薇のような甘い香り。

　人を思いやる優しい心。どれをとってもレオンの心をくすぐり、情事で呆けた和花菜の顔を思い出すだけで、愛しくてたまらなくなる。和花菜のそばにいるだけで、心も甘い気持ちに満たされる。

　──愛している。

　和花菜に自分の心を素直に伝えたい。

　だが、すげなく拒絶されたらと思うと、その一言が言い出せないでいた。

　それでも、和花菜を手放すことなどできない。

　目の前のＰＣ画面には世界各国から届く仕事のメールが次々に入ってくる。その中に、母親からのメールも混じっていた。

『はやく和花菜ちゃんを連れて帰ってきてね。待ってるわ』

　こちらの事情など何一つ知らない母親の気楽なメールにレオンがため息をついたとき、スマホに加々美から着信があった。

「──レオン様、大変です」

「なにがあった？」

　いつも冷静な加々美の声が、緊張と焦りを帯びている。

　──ただ事ではない。そう直感した。

「すぐにあのオークションサイトに繋げてください。和花菜さんが出品されています。落札まであと三十分しかありません」

「なんだと！　なぜ和花菜が……」

　急いでＰＣ画面を開き、特別な回線を使ってブラック・ローズのオークションに繋げる。ＶＩＰ専用のアカウントでログインすると、オークションサイトのトップには、和花菜の画像が掲載されていて息を呑む。

　しかもその入札額はうなぎのぼりに上がっている。

「くそっ、どういうことだ？」

「屋敷を確認したら和花菜さんがいませんでした。バス停に和花菜さんのバッグとスマホが落ちていました。何者かに連れ去られたものと思われます」

「──分かった。和花菜を全力で探せ。いや、ちょっと待て」

　オークションサイトには、商品である和花菜を紹介するための短い動画が掲載されていた。狭いベッドに和花菜が横たえられている。意識はないようで、顔色が少し悪い。

　眠らされているのだろうか。

　すると男の手が映り、和花菜が来ているワンピースの胸元のボタンを上からゆっくり外していった。

　誰か得体の知れない男が和花菜に触れている。

　そう思うだけで、はらわたが煮えくり返りそうになる。

　あろうことか、ワンピースの前をはだけて、下着だけの和花菜の肢体が晒される。

　顔からゆっくりと足元に向けてカメラが動き、陶器のようにしっとりとなめらかな肌を滑り降りる。

　入札画面では、前にレオンと競り合ったアラブの金持ちのＩＤが、さっそく入札を開始している。

　きっと舌なめずりをしていると思うと、そいつも含めてぶちのめしたくなる。

　カメラがこんもりと盛り上がった柔らかな乳房にズームアップされ、その胸元で止まる。

　男の手が伸びて、和花菜がつけているフロントホックのブラジャーの留め具に手が伸びた。

　レオンはぎりっと歯ぎしりした。

　その手が、ぷちっとホックを外すと、和花菜のみずみずしい乳房がぷるんと弾けるように露になる。

　小ぶりだが、形が崩れることなく盛り上がったまろやかな頂には、昨日レオンが散々愛撫したラズベリーのような可愛らしい乳首が男の性欲を煽るように、映し出されている。

「──殺してやる」

「レオン様……、お鎮まりを。今は確実に落札する方が先決かと」

　加々美が、レオンの殺気を押しとどめるように言った。

　そうだ、今は和花菜を落札する方が先決だ。

　どれだけ金額が膨れ上がろうとも、和花菜を誰の手にも渡しはしない。

　レオンが怒りを鎮めるように息を吐くと、動画の中にきらっと光るものが映った。それは一瞬だったが、その部分で動画を一時停止する。すると壁際に、鉄枠が嵌めこまれた丸窓の一部が写っていた。それが一瞬、光を放ったのだ。

　──これは、船窓だ。和花菜はどこかの船の一室に閉じ込められている可能性が高い。

「加々美、和花菜の荷物が落ちていたバス停はどこに行くものだ？」

「はい、葉山方面に行くものです」

「マリーナだ。和花菜はマリーナにあるヨットのどれかにいる。僕もすぐに移動する。車をよこせ」

「下で待機しています」

　すぐにレオンは部屋を飛び出してビルのエントランスに向かう。

　急いで、スマホの着信履歴に残っているある番号に電話をかけた。

「Hello, Sir……」

　聞き覚えのある英国訛りクィーンズイングリッシュが耳元で響いてくる。レオンは英語で氷のように冷えた声で用件を伝えた。

「盗品が再出品された。私が落札した商品が盗まれて勝手に出品されている」

　スマホの向こうの声が一瞬無言になり、すぐに返事が返ってきた。

「……確認いたしました。盗品の出品は規約違反ですので、出品者にはこちらで厳重に対処します。ですが、申し訳ないのですがオークションはすでに入札が始まってしまっているので、取り消しができません。商品は新たな落札者のものになります」

　レオンは罵りの言葉を吐くと、スマホを切り、オークションサイトを表示した。

　──あと十五分。

　最高入札額を無制限に設定する。

　あのアラブのエロ親父が、いくらに設定しているか分からないが、レオンは和花菜を手に入れるためなら、たとえ自分が一文無しになっても惜しくはなかった。







終章　とけた謎、そして二人の門出








　一時間後、レオンは、ほっとした気持ちでマリーナに降り立った。

　すでにオークションは終了し、和花菜をまた自分が落札することができた。アラブのエロ親父もレオンの執念深さに恐れをなしたのだろう。

　結局、オークションは二人の間でどんどん値が釣り上がっていた。レオンは警告の意味を込めて車の中で国際電話をかけた。

「もしあなたが私の気に入っている商品を手に入れたら、きっと僕はどんなことをしてでも取り戻しますよ」

　すると身の危険を感じたのだろうか。あっさりと相手が入札から手を引き、レオンが無事に落札できた。それでも数億ドルで済んだのは運が良かった。

　今から向かうヨットの先には、すでに見張りのボディーガードが立っていた。加々美の迅速な調べで、和花菜の元婚約者の黒崎が犯人だと車の中で知らされた。

　レオンが連絡した後、すぐに動いたのだろう。闇オークションの組織と思しき男たちが黒崎を縛り上げ、違うヨットに乗せてどこかに運んで行った。

　やはりブラック・ローズを甘く見てはいけない。規約違反者には重大な処罰が待っている。彼の命運は、神のみぞ知る、だ。

　レオンが黒崎のヨットの船室に降りると、まだ足を縄で縛られたままの和花菜がいた。

「和花菜──！」

「レオンっ」

　急いで和花菜に駆け寄ると、安心させるように抱きしめた。華奢な肩が小さく震えている。その温もりを噛みしめるように抱く腕にぎゅっと力を込めた。

　ようやく、またこの腕の中に取り戻すことができた。

　僕の可愛い和花菜。

　その温もりを、甘い香りを肌に感じてほっとする。

　和花菜を失うことなど考えられない。いよいよ、和花菜に事実を、自分の本当の気持ちを話さなければ。





＊……＊……＊






　恋しい人の温もりに抱きしめられて、和花菜はまたレオンに会えたことに信じられない思いでいた。

　オークションの行われているスマホを握りしめ、高額で落札が終わると、黒崎が歓声を上げた。

　──ああ、誰かに落札されてしまった。もう二度とレオンに会えないのだ。

　最後に、一目会ってお礼だけは伝えたかった。

　最初で最後の、最高の夜をプレゼントしてくれたレオンに。

　すると、突然、デッキから荒々しく鳴り響く靴の音が聞こえ、いきなり外国人の知らない男たちが狭い船室になだれ込んできた。英語で怒号が飛び交い、黒崎をあっという間に拘束する。

　和花菜には目もくれずに、手際よく黒崎をどこかに連れて行ってしまったのだ。

　──いったい何が起こったの？

　呆然としていると、また違う足音が聞こえてきて、震え上がる。

　レオン──っ。

　心の中で、恋しい人に助けを呼ぶ。レオンの顔が思い浮かんで、小さな胸が張り裂けそうになる。

　すると現れた人を見て、和花菜は息を呑んだ。もう二度と会えないと思っていた。

　デッキに続く階段を駆け下りてきたのは、恋しくて魂がずっと切望していた人。

　レオンだった。





＊……＊……＊






　その後は、まるで映画のワンシーンを見ているようだった。レオンが駆け寄り、和花菜をぎゅっと抱きすくめた後、すぐに足の縄を解いてくれた。勝手に一人で屋敷を出たことがこんなに迷惑をかけることになるとは思ってもおらず、謝罪を伝えたくても、恐怖や安堵の思いが綯い交ぜになって、喉が詰まりうまく声を出すことができなかった。

「──しっ、何も言わなくて大丈夫だよ。全て分かってる」

　レオンは、和花菜を安心させるように言うと、自分の着ていた上着を着せかけてひょいと抱き上げ、桟橋につけていた車の中に乗り込んだ。

　すると和花菜は、運転席の加々美さんを見ていたたまれなくなる。

　ちらっと後部座席に目線を投げ、無言のまま少ししかめた横顔。

　レオンが自分を助け出してくれたことで、またお荷物の世話をしないといけないと思っているのかもしれない。なにより、ロンドンにいるレオンの婚約者のことを思って、迷惑に思っているのだろう。なにしろ、今朝、お遊びが過ぎるとレオンを諫めたばかりなのだ。

　レオンは私の恋人でもないから、助けに来る義務もない。それでも、甘えた心がレオンの腕の温もりを心地いいと感じてしまう。

「加々美、横浜港につけてくれ」

「かしこまりました。乗船準備はできています。グループ会社の客船がちょうど寄港していましたので。──よかったですね、和花菜さん」

　バックミラー越しに、加々美が思いもかけない笑顔を向けてきて、和花菜は目を丸くする。レオンも嬉しそうに微笑んで、和花菜を抱く手に力を込めた。




　ほどなく横浜港に寄港していた客船に乗り込むと、緊張の糸がぷっつりと切れて、足に力が入らずに崩れ落ちそうになる。大勢の乗客の見ている中、レオンは悠然と和花菜を抱き上げた。船長の案内で豪華なスイートに通されると、あっという間に和花菜が着ていた服を取り去って、浴室の中に連れ込まれてしまう。

　今は二人で広いバスタブにゆったりと浸かっている。

　レオンと二人きりになると、不安が解けてようやく、もう無事なんだと思えてくる。

　こうしていると、攫われて監禁されたのも、すべてが夢だったのではないかと思うほどだ。

　恋しい人の腕の中にいるというのに、幸せな気持ちが逆に和花菜を切なくさせた。

　どうしようもなく、レオンが好きだという気持ちが溢れてきて悲しくなる。優しくされればされるほど、この後に待ち受けている別れが辛くなる。

「あ、あの、もう一人で大丈夫なので……。レオンは先にあがって」

「こうしているの、いや？」

　和花菜は首を振った。嫌なわけない。ただ、罪悪感が湧いてしまうだけ。レオンがもうすぐ、ロンドンに戻ってしまって自分には手の届かない人となってしまう。もうこんな風に甘い気持ちを抱いてはいけないのに、言葉にできない自分の弱さに嫌気がさす。　

「ほら、綺麗にしてあげるからリラックスして。あいつに触れられたすべてを洗い流してあげる」

　その言葉どおり、レオンが抱きしめていた手を解き、和花菜の身体を洗い始めた。備え付けの薔薇の香りのソープをふんだんに使って、きめの細かい肌に丹念に手を滑らせていく。

　バスタブの中でさえ、もう離さないといわんばかりに、後ろから抱き込まれると、燻っていた切ない気持ちも泡のように洗い流されてしまう。

　連れて行ってほしい。ロンドンに。

　そんな思いを抱いてはだめなのに、レオンの指先が和花菜の思考を蕩かしていく。

　泡立った手が胸の曲線を辿り、つんと勃ち上がった乳首を優しく可愛がるようにつま弾き始めた。

「ふっ、──んっ、レオン……」

「可愛い。ここ、気持ちいい？」

　我慢できずに、小さく声をあげる。レオンにもたれかかるように背をしならせると、あるものの存在に気がついて、はっとする。

　──お、お尻に、なにかが当たってる……。もしや、レオンの……？

　硬く怒張したレオンの雄をありありと感じて戸惑う。

　勘違いしたらダメ。ただの生理現象だ。男性は、好意を感じていない女性にだって、欲情するのだから。

　和花菜は、なるべくソレを刺激しないように腰を浮かせて身体を離そうとする。すると、バスタブの中で後ろからきつく抱きしめられ、逞しい太腿の間にがっつりと抱え込まれてしまった。

「そんなに離れたら、ちゃんと洗えない」

　ほら……、とすぐに引き寄せられる。

　浴室に広がるガラス窓の向こうには大海原が広がっていて、時折、飛んでいるカモメが和花菜達のことをチラチラと横目で見ているのがいたたまれない。

「ああ、ようやく僕の元に戻ってきた。可愛い和花菜」

　──どうしてそんなことを言うの？

　だって、もうすぐ私を置いてロンドンに帰るのに。私を捨てるつもりなら、放っておけばよかったのに。

　なのに、レオンは縄で縛られ黒崎に拉致・監禁されていた和花菜を助け出してくれた。

　驚いたことに、今度もオークションで落札したのはレオンだという。

「──なぜ、また私を落札したの？」

「理由など一つに決まっている。和花菜は僕のものだから」

「でも、私にそんな価値なんかないのに」

　落札された金額を和花菜が聞いてもレオンはかたくなに教えてくれない。でも黒崎が思わず上げたあの歓声からすると、かなりの高額だったのだとわかる。

　レオンに助け出された後は、すぐにこの豪華客船に乗せられた。

　わざわざ船長が出迎えて、超豪華スイートに案内されるや否や、いつの間にかこんな状態になっている。レオンの行動がよく分からない。

「和花菜、君をお金で買いはしたが、お金には代えがたい価値がある。君を失ったら僕は生きていけない……。和花菜がまたオークションにかけられたと知った時は、気が狂いそうだった」

　背中に熱いものが触れた。レオンが唇を押し当てて、震え声を押し殺すようにキスを落としている。たちまち和花菜の心が波のように揺さぶられる。

　今の言葉が本心なら嬉しい。──ただ信じたい。

　それでもレオンは単に、和花菜に執着しているだけで、盗まれたという事実が気にくわなかっただけかもしれない。

　可愛がっていた飼い猫を買い戻した、それだけの気持ちなのだろうか。

　たとえレオンの気まぐれだったとしても真実が知りたい。

　和花菜は意を決して、レオンに向き直った。

「でも、ロンドンに……帰ってしまうのでしょう？　ロンドンで待つ女性に、プ、プロポーズするために。今日の夜、私に別れ話をするつもりだと、加々美さんと話しているのを聞いてしまったの」

　するとレオンが、ぎゅむっと和花菜を抱きしめた。

　逞しい胸の中に抱き込まれると、もうどこにも行かせないとレオンの体が伝えているようで、切なくなる。それは私の身勝手な想いだけかもしれないのに……。

「……だから、一人でこっそり屋敷を出たのか？　僕が別れを言うつもりだと思って？」

　こくりと頷くと、レオンが英語で罵りの言葉を吐く。それはまるで自分自身に向けているように聞こえた。

「全くの誤解だ。僕は和花菜をロンドンに連れて行ってプロポーズするつもりだった。加々美が言っていた意中の女性、というのは君のことだ」

「だ、だって加々美さんがロンドンで待っている女性レディがいるって……」

　するとレオンが困ったような唸り声を上げた。

「誤解させてすまない。ロンドンで待っている女性レディというのは、僕の母のことだよ。君を連れて帰ってくるのを楽しみにしている。僕はずっと幼い時から、和花菜のことが好きだったんだ。そもそも僕が日本に来たのは、君を探し出してこの想いを伝えるためだ」

　和花菜は自分の耳を疑った。レオンから聞いた言葉が信じられなくて、もう一度、聞き返す。

「幼い頃……から？」

　いったいどういうこと？

　今度はレオンが和花菜の視線を受け止めて、しっかりと頷いた。優しく見つめ返すレオンの瞳には、どことなく懐かしい温もりがある。

　いつだったか、道端で泣きじゃくっていた和花菜のために、薔薇の花をくれた外国人の男の子。こっちにおいで、と和花菜の手を引いて、優しく握りしめてくれた。その手の温もりがあたたかくて……。

　記憶の奥に埋もれていたものが、春の雪解け水のように溢れてくる。

　ああ、そうだ……！　毎日、和花菜が大きなお屋敷に行くと、療養中の母親のために薔薇を一輪ずつプレゼントしてくれた男の子。

　母が亡くなった後は、今度は和花菜のために、毎日、沢山の薔薇の花を送ってくれた。

　まさか、あれは現実だったの？

「もしかして、薔薇をくれた男の子は、レオンなの……？」

「当たり……。ようやく思い出してくれたね？」

　これまでずっと、あの頃の記憶は曖昧だった。あの男の子のことも、和花菜は幼い頃に見た夢だと思っていた。でも、夢ではなく、レオンがあの男の子だったなんて、そんな偶然があるのだろうか。

「英国に戻ってからも、成長するにつれ、和花菜に会いたいという想いが強くなった。もちろん僕も男だからね。今まで、色んな女性と付き合いぐらいはした。でもいよいよ結婚を考えたときに、思い浮かんだのは和花菜だった」

　それからレオンは、日本に来て和花菜のことを調べたところ、黒崎と兄の陰謀で闇オークションで売られていることを知り、和花菜を助けるために落札したのだという。夜景の見渡せるホテルのスイートで抱いたのも、闇オークションの組織の人間に怪しまれないようにするためだと。

「ごめん。今まで酷いことを言って君を騙していた。許してほしい……」

　心なしか、レオンも震えているようだった。

　背中から伝わる温もりに嬉しさが込み上げてくる。目頭が熱くなるのを堪えながら、ただ首を横に振るのが精いっぱいだった。

　レオンは安全な鎌倉の屋敷でずっと和花菜を守っていてくれていたのだ。

　信じられない思いと、感動がいっぺんに湧き上がってきて胸が一杯になる。

「どうか、一緒にロンドンに来てほしい」

　和花菜がこくりと頷くと背後からぎゅっと抱きしめられる。

　あたたかくて逞しい腕が包んでいるのは、他の誰でもない、この私だ。

　レオンが自分を忘れずにずっと好きでいてくれたことが嬉しい。

　チュっと頭のてっぺんやうなじ、首筋から肩など至る所に口づけが下りてきて、幸せな気持ちに包まれる。

　それでも足りないと言わんばかりにレオンが和花菜の顔を掬い上げて唇を塞いできた。和花菜への想いを伝えるように甘く舌を絡め、口づけを深くする。

「んっ、レオ……ン」

　大好きな人とのキスはなんて気持ちがいいのだろう。ぴったりと隙間なく重ねられる唇や、ぬるぬると絡められる舌の感触が、レオンの和花菜への想いを伴って甘い疼きを運んでくる。　

　もちろん、和花菜はレオンの何倍もレオンを好き、なのだが、その想いをどうやって伝えればいいか分からない。

　だからせめて、必死に応える。お互いの唇と唇が溶け合うまで。

　好き、好き。大好き──。

　口づけの水音が、さざめく湯面と重なり、浴室いっぱいに広がって立ち込める。

　和花菜が必死になって応えていると、レオンは喉の奥でククっと笑いながら、ちゅっと音を立てて唇をはずした。

「夕べは激しくしたからゆっくり、ね」

　今度は、和花菜の背中をそっと揉みほぐすように上から下に背骨に沿って手を滑らせた。

　ずっと強張っていた緊張がとけて、気持ちよさに喉を鳴らしてしまう。

「気持ちいい？」

「うんっ、あ……っ」

　ふいに、その手が両腕の脇から、膨らみのすぐ下をぬるぬると行き来する。

　レオンが手を動かすたびに、乳房の下側がレオンの指に触れてぴくぴくと身体が反応してしまう。

　膨らみの際ぎりぎりを手が往復するたびに、指が何度も乳房を掠めて、もっとちゃんと触れて欲しいと強請りそうになり、レオンの指が与えてくる秘めやかな快感に耐える。

「……ん、レオ、あの、そこは自分で洗えます……っ。背中だけで……」

　するとレオンがまるで和花菜の身体を洗う権利は自分のものとばかりに、乳房を包み込んできた。

「だめ。全部僕が隅々まで綺麗に洗ってあげる」

　背後から乳房に手を滑らせ、ふくらみの弾力を確かめるように、やわやわと揉みしだく。

　レオンの指が、和花菜のぷっくりと勃ちあがった乳首をくりくりと甘く捏ねるように動き出した。泡にまみれた手が、まろやかに房を撫でるように滑る。

　時折指の腹で色づいた乳首をくりんと弾かれるのが、何ともいえず気持ちがいい。

「んぁっ……、レオ、それだめ……」

　思わず胸の先端が甘く疼いて、堪えられずに仰け反ってしまう。

「いい子だ、こっちも綺麗にしようね」

　片手で乳房を弄びながら、レオンは湯の中に沈む和花菜の足の付け根をそっと押し広げた。

「ごらん、和花菜の花びら、ほんのりとピンクに色づいて、お湯の中で咲いているよ」

　――わざわざ教えてくれなくてもいい……。

　レオンの言葉につられて自分の秘めやかな部分が、ほんのりと薄桃色に染まっているのが目に入ってしまい、うなじがかっと熱くなる。

　レオンに買われたときに、自分好みに調教する、と言われたのはあながち間違いではない。

　ついこの間も、隅々まで味わいたいと、和花菜の秘部の和毛をすっかり綺麗に剃り上げてしまっていた。そのせいで、触れられるとよりいっそう鋭敏に感じてしまう気がする。

「──とろとろ。これはお湯じゃないね？」

　またもや確認されるように言われ、恥ずかしさで耳の奥が熱くなる。

　湯の中で花開いたそこは、湯とは違うぬるぬるとした粘液が溢れていた。

　レオンの指がゆっくりと割れ目に沿って動くともう堪らない。

　すべての造形が美しいレオンは、その指先でさえも神々しいほどしなやかで綺麗だ。そういえば、レオンはピアノも弾いていた。だから余計に指が長いのかもしれない。それが和花菜のいやらしい部分に沈み、ぬるぬると淫唇を撫で上げる。

　触れた指先が、魔法のように和花菜の快感を押し上げていく。

「ここも、ぷっくりしてるね。待ちきれなかった？」

「ひゃぁぁぁ……ん」

　くりっ、くりっと転がすように淫芽を弄ばれれば、あっという間に全身に快楽が伝わり、和花菜は大袈裟すぎるほど、腰をがくがくさせてしまう。

「おっと、沈んだらまずいな。ここに足をかけて」

　くったりした和花菜の脚を、あろうことかバスタブの両脇に掲げ上げた。剥き出しになった秘玉は、ぬるいお湯の温もりにでさえ、じぃんと感じ入ってしまう。

「ほら、こうしてバスタブに足をかけて僕が後ろから支えていれば、沈まないよ」

　いくら向こう側が海だとしてもこんな格好は恥ずかしい。和花菜の全身がうっすらと朱色に染まる。

　レオンは、細い腰を逞しい腕で抱え、もう片方の手で、蜜口や花弁をくちゅくちゅと掻き混ぜる。

　しまいには人差し指と中指でぷっくりと膨れた陰核を挟むようにしてくりくりと転がされた。

「あ……っ、それだめぇ、レオン……、おかしくなっちゃう……っ」

「和花菜のイく顔を見せて」

　白い喉を晒し、両足を開いてバスタブの端にかけたまま、くったりとレオンもたれかかって快感に打ち震えてしまう。

　耐えようとしても、流れ出す愉悦を止められない。

　ひくんひくんと腰が勝手に震えて、頭が沸騰したように快楽の湯気で真っ白になった。

「可愛い。和花菜が僕の指で、こんなに感じてるのが嬉しい」

　まるでレオンの声が何かのスイッチのように、耳元で囁かれただけで、身体が熱くなってとろとろと蜜が溢れてくる。

「ココも欲しがってるよ」

　淫芽を存分に弄んでいた指が、今度は、つぷりと湯の中で音を立てて、蜜口の奥に沈み込んできた。

「んぁっ……」

　熱く潤っていた蜜洞が、ソレを待ちわびていたかのように、きゅっと食い締める。

「ああ、何度も僕でなじませているのに、和花菜のここはまだきついままだね」

　いやらしい言葉が恥ずかしくて、耳を覆いたくなる……。

　レオンの指を根元まで咥えこんだ媚肉は、もっと大きなものを欲しがってもどかしそうにうねっている。

　にゅぽにゅぽと、ゆっくりと出し入れされれば、あっという間に高みに押し上げられた。

「ひ……ぅんっ──」

　蜜洞がきゅっと収斂して、レオンの指をこれでもかと食い締め、びくびくと痙攣する。

　いつかの夜とは違い、レオンは惜しむことなく、次々と快楽を送り込んでくる。

「──とっ、も、限界。和花菜の中に入りたい」

　そうとう我慢していたのだろうか。レオンの声が堪えきれないというように震えている。

　こんなに切羽詰まった声を初めて聞いた気がする。

　ずっと背中で昂ったままの存在が、びくんと脈打った。

　レオンは和花菜の太腿を掲げ上げ、ぐいっと開かせると、後ろから何の躊躇もなくずぷりと楔を打ち込んできた。

「ひゃぁんっ」

　ずんっと押し上げるような衝撃が走り、目の前がちかちかする。

　お腹いっぱいに受け止めた昂ぶりの大きさと熱さに、息をするのもままならない。みっしりと隙間なく埋め込まれれば、レオンの形が分かるほど、きゅうっと膣壁が収斂する。

「あ……っ、レオンのすごく太いっ。これ以上は……」

「和花菜がおいしそうにしゃぶりついてきてる。もっとしゃぶってごらん」

　嬉しそうな声で、レオンがぐいと腰を引き、肉棒をエラの張った雁首まで引き抜いた。太い肉幹がずるりと蜜壁を擦る感覚に、快感が走り抜けていく。

「やっ、動いちゃ……」

　──だめぇっ……。

　最後の言葉は、ひぅんっという喘ぎ声にすり替わっていた。

　レオンが太茎をずんっと突き上げ、湯の中で前後させながら、和花菜の蜜壁を嬲り始めた。

　腰を淫らにくねらせながら太い楔にみっしりと埋め尽くされる。

　ああ、レオンに満たされている──。

　それが例えようもないほど嬉しくて、愛おしさで一杯になる。

「っ、和花菜、締め付けすぎ……」

「レオン、レオン……。大好き……。愛してるの」

　ようやく言えた。今まで心の中に蓋をしていた本当の気持ち。ずっとずっと最初から、一目見たときからレオンに心を奪われていたのだ。

「ほら、和花菜、前を見て。僕たち海の上で愛し合ってるよ……」

　眼前に広がるのはどこまでも抜けるような蒼い海原。

　レオンの肉茎がいやらしく出し入れされるたび、波が跳ねるように湯面がパシャパシャと揺らぐ。

　まるで自分が官能の波に翻弄されているような気がした。その波を送り出しているのはレオンだ。

「あっ、あんっ、れおっ、激しい……」

「和花菜の蕩けた顔、可愛い──」

　首筋に顔を埋められ、ふたりの身体がぎゅうっと密着する。

　心も躰も繋がり合っていることが嬉しくて泣きそうになる。

　レオンは傘の張った亀頭で浅く蜜口を突いたかと思えば、ぐいっと子宮口まで突き上げる。

　何度も貫かれて、中を一杯に満たされれば、愛しさがとめどなく溢れて、快楽に昇華する。

「好きだ、和花菜……」

　甘く掠れた声で耳元で囁かれた。腹の奥から奏でられた艶めいた声音に、和花菜の秘芯がじぃんと戦慄く。

　レオンは好きだとは言っても、愛しているとは言わない。

　彼が自分に感じているのは、愛、ではないのかもしれない。

　でも、好き、だけでも嬉しい……。　

「んっ、れお……んっ」

「──っ、とまら、ないッ」

　腰の動きが次第に激しさを増す。湯面はまるで嵐の海のようだった。息を荒げながら、レオンが反り返った太茎を和花菜の一番感じる弱い部分に沈めて攻め立てた。

　深く。深く。和花菜の心の奥にまで好き、という気持ちを届かせるように。

「くっ、中に出すよ……」

「ふぁっ、レオンっ、いっちゃ──……」

「っ、一緒に天国に行こう、和花菜っ」

　これ以上は挿は入いらない、そう思うほど逞しい雄で最奥を貫かれた。

　肉棒がさらに大きく膨れて、どくんと脈動した。するとおびただしいほどの熱い迸りが和花菜の中を駆け巡る。どく、どく、と鼓動を刻むように注ぎ込まれていく。

「あっ、こんなに……っ、レオンっ」

「感じる？　和花菜の中にいっぱい、出てる……ッ」

　レオンから流れ出る熱が、和花菜の脳を蕩かすほどの甘さを運んでくる。

　繋がり合った心と身体に、愛おしさがいっぱいに膨れ上がって、怖いくらいだ。

　和花菜はレオンの腕の中に抱かれたまま、痺れるような甘い快楽に浸っていた。レオンは肉棒を引き抜くと、和花菜を抱きしめながら唇を重ね合わせて、申し訳なさそうに言う。

「ごめん。まだ、足りない。今度は和花菜が上に乗って」

「えっ？　ひゃぁっ」

　射精したばかりだと言うのに、レオンの雄幹は萎えるどころかそそり勃っていた。

　困惑する暇もなく、レオンは和花菜を向かい合わせにした。逞しい太腿にまたがる形になり、すぐ目の前にレオンの顔が迫って恥ずかしくなる。

「挿れてみて。和花菜の好きなように」

　そう言われても、じっと見られていては恥ずかしい。それでも子宮が和花菜を急かすようにきゅっと収斂して、堪らず、んっ、と声が漏れる。

　レオンがふわりと笑みを浮かべて、わずかに腰を動かした。くぷっと蜜口に大きな亀頭がめり込んでくる。

「ほら、和花菜も腰を落としてごらん」

「んっ……、あっ、おっきぃ……」

　促されるまま腰を落とすと、淫らにもせり上がった肉棒を呑み込む感触に感じ入り、途中で動きをとめてしまう。

「くっ、ほんとに和花菜は僕を狂わせる……」

「んぁっ……」

　レオンが腰を突き上げてきた。腰骨から脳芯にまで快楽が走り抜け、和花菜の身体が浮き上がる。

「いい子だ。好きなように動いて」

「あっ、あんっ、奥に挿は入いっちゃう」

「挿れていいよ。奥が好きだろう？」

　和花菜はレオンの方に掴まりながら、動き始めた。感じるところを擦られると、もう訳が分からなくなった。根元まで太い楔を呑み込んでは、ぎこちなく腰を引き上げる。

　するとレオンも動き出した。どちらからともなく抜き差しを繰り返しながら、お互いのリズムが一つになる。

「あっ、あぁんっ……。気持ちいいの……」

「っ、僕もだよ。ああ、和花菜の中がうねって搾り取られそうだ」

　レオンももっと気持ちよくしたい。そう思って腰を弾ませて抜き差しを繰り返すものの、子宮口の奥にまでレオンの怒張が届いて感じるところを擦り上げてくる。これ以上ないくらいにの快感が送り込まれ、蜜口が勝手にレオンの雄をきゅうっと締め付けた。

「あぁっ。レオンの、すごいっ。いっちゃうっ……」

「く、出る……っ、和花菜──」

　びゅくっ、っと脈動しながら最奥に熱い液体が流れ込んだ。繋がっているところから、たっぷりと注がれる熱に、和花菜の思考は波に翻弄される小舟のように目まぐるしく揺さぶられた。

　最後の一滴まで振り絞るように、レオンが腰を突いたとき、和花菜は幸せでもう何も考えられなかった。なのにレオンがさらに幸せを送り込んできた。

「僕の和花菜──。世界で一番、愛してる……。もう離さないよ」

「わ、私も離れないっ、から……。愛してる、んっ……」

　最後の言葉を呑み込むように、レオンが唇を重ねてきた。甘い想いが重なり合う。

　レオンが好き、レオンを愛している。

　和花菜は、その想いを伝えるようにぎゅっとしがみついた。

　そうして抱き合ったまま、二人は幸福に酔いしれるように、悦楽の波間を漂っていた。





＊……＊……＊






「さ、おいで。加々美が一足先に迎えに来てるから」

　二週間後、デッキから外の景色を見ると、船はシンガポールに寄港していた。そもそも、レオンはプライベートジェットで、すぐにロンドンまで行くつもりだったらしい。ちょうどジェットがシンガポールで機体整備中だったため、この機会にゆっくりしようと和花菜を自分の会社が所有している豪華客船に乗せたのだという。

　先回りしてシンガポールに飛び、港まで迎えに来た加々美が、なぜか、ぴくぴくと青筋を立てていた。

　もしや、また自分が気を悪くさせたのかと思って、どきんどする。レオンもその様子に気が付いたようで、何をそんなに不機嫌にしているんだと問い詰めると、加々美はこめかみに手を当てながら、はぁっとため息をついた。

「レオン様は、うすうすお分かりでしょう。お二人のその指に嵌めているものですよ」

「えっ？」

　レオンと和花菜は、同時にお互いの指に嵌めているものを見て、顔を合わせてクスッと笑みを零した

「ああ、これか。船が香港に寄ったときに、二人で指輪を選びに行ったんだよ」

　ね？　と見つめ合いながら、レオンと和花菜は互いの薬指に嵌まっている結婚指輪を加々美に見えるように差し出した。

　小ぶりのダイヤが埋め込まれた、シンプルなプラチナのお揃いの指輪。

　レオンがすぐに和花菜を引き寄せて、にっこりと微笑んだ。キスをしようとしたところに、加々美のドスのきいた声が響く。

「──なるほど。それで、客船にある教会で、乗客の皆さんに祝福されて、お二人は結婚式をあげたと、そういうわけですか。レオン様」

「ああ、素晴らしい結婚式だった」

　その時のことを思い出したのか、レオンは和花菜に甘い笑みを向ける。

　和花菜もうっとりとレオンを見上げると、加々美が割って入るように苛立った声を上げた。

「おかげで、英国のゴシップニュースが、和花菜さんのことを連日取り上げています。パパラッチ対策をする身にもなってください」

　それを聞いて和花菜は蒼白になる。

「加々美さん、ごめんなさい。私、知らなくて……」

「いいえ、和花菜様のせいではありませんよ」

　加々美は和花菜にはにっこり笑うと、レオンをクイクイと手招きしてヒソヒソと耳打ちした。

「──船内にもパパラッチが潜り込んでいたようです。いくつかお二人の船内のきわどい写真を握りつぶしました。せめて船室以外では、行儀よくしてくれればよかったものを。レオン様のことですから、我慢できずに船の至る所で、無節操に子作りでもしていたのでしょう。いいですか、あなたの地位や名誉に傷が──」

「いや、勲章だな」

　レオンは、加々美の言葉を遮ってにやりと笑う。

「和花菜を守るためだ。妊娠している女性は闇オークションで出品することはできない。そういう規約だからな。だから最初から避妊はしていない。それに僕のものだという印をつけておけば、裏の人間もたやすく手は出せないだろう」

「全く、あなたという人は──」

　加々美は、呆れたように首を振った。

「僕という人間は、何よりも和花菜が好きでたまらないんだ。彼女が傍にいてくれれば、地位や名誉や金など必要ない。和花菜がなによりも大切なものを教えてくれたから」

　レオンは加々美から離れると、今までの人生でこの上なく甘い笑顔を愛しい人に向けた。

「和花菜、おいで。行こう、ロンドンへ」

「──はい」

　差し出された手に、和花菜も自分の手を重ねると、レオンが愛おしげにぎゅっと握りしめた。

　二人の温もりが手のひらで溶けて一つになる。

　レオンは愛しさを伝えるように微笑むと、和花菜の手を握りしめたまま、そっと屈み込んできた。

　ありったけの愛をその唇にのせて、二人の唇がゆっくりと重なった。

　まるで狙っていたかのように、どこからともなくパシャパシャというシャッター音が響き渡る。そんなことはお構いなしに、レオンは和花菜の唇を離さなかった。

　船のデッキからは、大勢の乗客からの祝福の歓声が上がっていた。








―FIN―








あとがき







　はじめまして、もしくは皆様とまたご縁ができて大変光栄です！

　このたびは、『英国系ＣＥＯと約束の令嬢』をお手に取ってお読みくださりありがとうございます。この作品は、なんと私にとって現代もののＴＬデビュー作となりました。

　出版社様にとても素敵なタイトルをつけていただきました。

　昨年、濃蜜ラブルージュ様から執筆のオファーを頂いたときに、かなり悩みました。というのも、これまで私が執筆をしてきた作品は、ヒストリカルファンタジーオンリーでしたので、私に現代もののお話が書けるだろうか、果たして読者様は楽しんでいただけるだろうかと。それでも、編集者様の熱意の籠ったメッセージをいただき、私自身も執筆の幅を広げてチャレンジしたいと思いまして、全力を注ぎ込みました。

　現代ものは主に海外ものを好んで多く読んでいたこともあり、また外国人ヒーローは、自分が好きなジャンルでもあるので、現代もの初回作のヒーローは絶対、英国系にしたいと思いました。外国人ヒーローに有無を言わさず愛されるヒロインが書きたくて、エッチシーンも濃蜜さを意識して、編集者様と何回も校正を重ねました。ヒロインの和花菜がヒーローのレオンに、毎回、濃蜜♡に愛されますので、少しでもドキドキしていただけたら嬉しいです。校正を重ねるごとにどんどんお話のボリュームが増えましたが（汗）、その分、ストーリー展開も楽しんでいただければ嬉しいです。

　英国に渡った後は、和花菜はレオンのママと会って、大歓迎を受けるんだろうな。

　また、英国のお屋敷でも、きっと所かまわずいちゃいちゃしてレオンに濃厚に愛されるんだろうな……など、自分でも妄想しています。

　さらに、今回、ＴＬコミックで大人気のｒｅｒａ先生に表紙を描いて頂けて大変光栄です。表紙ラフが届いたときに、アレ？　もしかして、これ、入っちゃってる……かも？　と、思わずその部分を拡大してみたりと、かなり興奮いたしました（笑）

　私の作品の表紙のヒーローは、これまでも露出度が多いのですが、ヒーローが全部脱いでくださったのは初めてです！　しかもセクシーで理想の英国人を描いてくださり、ありがとうございました。

　また、初校の段階から細やかなご指南を頂いた編集者様、ありがとうございました。エッチシーンの校正のやり取りなど、とても楽しかったですし、大変勉強になりました。

　そして、この出版にご尽力下さった方々に心からお礼を申し上げます。

　なにより、いつも私のことを応援してくださっている読者様、作家仲間様、この作品をお手に取ってお読みくださった皆様に、心からの感謝を捧げます。

　いつかまた、濃蜜ラブルージュ様で再会できますよう、祈っております。





──感謝を込めて。　月乃ひかり
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２０１８年６月に書籍デビュー。

英国アンティーク小物が好き。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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